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　十八歳になった王太子、エルベルトにはいくつか公務が課せられることになった。中でも一番憂鬱なのは、年に四回ある王立劇場でのオペラ観劇である。

　この日も新しい演目が始まり、エルベルトは招待席に渋々座る。

（何が楽しくてこんなオペラを見に来るのか、わからない）

　そう思っていたが、観劇の楽しみがあるというのは国が平和で豊かな象徴であると言われたことを思い出す。

　退屈な二時間を過ごし、あくびを噛み殺して笑顔を作る。演者たちにねぎらいの言葉をかけて楽屋から出てくると、目に入ったのは赤い髪の少女が両親と一緒に歩いている姿だ。

「お父様、今回の演目も大変すばらしかったですわ」

　興奮冷めやらない少女の声を聞き、エルベルトは眉間に皺を寄せそうになった。

「新しい演目も気に入ったようだね。それなら今月も頑張ってくれたら、来月また観劇に連れてきてあげよう」

「約束ですよ、お父様。今月も課題を頑張ります」

　少女はあどけなく笑い、その笑顔にエルベルトは一瞬目を奪われた。

（十歳かそこらの女の子が観る分には夢があっていいのだろう）

　今回のオペラは王女とその護衛騎士の恋愛ものだ。現実ではどうあがいても、二人の気持ちがいくら強くても結ばれることはない。エルベルトはそう思っていた。

　永遠に続く愛など、この世には存在しないものだと……。

（いっそのこと、この人と結婚すべきと言われた方が気楽なんだけどなぁ）

　自分の結婚はいったいいつになるのか、誰を選べばいいのか。この時のエルベルトには政略結婚が当然で、義務をこなせばいいとしか考えていなかった。




　数年後、エルベルトは幸せに満ちた朝を迎えた。こんな朝が来ることは自分の人生ではありえないと思っていたのに。

　朝早く目覚めてしまったのは、日ごろの習慣の賜物だろう。そのおかげで腕の中で眠る彼女の寝顔を見つめることができた。

　彼女の額にそっと唇を押し当て、そっとベッドを抜け出した。

　動きやすい服に着替え、部屋を静かに出る。庭園を抜けると騎士団の訓練場がある。そこで一時間ほど汗を流すのが日課だったが、この日はどうにも集中できずにいた。ついつい昨夜のことを思い出してしまうのだ……。

　愛しい彼女とはじめての夜。翻弄されたのは自分の方だろう。

（ああ、今日はダメだな）

　エルベルトは愛しい彼女に会いたくなった。すぐにベッドルームへと戻り、ベッドの端に静かに腰を下ろした。








第一章　オペラのような恋愛









　ここはルーセンティア王国。北には山脈が広がり、南には海、西側と東側に位置する隣国とは、それぞれここ二十年以上争いごともなく平和な時代を築いている。ルーセンティア王国には外交を得意とするラドクリフ公爵家、そして内政を司るパラディオス公爵家の二大公爵、その下には様々な能力に長けた四大侯爵家があり、王族と共に王国の中枢を担っていた。

　魔法のクレイセア侯爵、剣のドゥルーク侯爵、学問のカルージャ侯爵そして神殿のバラモント侯爵が四大侯爵と呼ばれ、それぞれが王都に魔法学校、騎士学校、学術院そして神学校を設立し、どの学校も能力さえあれば身分関係なく入学が認められる。四大侯爵が管理する学校は、王都だけにとどまらない。各領地にもいくつかの分校ができ、そこでの教育は誰でも平等に受けられることになっている。主な学校運営費は貴族からの寄付と侯爵家がそれぞれ負担していて、平民たちも通えるシステムになっていた。

　十八歳を迎える学生たちは、半年後の卒業試験に向けて日々それぞれの分野を研鑽する時期になっていた。貴族はただ試験を待つだけではない。最も重要とされているのは卒業までに婚約者を決めることだと言われていた。

　平民たちは学校で身に着けた技能を生かした仕事を紹介してもらえる。もちろん、教育を受けて自分たちの家業に活かすこともできる。

　貴族にとっては、出会いの場でもあった。卒業までによりよい家柄の人と結びつくのが目的だと言ってもいい。

　そのため卒業を控えた貴族たちは、婚約を決めることにも忙しく、卒業試験だけに打ち込んでいるわけではなかった。

「クレイセア侯爵令嬢は、身分に関係なく自分が好きになった人と結婚したいと言っているらしい」

「それなら男爵家の私でも可能性があるということか」

　そんなうわさが流れ、そしてそれは事実である。マリアベルは幼い頃からご褒美で連れて行ってもらえるオペラに感化されていた。

　特に愛し合ったふたりが身分の差を乗り越えてハッピーエンドを迎える演目が大好きだ。

「そんなオペラのような恋愛結婚なんて、言っていられないでしょう。現実はもっと厳しいと言うのに」

　令息たちは是が非でも自分と結婚して大きな後ろ盾を作りたい、その気持ちはどの家門も一緒でマリアベルの関心を引こうと必死である。マリアベルの元には貴族からの求婚書やお誘いが絶えることがない。そのため婚約者がなかなか決まらない令嬢たちからは疎まれていた。

「マリアベル、この中に誰かいい人はいないのか」

　父親に尋ねられたマリアベルは、大きな息を吐いてから答えた。

「お父様、名前も顔も知らない男性の元には嫁ぎたくありませんわ」

「しかし、学校で顔を合わせたことくらいあるだろう」

「よく知らない人と結婚なんて嫌ですわ」

「もちろん、マリアベルがいいと思った人と結婚することに賛成だが、せめてどんな人がいいとか言ってくれないと」

「わたくしと愛しあえる方と申し上げているではありませんか」

　マリアベルは愛に溢れた家庭を築きたいと思っていた。

　マリアベルの父、クレイセア侯爵は、元々小侯爵として魔塔主を務めていた。その時に母と出会った。彼女は男爵家の次女ではあったが、魔力の強さと真面目さ、そして優しさがあり、先代当主からも結婚のお許しが出た。

　二人は結婚前からも互いを尊重し、想い合っていたが、結婚生活を経て更にお互いを慈しみ合うようになり、なかなか子宝に恵まれなかったが結婚して三年目でマリアベルの兄、ダイアンを授かった。

　それから七年が経って、マリアベルが誕生する。子供たちにめいっぱい愛情を注ぎ、温かい愛情で溢れた家庭が築かれたのだ。その家庭環境とオペラの影響が相まって、マリアベルは愛にこだわるようになった。

「マリアベル、せめてどんな人なら、マリアベルの目に留まるのか教えてくれないか」

「運命の出会いとか、素敵ですわ」

　マリアベルは恋愛に憧れてはいるのだが、それがどういうものなのかまだ分かっていなかった。

「それにお父様、わたくしよりもお兄様の婚約者を見つける方が先ではありませんか」

　マリアベルの言葉通りである。息子のダイアンはもうすぐ二十五になるというのに、婚約すらもしていないのだ。それに誰かと付き合っている様子もない。

「ダイアンは今、魔塔で研究と修行を重ねているから、もうしばらく様子を見るつもりだ。だがマリアベルは早く相手を見つけたほうがいい。女性はすぐに相手が見つからなくなってしまうから」

　それはマリアベルもよくわかっていた。だが、婚約者選びよりも学校での勉強は楽しく、そしていつか運命の出会いがあると信じてやまないマリアベルには無駄な苦言と言えるだろう。

　学校に行けば、マリアベルはいろんな人に声を掛けられるようになった。

「クレイセア令嬢、新しいオペラの演目はもうご覧になりましたか？　もしよろしければご一緒にいかがでしょうか」

　マリアベルの趣味を知っている人はその言葉でデートに誘う。

「クレイセア令嬢はこちらの研究をどう思われますか？　ご意見を聞かせてもらえないでしょうか」

　新しい魔道具の開発、研究を学んでいる人はそう声を掛けてきて、誰もがマリアベルの関心を引こうと必死だった。

（この人でもないわ、あの人も……違うわね。運命の出会いってどうやってわかるのかしら？）

　マリアベルは誘いに一度も乗らず、周りの令嬢たちのように家柄だけを求めて考えるわけでもない。そのため、令嬢たちからは変人扱いされていた。

「愛とか言っているけど、どうせ一番いい家柄の人と結婚するに決まっていますわ」

　令嬢たちはそう話し、侯爵家の令嬢は努力しなくてもいい縁談が舞い込んでくるとうわさをしていた。貴族の令息たちはそうはいかない。この機会を逃すまいと必死にアピールを繰り返していた。

　マリアベルは自分の魔力を上手に使えるようになりたくて、魔法学校に入学した。申し分のない魔力で、入学はすぐに認められた。氷魔法と雷魔法の二つを習得しているが、日常的に使用する魔法ではなかった。

（せめてお兄様のように炎魔法や水魔法が使えたらよかったのに）

　そう思うが、魔法の属性は選べるものではなく天性のものだった。クレイセア侯爵家では魔法学校と魔塔の管理以外に、魔塔で開発された魔道具を流通させるための商団を持っている。主な収入源は商団の利益である。今では魔道具は生活を豊かにする大切な道具であり、貿易の要でもあった。

「魔道具の開発も苦手だし、学校の先生なんて無理だし……」

　ダイアンのように魔塔で働ければ一番いいのだが、その試験は非常に難しいと聞いている。その上、魔道具の開発や企画ができなければならないが、マリアベルは苦手な分野だった。

「運命の人がわかる魔道具をお兄様にお願いしてみようかしら？」

　マリアベルはひとりの部屋でそんなことを呟いた。それほど運命の出会いというものに憧れていた。もちろんそんな魔道具が作れるはずもなく、日々運命の出会いに憧れているだけだ。

　マリアベルの心とは裏腹に、学校では卒業に向けた実践演習が増える。マリアベルはどの演習も好成績を修め、卒業試験も問題なく合格する実力がある。いくら優秀でも貴族令嬢にとって、進路はひとつである。家柄、格、もしくは派閥の関係上から選ばれた家に嫁ぐだけである。そして跡継ぎを生み、女主人として屋敷の切り盛りをして過ごすのが一般的である。

　毎日うんざりするほどのお誘いと求婚書に、マリアベルは運命の人を効率よく探す方法を考えようとしていた。

「たくさんの人に出会った方が、きっと見つかりやすいはず。大勢の中でもきっと運命の人は、ほかの人とは違って見えるはず……オペラではいつもそうだったわ」

　マリアベルの大好きなオペラでは、どんな身分の人であっても運命の相手はキラキラと輝き、ヒロインの目を奪う。目だけではなく心も瞬時に奪ってしまうのだ。

「私もそんな相手に出会いたいだけなのに」

　マリアベルの悩みはそこに尽きるのだった。

　学校内では卒業と同時にデビュタントを迎える人も多く、マリアベルもそのひとりだ。

「デビュタントパーティで婚約者を見つけるしかないかしら」

　同じ学校内では見つからないかもしれないと、あきらめが入った令嬢たちは口々に言いだした。

「そうね。年上の方でまだお相手が決まっていない人も多いし……」

　クレイセア侯爵の嫡男、ダイアンもそのひとりだ。カルージャ侯爵家の長男、バラモント侯爵家の長男もまだ独身でダイアンと同じように決まった相手もいない。

　彼女たちは指折り数えてはまだ相手がいないと言われている男性たちの名を挙げていた。

「あら、王太子様もまだ決まった相手はいらっしゃらないはずよ」

　ひとりが声高にそう言い、別の女性が首を横に振った。

「王太子様はきっとラドクリフ公爵家の方と婚約すると思うわ」

「ラドクリフ公爵……ああ、次女のバレンシア様ね。たしか剣術に長けていると言われて騎士学校に通われていたはず」

「ええ、長女のカトレア様は隣国の公爵家に嫁がれたはず」

　外交に明るいラドクリフ公爵は外国の方とも親交があり、その縁もあって娘が隣国に嫁いだ話は有名だった。

（私の運命の人が王国内にいるとは限らないんだわ）

　マリアベルはそう思ったが、外国の方と知り合う機会はなかった。そんな話を耳にはしていたが、マリアベルは自分には関係がないと思っていた。




　魔法学校での決められたカリキュラムが終了した頃だった。ここから半年後の試験まで、各自で試験勉強に励む。

　学校に出向いて勉強する者もいれば、屋敷で家庭教師をつけて徹底的に追い込む者もいる。自主学習期間と名付けられているが、実際には学校以外で婚約者探しをするための時間でもある。

「さあ、マリアベル、この求婚書をひとつずつ見てごらん」

　父親に山のような求婚書を突き付けられ、マリアベルは渋々見ていくしかなかった。

「この人はどう思う？」

　父親の言葉にマリアベルは首を横に振った。

「学校は一緒でお顔はわかるのですが、話したこともない相手ですわ。よく知らない方と結婚して、うまくいくと思いますか？」

「それはお互いの努力、というものだろう」

「お父様とお母様はきっと運命のお導きがあったのでしょう。ですが、私はその方を見ても運命の方だとは思いませんでした」

「マリアベル、それならこの方はどうだろうか」

「騎士学校の方、ですか。お会いしたこともありませんし、知らない方とは」

「それなら、一度会ってみるのはどうだろうか。そうだな。ガーデンパーティでも開いて、この中から何人か招待してみるのはどうだ？」

　父親も粘り強くマリアベルを説得するが、マリアベルの首が縦に動くことはなかった。

「会ったことのない人には会ってみるのが一番ではないか」

「そうですが……」

「それにマリアベルがガーデンパーティを開き、その中で知り合って婚約に至る人たちもいるかもしれない。出会いの場を作ってあげるのもいいと思うが」

「お兄様も出席させますか？」

　マリアベルの問いに父親は深い息を吐きながら、言いにくそうに言葉を紡いだ。

「ダイアンは……マリアベルにいい人ができてから考えると言うのだ」

「お兄様はずるいですわ。私よりも先にお相手を見つけるべきなのに」

　この日はそれ以上求婚書を見ることもなかった。

　書斎に頭を抱える父親を残し、マリアベルは自分の部屋に戻った。

　苦手な歴史の勉強をしながら、頭が冷えてきた後で大きく息を吐く。

「お父様には申し訳ないことをしたわ。でも、お兄様はどうして早く婚約者を見つけないのかしら？」

　兄のダイアンは優秀だし、侯爵の跡取り息子だ。容姿も申し分ないはずなのに、なかなか相手が見つからない理由がわからない。父親もダイアンに対してはさほど心配していない様子だったが、それは家柄が後ろ盾になっているせいだろう。

　優秀な次期侯爵、その肩書きだけでいつでも結婚できるのかもしれない。

「女性は卒業までに婚約した方がいいと言われるのに、男性は急がなくてもいいなんて不公平だわ」

　マリアベルはもう一度、深い息を吐いてから気持ちを切り替えて勉強を始めた。




　一方、王宮では王太子エルベルトの婚約者を決めてほしいと嘆願書が届いたと言う。

「いったいどこのどいつがそんなことを？」

　苛立ちを募らせながら、エルベルトは会議に出向いた。

　円卓のある会議室には二公爵、四大侯爵、伯爵家が三つ、そして選ばれた平民代表五人が顔を連ねていた。

「王太子もそろったことだし、会議を始めるか」

　国王の言葉で会議が始まった。

「実は困ったことになりまして」

　そう切り出したのはバラモント侯爵である。

「ほお、困ったこととは？」

　国王は自慢の長い顎髭を撫でながら、言葉にした。

「ええ、息子に婚約者をと勧めてはいるのですが、王太子様が選んだ後の方がいいのではと言い出しまして……それも一理あると思った次第でございます」

　バラモント侯爵の後に、カルージャ侯爵も頷いた。

「一部の貴族令息たちはそのような考えを持っているようでして、王太子様がもし自分が選んだ婚約者を気に入ったら困るからと……」

　そしてマリアベルとダイアンの父であるクレイセア侯爵も頷いて見せる。

（よりによってあいつら、俺のことを売ったな）

　エルベルトは舌打ちしそうになったが、抑え込んで笑みを浮かべた。四大侯爵の独身男性たちは、エルベルトもよく知っている。年齢が近いこともあり、顔を合わせることも多く、中でもクレイセア侯爵家のダイアンとバラモント家の兄弟とは親友と呼んでもいいほどの仲だった。

「それで私に婚約者をと言うのであれば、どのような形で婚約者を選べばいいのだろうか」

　エルベルトが意見を出し、その後はみんなが勝手に提案してくる。

（誰でもいいんだけど。家柄だとか、王妃として君臨する器だとかいろいろ言ってくるんだろう？　だったらそっちで勝手に決めてくれればいい。王族の義務として跡継ぎを作れば問題ないだろうが）

　エルベルトは誰でもよかった。自分の結婚さえも国益につながるのだとわかっていたからだ。

「それであれば、今年デビュタントを迎える令嬢の中で、ラドクリフ公爵家のバレンシア嬢、クレイセア侯爵家のマリアベル嬢、伯爵家からはオラル伯爵家のコーネリア嬢、モルトー伯爵家のキャスティーヌ嬢、それから隣国のカーディナル帝国の中でも王国と親交の深いハロルド伯爵家のユアンナ嬢とその親戚筋のローダン伯爵家のシェリル嬢はいかがでしょうか」

　合計六名の令嬢の名が挙がったが、エルベルトは誰一人興味がなかった。

「ふむ、その六名からどうやって選べというのだ」

　国王の言葉にエルベルトはなんだか嫌な予感がした。

「デビュタントパーティまでにそれぞれの令嬢と交流をして、その上で決めるのはいかがでしょうか」

　エルベルトの嫌な予感は当たった。

（そっちでこの令嬢と決めてくれればいいものを……なんで面倒を押し付けてくるのだ）

　それでもその提案に反論する術はなく、エルベルトは仕方なく頷いた。

「ふむ、それでは詳細を決めようではないか。どのような形で令嬢と王太子が過ごすのがいいか、意見はあるか」

　その言葉にまたもや口々に意見が交わされ、結局すぐには決まらない。

（すらすらと令嬢の名前が六人も挙がったところを見ると、あの貴族たちは口裏を合わせてきたに違いない。いや、貴族たちだけ、というわけではないだろうな。ああ、そうか。敵は意外と近くにいたということか。あの狸め……）

　国王がこの話に一枚噛んでいると踏んだエルベルトは逃げ道がないことを悟った。

（だが、俺が決めないと婚約者を選べないと言い訳にした奴ら、自分たちだけ逃げ道を作りやがって）

　それならさっさと妃を決めて、彼らの逃げ道を塞いでやろうとエルベルトは考えた。

「ひとつ、意見を申し上げてもいいだろうか」

　エルベルトは神妙な顔を作って言葉にした。

　全員が頷いたのを見て、エルベルトは言葉にした。

「私に六名の令嬢を婚約者候補として招集してくださるのは理解できた。その中で王太子妃として選ばれるのはたった一人。ほかの五名を侯爵家の婚約者として迎えてもらえたらありがたいのだが……もちろん、伯爵家の方々にもちょうど年頃の嫡男がいらっしゃいますよね。せっかく王太子妃候補として教育され、それでも選ばれなかった方々はその次の縁談が難しくなるでしょう。選ばれなかった方々と婚約していただくという条件を付けてもいいでしょうか」

　エルベルトの条件はすんなり受け入れられた。

（俺の婚約者が決まったら、すぐにお前たちにも枷をつけてやる）

　エルベルトはそんなことを考えていた。一堂に会した者たちの顔を見つめ、エルベルトは気づいてしまった。

（あー、違うな。俺にこの言葉を言わせるのが目的だったか。つまりあの六名の令嬢は彼らの相手として選ばれた人たち……もしくはその候補ということになるか。俺もあいつらも嵌められたのか。狸たちに）

　騙されたと思う悔しさはあるものの、エルベルトは自分だけが同じ船に乗ったわけではないと思うことにした。いつまでも婚約者を決めないと、この問題はもっと面倒なことになる可能性がある。

（自分の娘を売り込みに謁見を求めに来られるよりはまだいいと思うしかない。何日も王宮に詰め寄られて決まるまで相手しなければならないなんて冗談じゃないからな）

　実際に隣国の皇太子が年頃になると、皇宮に娘を連れて貴族が謁見を求めることが何ヶ月も続いたという話は聞いている。その中から一人、もしくは側妃を含めて数名を選べと詰め寄られ、それが決まると次はせめて侍女にしてほしいと謁見を求めてきた。これは五年ほど前の話で、王国内でも大きな記事になった。まだエルベルトが成人前だったこともあり、王国内では同じような混乱は起きなかった。

　その時の話は、エルベルトの中で大事件の一つとして記憶されていた。明日は我が身という気持ちを抱えていたのだが、いつの間にかそんな気持ちも薄れていたこの頃だった。

（まさかこんな形で嵌められるとは思わなかったが）

　エルベルトはそう思ったが、婚約者候補に挙がった女性たちの名前と家門を思い出しながら考える。

（公爵家のバレンシア嬢を選ぶのが妥当だろうな。公爵家から一人しか候補が出ないのであれば、彼女にしてくれと言えば済む問題ではないのだろうか）

　あくまでエルベルトは国の未来を担うための婚姻でしかないと思っていた。

（王太子妃として、将来王妃として君臨する器なのかどうか、見極める必要性はあるが……公爵家の教育ならば問題はないだろう。騎士学校に通っているとあるし、自分の身は守れるというのも大きい。護衛はつけるが、有事の際に自分の力で切り抜けられるのはありがたい）

　エルベルトは考えをまとめていた。

（だが、そう考えると魔法使いの家、クレイセア侯爵家のマリアベル嬢も同じだ。成績優秀、魔法も使えるとなれば後継者に魔力を持つものが生まれる可能性も高い。王族の権能と相性のいい魔力なら申し分もないだろう）

　考えていると、どうやら意見はまとまったらしい。

「カーディナル帝国からの伯爵令嬢を迎える期間を考えますと、来月から王宮の離れをお借りして妃教育を。王太子殿下は週に一度程度、令嬢たちと過ごす時間を作ること。令嬢たちのデビュタントまでに王太子妃を決めること」

　エルベルトは頷いた。

「妃教育はレグラン夫人に頼むことにしよう」

　国王がその名を挙げた。彼女は王宮に勤める侍女長であり、代々王族の家庭教師として仕えてきたひとりである。エルベルトは何でもよかった。

（ほかの国には生まれた時から婚約者がいると言うのも聞くが……俺はそれが良かったなぁ）

　自分で選ぶのがめんどうくさい。この時のエルベルトはそう思っていた。

　王宮での話し合いが終わって二日後、エルベルトは魔塔に向かった。この日は公務の一環で魔塔での新作魔道具の説明を聞くためだった。公務が終わると、エルベルトはマリアベルの兄であるダイアンに声を掛けた。

「クレイセア小侯爵、お時間を頂けますか」

「エルベルト王太子殿下、本日はご足労頂き、ありがとうございます。では、こちらでお話を伺いますので」

　ダイアンはそう言って彼の執務室へとエルベルトを案内してくれた。

　エルベルトをソファに座らせ、ダイアンが飲み物を用意してくれた。

「エルベルト様、ご用件は何でしょうか」

「ダイアン、君だけを悪者にするつもりはないが、俺のことを罠に嵌めた文句を言わせてもらいたくてね」

「罠……ですか？」

「ああ、俺が婚約者を決めないことには結婚はできないと、言い出したらしいじゃないか」

　エルベルトの言葉にダイアンは頷いた。

「私が言い出したことではありませんよ。それにエルベルト様も条件を付けたらしいですね。王太子妃に選ばれなかった五名を私たちに宛がうとか」

「当然のことだろう。俺だけに枷をつけるつもりか」

　エルベルトがそう言い、ダイアンは少しだけ笑った。

「枷とはひどい言い草ですね。我が家は私のことも妹のことも一気に片付くと喜んでいるようですが」

「ダイアンのところはそうなるな」

「ただ……妹は王太子妃に選ばれなければ、自由だと思っているのでね」

「伝えないのか？」

「ええ、伝えません。父がそう決めたので、伝えることはないでしょう。それにほかの家門も伝えないようですからね。きっとどの令嬢も知らされずに王太子妃候補として、その責務を果たそうとすることでしょうね。できることなら私が妹をもらいたいのに」

「えっ？　どういうことだ？」

　ダイアンの言葉にエルベルトは驚いた。

「妹ほど可愛らしく、愛らしい女性はいないですし、それにあれだけの魔力を持った女性もなかなかおりません。現に魔塔で鍛錬を積んでいる女性たちよりも魔力があり、その魔力をコントロールする能力もあります。こんな女性はほかにいないと思うのですが」

「……血のつながった兄妹じゃ、どうしようもないだろう」

　ダイアンがそう言ったせいなのか、エルベルトはマリアベルに会うのが楽しみになった。ダイアンがべた褒めする女性は、今までにいなかった。だからこそ興味を持った、ただそれだけだった。その後は少しだけ世間話をし、魔塔が開発している新しい魔道具の話を聞いた後でエルベルトは王宮に戻った。

　エルベルトは年々増やされる公務や執務に対し、真摯に向き合っている。陳述書も丁寧に読み込み、その都度対策を考えるべく有識者を集めて意見を聞く。そのエルベルトの努力する姿を見た者が、次期国王として申し分ないと思えば支持してもらえるということはわかっている。だからこそ、エルベルトは努力を怠らず、日々国王の器になれるように精進しているつもりだった。




　王宮でエルベルトの婚約者を決めると言う話し合いが終わってから、一週間が経った頃だ。各学校でもその話がもたらされ、王太子妃候補のうわさが持ちきりとなった。

「いったいどの令嬢が候補に選ばれるのかしら？」

「候補者にはそろそろ通知がいくらしいですわ」

「あの変わり者の令嬢も選ばれるのかしらね？」

「家柄を考えたら、通知は行くでしょうけど……」

「王太子妃に選ばれることはないわね。変わり者ですもの」

　そんなうわさまでついて回っていたが、マリアベルは気にしていなかった。自分が選ばれるなど露ほどにも思っていなかった。

　が、家に戻ったマリアベルは、両親と兄が揃う応接間で王宮からの使者が通達を読み上げるのを聞いていた。

　一ヶ月後に王宮からの馬車が来るからそれまでに身の回りの準備をして待つようにと通達されたのである。

「私が……？」

　マリアベルは愕然とした。候補に入ったとしても会議で父親が阻止してくれると思っていた。しかしその考えは甘いことにようやく気づいたのだ。

「マリアベル、王族からの通達だ。断ることはできない」

　父親にそう言われ、マリアベルは頷くしかなかった。

「びっくりして、今は何も言うことがありません。部屋に戻らせていただきますわ、お父様」

「ああ、そうしなさい」

　マリアベルは自分の部屋に戻り、ベッドの端に腰を下ろした。

「王太子妃候補……王太子殿下ってどんな方だったかしら？」

　エルベルトの顔はなんとなくわかるものの特にうわさを聞いたわけではない。

「候補ということは、まだほかにも同じ立場の人がいるってことよね。何人か候補がいて通達がくるってうわさになっていたし……ということは、私が王太子妃になる可能性は低いかもしれないわ」

　マリアベルはそう考えると、希望が見えてきた。

「王太子妃なんて私には無理だもの。王太子殿下に断られれば、いいってことよね」

　エルベルトに断られ、そして新たな出会いの中で恋愛結婚をすればいい。マリアベルはそう考えていた。

　王太子妃候補の女性たちは選ばれなかった後のことは何も知らされないまま、王宮の離れに呼ばれることになった。

　一ヶ月の準備期間はとても短くあっという間に過ぎていった。










第二章　王太子妃候補









　クレイセア家に立派な六頭立ての馬車が到着した。

「クレイセア侯爵令嬢をお迎えに上がりました」

　マリアベルを迎えに来たのは王太子の執務官だと名乗った。荷物を馬車に運び入れ、メイドの付き添いは許されず、マリアベルはひとりでその馬車に乗り込むことになった。

「いいかい、マリアベル。身体には気を付けるように。そしてきっと王宮で学んだことは、将来役に立つことだと思うから、しっかり学ばせてもらいなさい」

「はい、お父様。お父様もお母様も、そしてお兄様もお元気で」

　マリアベルは暫しの別れだとしか思っていなかった。

　王宮へと到着したマリアベルは離れに案内された。離れの応接室に通され、そこで王太子妃候補の女性たちと顔を合わせた。中央に座る王太子エルベルトの前で、まずは自己紹介から始まった。

「わたくし、ラドクリフ公爵家の次女バレンシアと申します。この度は王太子妃候補に選んでいただきましたこと、感謝しております。しっかりと妃教育を受け、王太子妃として選ばれるよう努力します」

　次はマリアベルの番だ。

「クレイセア侯爵家のマリアベルと申します。この度の通達にまだ驚いておりますが、学校では学べないことを学ぶ良い機会だと思っております。よろしくお願いします」

　オラル伯爵家のコーネリア、モルトー伯爵家のキャスティーヌが続いて挨拶をした。

「わたくし、隣国カーディナル帝国から参りましたハロルド伯爵家のユアンナと申します。王国の文化や教育にとても興味があり、学ばせていただける機会だと思っております」

「同じくカーディナル帝国から参りましたローダン伯爵家のシェリルと申します。わたくしも王国の文化にとても興味があります。よろしくお願いします」

　それぞれの挨拶が終わると、王太子が座ったまま声を発した。

「王太子のエルベルトだ。そなたたちとこうして会うのははじめてだろう。まずは妃教育の教育係をつとめるレグラン夫人を紹介する。何かあったらまずレグラン夫人に相談してほしい」

　感情ひとつ見えない無表情なエルベルトの言葉は、事務的に響いた。

「それでは皆様に今後の予定をお伝えしますわ」

　レグラン夫人がそう言い、翌日からの予定を伝えられた。基本的には午前と午後に授業があり、その成績はそれぞれの学校に送られるということ、そして学校の卒業には問題が生じないこと、卒業試験の前に婚約者が決まるというざっくりとした予定を言い渡される。

「主な授業内容は、近隣諸国の歴史や政治、王宮での立ち居振る舞いやマナー、それから王太子妃、ひいては後の王妃としての心構えや知っておくべきことの知識などを学ぶことになります。なお、月に一度程度、試験を行います。その試験の結果は各学校に送られ、卒業試験に加算されます。もちろん授業の出席日数も卒業試験の時に加算されるものだとお考え下さい」

　レグラン夫人の言葉は丁寧で優しいのだが、その視線は厳しくマリアベルたちの所作一つ一つを評価しているように見えた。

「それでは皆様には二人ずつ侍女をつけます。本日の夕食は王太子殿下もご一緒ですので、今から晩餐用のドレスに着替えて準備をしてください」

　レグラン夫人はそう言い、マリアベルは二人の侍女と一緒に宛がわれた部屋に入った。

「晩餐会の準備をお願いするわ。ドレスはどうしようかしら」

「クレイセア侯爵令嬢の髪と瞳の色に合わせて、こちらの赤いラインの入ったドレスはいかがでしょうか」

　侍女に勧められたマリアベルは任せることにした。赤毛の髪をアップにしてもらい、ルビーをあしらったアクセサリーをつけてもらう。王宮の侍女ということもあって、二人の動きに無駄はなく、パーティの準備もそつなくこなしているように見える。

「二人ともお化粧が上手ね」

　マリアベルがそう言うと、二人は照れたように笑った。

「喉が渇いたの。飲み物を用意してちょうだい」

　マリアベルの言葉にもすぐに頷き、二人はティーセットを用意してくれた。

「少し紅茶がぬるいわ。今後はお湯の温度にも気を遣ってほしいわ」

　マリアベルは少し細かいことまで口にした。それでも二人は表情一つ変えることはなかった。

　その日の夜、マリアベルたちは緊張の中食事ということになった。

「遠くから来てくれた者もいる。今夜は顔合わせだと思って、気を楽にして食事を楽しもう」

　エルベルトがそう言い、晩餐会が始まった。用意された料理はどれも素晴らしいものだったが、マリアベルはもちろん、すべての令嬢が緊張して食事を楽しむ余裕もなかった。

「こうやって令嬢たちと食事をするのはもちろんだが、ゆっくり話したこともなかった。今後はお互いを知るために時間を作るつもりだが、そうだな。そなたたちの好きな食べ物を教えてもらえないだろうか」

　エルベルトの質問にマリアベルは頭が真っ白になってしまった。どう答えていいかわからず、頭の中で考えを巡らせていてほかの令嬢たちがどう答えたのか聞き逃してしまった。

「クレイセア侯爵令嬢、そなたの好きな食べ物はなんだ？」

「わ、わたくしは……好き嫌いはありませんが、王立劇場のすぐそばにあるイチゴがのったショコラケーキが好きです」

「ショコラケーキ、か。ふむ、覚えておこう」

　エルベルトがそう言い、全員が答え終わると緊張感が漂う晩餐会はお開きとなった。




　王太子妃候補の令嬢たちが部屋に戻ってから、エルベルトは離れの執務室に向かった。すぐにやってきたのはレグラン夫人だった。

「殿下、顔合わせはいかがでしたか？」

　レグラン夫人の問いにエルベルトは頷いた。

「収穫と言えるようなものは無かったな。あんな静まり返った晩餐会があると思うのか」

「今夜ははじめての顔合わせでご令嬢たちも緊張していたのでしょう。それに殿下がいるのに勝手な発言をするような令嬢はいないのも当然のことではありませんか」

「それはそうだが……何を話せばいいものか、こちらも困るというものだ」

「殿下がリードされるべきでしょうから」

　レグラン夫人の言っていることはもっともではあるが、エルベルトにとっては収穫のない時間ほど無駄なものは無い。

（クレイセア侯爵令嬢の顔がわかっただけでも良しとするか。確かにあの赤い髪の毛は目立つが……）

　これといった印象には残らなかった。

「今後ゆっくりと距離を縮められればよいのではないでしょうか」

「確かにそうだな。レグラン夫人、そなたは何か気づいたことがあるか」

「気になるといえば……侍女の扱いに対してでしょうか」

「気になることがあるなら、些細なことでもいいから教えてくれ」

「今回の侍女たちは、新人と王宮勤め三年以内の侍女をペアにして、それぞれの令嬢についてもらいましたが、至らない点を注意したのはクレイセア侯爵令嬢だけでほかの令嬢たちは侍女に対して何も言わなかったようですわ」

「至らない点を注意できるというのは上に立つ者として、今後少なからずとも必要になる行動だからな」

「初日ですから言い出しにくいこともあるでしょう。様子を見るべきだとは思いますが」

　レグラン夫人からの報告を受け、エルベルトは頷くだけだった。

「次は五日後のティータイムだな」

「はい、その日はラドクリフ公爵令嬢に準備をしていただくつもりですわ」

「ああ、それに関しては夫人にすべて任せる」

　エルベルトはそう言い、立ち上がった。

　王宮の離れを出て、王太子宮に戻るだけだ。気になった女性がいるかと言われれば、いないと即答できる。

（ラドクリフ公爵令嬢……バレンシアと結婚すべきだろうが、彼女のドレスもアクセサリーも豪華すぎる気がする。何よりバレンシアの香水は匂いがきつくて苦手だ）

　エルベルトはまだ決めるべきではないとわかってはいるが、早くこの茶番を終わらせたいと思っていた。




　翌朝、マリアベルが目覚めると侍女が洗顔用の水を持ってきてくれた。身支度を整えるのを手伝ってもらい、朝食はみんなと一緒に摂る。食事の席にはレグラン夫人も一緒で、それぞれのマナーを確認しているようにも見えた。

　食事が終わると、別の部屋に案内されてそこでレグラン夫人が話し始めた。

「昨日は到着後すぐに晩餐会で、緊張したことでしょう。昨夜はよく眠れましたか？　眠るときに何か必要なものがあれば侍女に伝えてください」

　マリアベルたちは頷き、レグラン夫人は話を続けた。

「四日後、ティータイムに王太子殿下をご招待します。このティータイムの準備はラドクリフ公爵令嬢様にお願いいたします。予算についてはのちほどお知らせしますが、週に一度か二度、殿下を招いたティータイムを予定しております。次回、殿下を招待するときはクレイセア侯爵令嬢に準備していただきます。お一人ずつ順番に準備していただきますが、予算は毎回決まっております」

　レグラン夫人がそう言い、全員が頷いた。

「必ず、予算内におさめること。予算を上回った時に家門を頼るなどしてはいけません。事前に侍女と相談すること。侍女に仕事を任せること、最後に招待状は自分で書くこと。これが基本的なルールだと思ってください」

「レグラン夫人、質問させていただいてもよろしいでしょうか」

　ラドクリフ公爵令嬢のバレンシアが手を挙げて発言した。

「ええ、ラドクリフ公爵令嬢、質問をどうぞ」

「はい。どのような意図があってお茶会を企画するのでしょうか」

「皆さんもデビュタント後には自分でお茶会を企画して、交流を深めていくと思いますが、その練習だと思っていただければと思います。もちろんこの中には未来の王太子妃がいらっしゃると聞いています。王太子妃のお仕事の一つに王宮に招かれた人たちをお茶会などに招待してもてなすことが多く、予算内で出席者全員が満足いくような場を設けなければなりません」

「その練習ということでしょうか」

　バレンシアがそう言い、レグラン夫人は頷いた。

「練習だと思っていただいてもかまいません。まずはどのように殿下をもてなすのか、そして招待するのはこちらにいらっしゃる令嬢全員です。皆さんが満足いく場を作らなければなりません。普段なら家門にちなんだ催しとして母親から教えてもらえることでしょう。ですが、ここは王宮です。自分たちで考えておもてなしをしなければならないことが多くなります」

　レグラン夫人の言葉にマリアベルは小さく頷いた。

（最初にラドクリフ公爵令嬢が抜擢されたのは、有力な候補者だからだわ。この中で一番身分が高いのはラドクリフ公爵令嬢だし、私以外はみんな伯爵家のご令嬢。ただカーディナル帝国からの伯爵令嬢、たしかハロルド伯爵は宰相だったはず。もう一人、ローダン伯爵家はシルクの貿易で有名なお家だったはずだわ。王国とより密な親睦を考えて、輿入れということも考えられるわ。でもカーディナル帝国のお二人には王国内のティーパーティの様式がわからないかもしれないし、不利よね。やっぱりあらかたラドクリフ公爵令嬢に決まっているんじゃないかしら？）

　マリアベルはそう思い、自分が選ばれる可能性が低いと考えた。

「それではまず授業をはじめましょうか」

　レグラン夫人の言葉にマリアベルは背筋を伸ばした。

「ルーセンティア王国の王家についてお話をしていきましょう。王族には王家の権能と呼ばれる異能が存在していることはご存じでしょう。権能と言われても細かい内容までは知らされておりません。王太子殿下ももちろん権能を持ち、次期国王としての器だと認められたお方です。現在の王家には国王陛下、王妃殿下、そして王太子殿下と王女殿下の四人、王族の血筋を引き、分家となった公爵家があります。ラドクリフ家の初代は初代国王陛下の弟君、そしてパラディオス公爵家は二代目国王陛下の弟君が初代当主を務め、今に至ります。それ以降、現在の五代目国王陛下と王太子殿下まで二人目の男児が生まれたことはありません。王女殿下は隣国に嫁がれた方も多く、新しい公爵家は誕生しておりません」

　レグラン夫人はそう言い、バレンシアを見つめた。

「ラドクリフ公爵令嬢は家門のことですから、よくご存じでしょうね。それではクレイセア侯爵令嬢、四大侯爵の特色を教えていただけますか？」

　レグラン夫人から突然質問され、マリアベルは一瞬戸惑った。

「はい、四大侯爵は戦時中、それぞれの異能を使って有利に戦いを進めた家門です。クレイセア家の魔法、ドゥルーク家の騎士、カルージャ家の戦術、そして傷ついた人たちを回復するバラモント家。四つの家門はそれぞれの異能の力が強く、家門同士の血が混ざることを禁じています」

「そうですね。魔力の強いものほど、髪の色や瞳の色が赤く染まり、ソードマスターの家は青くなり、学問に長けたカルージャ家は黒、そしてバラモント家は銀色と言われています。では王家は金髪に青い瞳の人なのはなぜでしょう？」

　レグラン夫人に質問されたのはバレンシアだった。

「王家は民を照らす太陽の金色の髪、枯れることのない水脈をあらわした青色の瞳と聞いております」

「ええ、そう言われていますね。では、ラドクリフ公爵令嬢、もとを辿ればあなたも王家の血筋を引くお方です。ですが、髪の毛の色は金ではありませんし、瞳の色も青くはありませんね」

　レグラン夫人の指摘通り、バレンシアは水色の髪色ときれいな翡翠色の瞳だった。

「長い年月を経て王家の血が薄まってしまったのでしょう。私は騎士学校に所属していますし、ソードマスターとまではいきませんが、剣の腕には覚えがあります。そのためその能力のあらわれが髪や瞳に出ているのだと思います」

　バレンシアの言葉に満足したのか、レグラン夫人は次の話題に入った。

（ラドクリフ公爵令嬢は騎士学校、オラル伯爵令嬢は学術院でモルトー伯爵令嬢は神学校、そして私が魔法学校。能力も違う人たちを選んだ……ということは家門の身分で決められることではないのかも）

　家門の家柄だけで決めるのなら、簡単に決まっていただろう。六人の女性が集まったのは秀でた才能が何かしらあるということになる。

（王家が求める能力を持っている方が婚約者として選ばれることになるのかも？）

　マリアベルはそう思った瞬間、すぐに決まらないことに気づいた。

（王太子殿下に嫌われるしかないけど、どうすればいいのかしら？）

　下手に失敗すれば、家門の名に傷がつく。それだけは避けたいが、エルベルトに選ばれるのは避けたい。そんなことを考えているマリアベルだが、授業だけは真面目に取り組んでいた。

「それでは午前中の授業を終わりにします。まず昼食のマナーを見させていただき、午後はダンスレッスンをする予定です。何か質問はございますか？」

　レグラン夫人がそう言い、バレンシアが手を挙げた。

「授業の内容とは異なる質問で恐縮ではありますが、わたくしたち六人が王太子妃候補に選ばれた理由をお聞かせ願えますか？」

　マリアベルはその質問に興味を示した。

「わたくしが聞いているところでは、会議で六名の令嬢が選出されたということだけです。選出方法や基準については何も聞いておりません」

「会議というと、貴族会議でしょうか？」

　バレンシアが質問し、レグラン夫人は首を横に振った。

「いいえ、平民代表もそろった会議だと聞いております」

　それを受け、バレンシアは頷いた。

「選考基準がわからない以上、誰が選ばれるのかはわからないということですか」

「王太子殿下の気持ち次第と聞いておりますが、詳細はわかりかねます」

「わたくしたちは何を頑張ればよろしいのでしょうか」

　バレンシアの言葉にレグラン夫人は微笑みを浮かべながら答えた。

「わたくしから殿下に報告するのは、皆様の勉強に対する姿勢などです。一生懸命やっている方にはそれなりの評価をつけさせていただいていますわ」

　レグラン夫人の言葉を受け、マリアベルは考えた。

（レグラン夫人にも選考基準が知らされていないのかもしれない。マナー教育を受け、王太子様と過ごす時間の中で、選ばれる人が決まると考えたほうがいいかも？）

　そうなると、エルベルトに嫌われるという選択肢しか残らない。

「レグラン夫人、わたくしからも質問をしてもよろしいでしょうか」

　マリアベルは声をあげた。

「ええ、クレイセア侯爵令嬢、どんな質問でしょうか」

「家に手紙を書くことは許されますか？」

「もちろん、構いませんよ。中を確認することもありません。ですが、ご実家以外の場所に手紙を送る場合は、送り先によって検閲を受ける可能性があります」

「わかりました。ティータイムの準備をするときに、外部……王宮の外にあるスイーツなどをオーダーしてもかまいませんか？」

「侍女に申し付けてください。彼女たちが判断し、メイドを使いにやるでしょう」

　マリアベルは頷き、まずはダイアンに手紙を書こうと思っていた。

（お兄様は王太子殿下と仲がいいはず。殿下があまりよく思わないことを訊いておけば……）

　そう考えたマリアベルだったが、その考えは甘かった。

　手紙はすぐに返事が来て、ダイアンからはつらつらと説教が書かれているだけだった。

『殿下についていろいろと聞き出したいのはわかるが、答えるつもりはない。マリアベルだけ得するというのも勝負の世界では卑怯ではないだろうか。それにマリアベル自身の目で見て殿下がどういう人なのか見極めるのも大切なことではないか』

　もっともらしいことが書かれているが、マリアベルは奥歯を噛みしめて悔しさを滲ませるだけだった。

　そしてバレンシアがお茶会を開く日がやってきた。バレンシアが用意した招待状を見つめ、マリアベルは侍女に声を掛けた。

「来週のお茶会は私が主催することになるわ。今回、ラドクリフ公爵令嬢のお茶会を見てから、考えるつもりだけど、招待状は先に出した方がいいわね」

　マリアベルが言葉にすると、侍女二人は頷くだけだった。

　バレンシアがお茶会の場所に指定したのは、バラが咲き誇る庭園の一角だ。

「ドレスはどれにしようかしら？」

　マリアベルはドレスとアクセサリーを侍女に相談しながら選び、淡い水色のドレスを選んだ。アクセサリーは小さなペンダントだけにして、髪の毛はハーフアップにしてもらうことになった。

「クレイセア令嬢、お時間のようですから……ご案内します」

　侍女と一緒に庭園に向かい、マリアベルはバレンシアから席を案内される。

「ようこそ、クレイセア侯爵令嬢。お席はこちらに」

「お招きいただき、ありがとうございます。ラドクリフ公爵令嬢」

　挨拶をかわし、ひとりひとり決められた席に座る。マリアベルに与えられた場所は末席に当たるのだが、気にしないようにした。

　全員が着席してまもなく、エルベルトがやってきた。一度着席したマリアベルたちはすぐに立ち上がり、スカートを持ち上げて頭を下げていた。

「エルベルト王太子殿下、本日はお忙しい中お越しくださりありがとうございます。お席はこちらにご用意させていただきました」

「ラドクリフ公爵令嬢、本日はよろしく頼む」

　エルベルトは淡々と答え、用意された席に座った。

「本日のお茶はラドクリフの領地で栽培された茶葉でございます。甘味と酸味のバランスが取れたお茶で後味はすっきりとしていて飲みやすいと思うのですが、皆様のお口に合いますように。お菓子は厨房に頼みまして、焼き菓子が三種類、こちらに入っているフルーツも我が家の領地で栽培されたものでございます。ほかにも王都内の有名スイーツをいくつかご用意させていただきました」

　バレンシアは侍女にお茶を配らせ、テーブルの上のスイーツを紹介した。お茶を提供し終えた侍女は次にスイーツを取り分けて、全員に配り始める。それを見てからバレンシアが口を開いた。

「王太子殿下に、わたくしたちのことを少しでも知ってもらおうと思いまして、本日はそれぞれの得意分野について紹介させていただければと思います」

　その言葉を聞いたマリアベルは驚いた。

（そんな話、聞いていないわ……周りの令嬢たちも知らなかったようだけど）

　一瞬、顔色が変わってしまったが、マリアベルは様子を見ることにした。

「わたくしは騎士学校に通っています。剣の学科に進んでおり、剣技には多少の覚えがございます。また乗馬が得意ですわ。剣技をお見せしたいのですが、殿下の前で剣を振るうのはよくないことですので……春に行われた騎士学校の剣大会の成績ですが、女性の部で準優勝を果たしました」

「素晴らしい腕前だと聞いている。もしもそなたが王太子妃に選ばれたのなら、護衛は少なくて済みそうだな」

　エルベルトはそう言い、バレンシアは次にカーディナル帝国のハロルド伯爵令嬢に話を振った。

「わたくしたちの国では貴族の女性が通えるような学校はありません。家庭教師がつき、マナーや教養を身に着けるというのが一般的でございます。得意なことはこれといって思いつきませんが。刺繡と伝統芸能の舞いが好きです」

　次もカーディナル帝国からやってきたローダン伯爵令嬢で、同じような回答をするだけだ。

　オラル伯爵令嬢もモルトー伯爵令嬢も自慢になるような特技はないと言い、マリアベルの番になってしまった。

「クレイセア侯爵令嬢、お願いします」

　マリアベルは少し緊張しながら立ち上がった。

「わたくしは魔法学校に通っております。雷と氷の魔法属性を持っておりますが、お見せできるような技能は一つもありません」

　そう言うと、すぐにマリアベルは座ってしまった。

「クレイセア侯爵令嬢は家柄もあるが、なかなかの魔法の使い手だと聞いている。それぞれが違う特技があるのはわかった。一週間も経っていないが、王宮の離れでの暮らしには少し慣れてきただろうか」

　エルベルトの言葉にバレンシアが答えた。

「侍女やメイドたちがよくしてくれますので、不便なことはありません」

　それぞれが少しずつ慣れてきたと言い、カーディナル帝国からの令嬢たちは口をそろえて言葉にした。

「ルーセンティア王国は、わたくしたちの国に比べてとても発展していて過ごしやすく思います。ただ気温が低く、朝晩は寒いと感じる日が多いです」

「それは考えつかなかった。二人には温かいガウンを贈ろう。ほかに不便なことはないだろうか。レグラン夫人の授業は大変ではないだろうか」

　誰もが首を横に振り、エルベルトはほかに必要なものはないか聞いてくれるだけだった。

「次回はクレイセア侯爵令嬢の茶会だな。楽しみにしている」

　二時間ほどを過ごし、エルベルトが帰っていった。




　エルベルトはお茶会の後、レグラン夫人を王太子宮の執務室に呼んだ。

「殿下、お呼びでしょうか」

「ああ、レグラン夫人、呼び立ててすまない。ちょっと気になったことがあったのだが、授業の方は大丈夫だろうか？」

「ええ、本日は午前中だけですから」

　レグラン夫人がそう答えると、エルベルトは夫人にも座るように告げてお茶を用意する。

「実は席順が気になったのだ」

「席順ですか」

「ああ、上座は私だったが、隣は主催のラドクリフ令嬢で次に続くのは、クレイセア令嬢ではないだろうか」

「普通はそう考えますね」

「だが、ほかの伯爵令嬢とカーディナル帝国の令嬢たちが続き、末席にクレイセア嬢が座っていたのだ。これは誰がどのような理由で決めたのだろうか」

　エルベルトの疑問にレグラン夫人は少し考えていたようだ。

「明日の授業で少し話をしてみましょう。ラドクリフ公爵令嬢の考えがあってのことかもしれませんし、到着順に席を振ったのかもしれませんから」

「到着順に席を割り振ることもあるのか？」

「時と場合に寄りますが、稀にそういうこともありますわ」

「そうか。それから予算内のお茶会だと聞いてはいるが、ラドクリフ令嬢の服装が気になって」

「華美な部分でしょうか」

「そなたが気づいているのなら問題ないが、王族でもあれほど華美に着飾るのは年に数回しかない。浪費癖があるようであれば、王太子妃として迎えるのは難しいことだろう。それにラドクリフ令嬢の香水だ。あの匂いは気になるし、私が好きな香りではない。それからカーディナル帝国の令嬢たちから、王国の気温が低いと指摘があってガウンを贈ることにした。見繕ってほしい」

「かしこまりました。ほかには気になることはありませんか？」

「彼女たちの侍女から何か話はあがっていないのか？」

「特に問題となる行動はあがってはいないのですが、ラドクリフ公爵令嬢は傍若無人なところがあるようで」

「だが、彼女は侍女たちが良くやってくれているから不満はないと申していたぞ」

「その点も含めて話していったほうが良さそうですわね」

「ああ、頼む。私の目では行き届かない部分も多い。誤った選択をするわけにはいかぬからな」

　エルベルトの言葉にレグラン夫人は頷いた。

　レグラン夫人が帰ると、エルベルトはひとり考え込んでいた。

（主催者だからだろうか。やたらとラドクリフ令嬢の主張が強かったように思う。それにほかの令嬢たちは知らされておらず、急に話を振られたという雰囲気もあったが）

　何よりもマリアベルが気になった。口数も少なく、質問にも端的に答える姿はまるで誰かに余計な口を開くなと言われているようにも思えたのだ。

（まさかとは思うが、令嬢同士で嫌がらせなどないだろうな）

　そのようなことがあれば、すぐにその令嬢を候補者から外してやる、そう思うエルベルトだった。




　マリアベルは翌週の計画を練るために、授業の合間に侍女と一緒に庭園や離れにあるサロンなどを見てまわる。

「クレイセア令嬢、温室はいかがでしょうか」

　侍女に言われ、マリアベルは温室を見に行った。

「そうね。温室でティータイムを過ごしましょう。カーディナル帝国からの令嬢たちもここなら寒さを感じないでしょう」

　マリアベルは温室に決め、茶葉を考える。それから厨房のシェフにお菓子と軽食を頼むことにした。

「王都にお菓子を買いに行きますか？」

　侍女の言葉にマリアベルは首を横に振った。

「お菓子は厨房に頼むだけで十分だと思うわ。前回のラドクリフ公爵令嬢のお茶会でもお菓子がたくさん余っていて、もったいないと思ったから。そのかわり、茶葉を準備してほしいの。茶葉は四種類程度、用意してほしいわ。花茶とフルーツティー、アールグレイ、それからロイヤルミルクティー用の茶葉があるといいわね」

「どちらのお店にあるものにしますか？」

「そうね。我が家がよく利用しているお店だけど、誰かお使いに行ってもらえるかしら？」

「はい、かしこまりました」

　侍女たちの助けを借り、マリアベルのお茶会は準備が進み始めた。

　レグラン夫人の授業で、お茶会や夕食会の時の席順について話があった。

「ラドクリフ公爵令嬢、先日のお茶会での席順はどのようなお考えがあってどのような順番で着席してもらいましたか？」

　レグラン夫人の質問にバレンシアは立ち上がった。黒板に円を描き、それぞれの座った場所を書き込む。

「わたくしは主催でしたので、こちらの席に……続く席には伯爵令嬢たちを。末席には次回の主催者であるクレイセア侯爵令嬢を案内しました」

「次回の主催者は末席にする、それはラドクリフ公爵家での決まりでしょうか」

「いえ、そのほうが良いかと思いまして」

　バレンシアはそう言ったが、その瞳はなぜか反抗的なものを感じる。

「席順というのはとても重要なことです。今回はどの並びがいいのか、答えは言わずにおきます。それぞれが席順も念頭に置いて考えたお茶会、食事会を開催していただければと思います」

「それはつまりわたくしが考えた席順が間違っているということになりませんか？」

　バレンシアの口調は少し強いものになったが、レグラン夫人は微笑みを浮かべて首を横に振った。

「いいえ、そういうことではありません。どのような理由でどの席順にするか、ラドクリフ公爵令嬢は円卓を選びましたが、ほかの方々はどのようなテーブルを選ぶのか、それによっても変わってくるでしょう。もちろん国や家柄によってお茶会の仕様が変わってくることもあるでしょうから、何が間違いで何が正しいのかよりも理由を重視したいと思っております」

　レグラン夫人はそう言い、バレンシアを座らせるともう一度口を開いた。

「来週の予定を伝えますね。来週はまず王妃殿下が皆様と王太子殿下を招待した昼食会が行われます。その後、クレイセア侯爵令嬢のお茶会、三日後にはローダン伯爵令嬢のお茶会を予定しております」

　翌週はお茶会が二回開かれることになった。それだけでなく王妃からの招待もあり、マリアベルは予定を書きとめながら考えた。

「質問をさせていただいてもよろしいでしょうか」

　マリアベルが手を挙げると、レグラン夫人は頷いてくれた。

「持ってきたドレスでは足りないのですが、家から送ってもらうとなるとほかの人たちは間に合わないかと思うのですが」

「皆さんには後ほど、衣裳部屋にご案内します。その衣裳部屋にあるアクセサリー、ドレスを自由に使っていただいて構いません」

　そう言われたマリアベルはホッとしていた。授業が終わってからレグラン夫人は衣裳部屋に案内してくれて、ドレスとアクセサリーの多さにマリアベルは驚いていた。

「こちらは王室御用達のお店から借りているものです。お店のご厚意ですので取り扱いには十分、注意してくださいね」

　レグラン夫人からの注意事項を聞きながら、バレンシア以外は衣裳部屋のドレスを見てまわっていた。

「素敵なドレスばかりですわ」

「素晴らしいドレスばかりで着こなせるかどうか」

　令嬢たちはたくさんのドレスを前に委縮してしまったようだ。マリアベルもそのひとりで声にならないほど感動していた。ただひとりバレンシアだけは入り口に突っ立ったまま、ドレスには目もくれないようだった。

「それでは明日は授業がお休みです。十一時から十五時までの間、自由に町に出ることを許可します」

　レグラン夫人にそう言われ、みんなの顔が晴れやかになった。

「ただし、侍女は必ず連れていくこと」

　レグラン夫人がそう付け加え、全員が頷いた。

　マリアベルも久しぶりに町へと出ることにした。

（オペラを見に行きたいけれど、時間的に無理だし……どこに行こうかしら）

　夕食を終えてから、マリアベルは侍女二人に話しかけた。

「明日町に行くつもりだけど、どこかおすすめのところはあるかしら？」

「新しくできたカフェがありますが、いかがでしょうか」

「どこにあるの？」

　マリアベルは侍女たちと話しながら、行く先を決めていた。

「それならこちらの書店に寄るのはいかがです？」

「その書店は何か特別なの？」

「オペラの題材となった本を多く取り扱っております。読書がお好きでしたら、こちらで題材を買って読んでみるのはいかがでしょうか」

　侍女の言葉にマリアベルは驚いたが、オペラの題材という言葉に興味が惹かれた。

「そうね。行ってみようかしら。今夜はもう下がっていいわ」

「お休みになられますか？」

「少しだけ勉強をしておきたいの」

「それなら温かいお飲み物をご用意しておきます」

「ありがとう」

　侍女とのやり取りを終わらせると、マリアベルは苦手な歴史に取り組む。毎日少しずつ復習しないと、忘れてしまいそうで怖い。暗記項目が苦手というわけではないが、歴史の勉強となると頭の中にうまく入っていかない。寝る前の時間にマリアベルは毎晩、少しずつ卒業試験の勉強を進めていた。




　翌日、マリアベルは侍女と一緒に街に出掛けた。日傘をさし、大通りを歩きながらまずは書店を目指す。侍女が案内してくれた書店はとても立派なところで、マリアベルはオペラのコーナーを見つけると、一つ一つ手に取って確かめながら三冊を購入した。

　そのあとで侍女が勧める新しいカフェに行き、テラス席で本を眺めながらケーキと紅茶を楽しむ予定だった。

　そこにはバレンシアが先客でいた。彼女は窓際の奥の席に座り、侍女に何かを申し立てているようだ。

「ねえ、ここが新しいカフェで一番人気だと言わなかった？」

「申し上げました」

　侍女二人の肩が震えていて、怯えているようにも見える。

「この程度のスイーツとお茶でどうして一番だと言えるの？」

「申し訳ありません」

「もういいわ。別のところに行くから、お会計を済ませておいて」

　バレンシアは横柄な態度のまま、店を出て行った。

「あの、クレイセア令嬢」

「どうしたの？」

「もしかしたら、令嬢のお口に合わないかもしれないのですが」

　侍女がそう言い、マリアベルは首を横に振った。

「食べていないから口に合うかどうかはわからないでしょう。さあ、座ってちょうだい。何を頼もうかしら？」

　マリアベルはバレンシアのことは気にせずにそう言った。

　侍女とマリアベルはそれぞれ違うケーキと飲み物を選び、マリアベルはとても美味しいと感じた。

「すごく美味しいわ。でも、お茶会でここのスイーツは選べないわね」

「そうですね、ラドクリフ公爵令嬢のお口には合わなかったようですから。厨房に頼んだスイーツだけで大丈夫でしょうか」

「スイーツ以外に軽食も頼んであるのよ。殿下はあまり甘いものが得意ではなさそうなの」

　マリアベルは前回のお茶会でエルベルトが、スイーツに手を出さなかったのを見ていた。それもあり、焼き菓子もナッツの入った塩気のあるものと甘いものとを少量ずつお願いしている。

　カフェで本を少し読んで、その後は雑貨屋を巡って帰ってきた。

　夕食はみんな一緒だと言われたのだが、バレンシアの姿はなかった。

「ラドクリフ公爵令嬢は疲れてしまったようなので、夕食は特別に部屋へ運んでもらうことになりました」

　レグラン夫人が言い、ほかの令嬢たちと一緒にマリアベルは食事を楽しんだ。




　王妃殿下の食事会にマリアベルは衣裳部屋から深紅のドレスを借りた。アクセサリーは自分の物を使い、髪の毛はまとめ上げてもらった。

　王妃殿下の食事会にはエルベルトとその妹の王女殿下が列席していた。それぞれが決められた席に座り、食事会が始まった。

「それでは楽しいひと時を過ごせますように」

　王妃殿下がそう言い、全員で乾杯した。王妃殿下はみんなに話を振りながら、エルベルトと王女殿下を気遣っていた。その姿は慈愛に満ちていて、王妃殿下に対してエルベルトも王女殿下も優しく穏やかに接しているのを見て、マリアベルは憧れの家族愛を見たような気がした。

（こういう家族に憧れるわ）

　マリアベルはそう思ったが、食事会の席はそれぞれがアピールをする場である。バレンシアは人一倍積極的で、その姿にマリアベルもほかの令嬢も出遅れてしまった。

「苦手な食べ物はないかしら？　皆さんの口に合えばいいのだけど」

　王妃殿下はそう言い、その言葉にバレンシアはすかさず答えた。

「王妃殿下、このような場を設けていただき、感謝しております。わたくしは苦手な食べ物もなく、美味しくいただいておりますわ」

　笑みを浮かべ答えるバレンシアの余裕な態度に、周りの令嬢は焦りを隠せない。緊張しているのもあり、食事の味などわからないのだ。

「王妃殿下、素敵な時間を頂き、ありがとうございます。わたくしも苦手なものは特にございません」

　マリアベルはそう言い、ほかの令嬢も順に口を開いた。

「今回の食事は先日、そなたたちの好きな食べ物を聞いた時に答えてもらった食材や料理を用意させてもらっている。デザートはクレイセア侯爵令嬢が好きだと言ったケーキだが、あいにく店に買いに行けなかったので、シェフにお願いしたものになってしまった」

「お気遣いいただき、感謝します」

　マリアベルはそう言い、頭を下げるだけだ。

　王妃殿下とエルベルト、そして王女殿下が令嬢たちに話しかけながら食事会は進んだ。誰かの名前が呼ばれたとき以外、バレンシアが率先して答えていた。

（ラドクリフ公爵令嬢のアピールもあるし、家柄を考えたら王太子殿下も彼女を選ぶと思うんだけど）

　マリアベルはそう思いながら、様子をうかがっていた。エルベルトはバレンシアの名前を呼ぶことなく、ほかの令嬢たちの名前をつけて質問を繰り返していた。

「楽器の演奏が得意だと聞いているが、どのような楽器が得意なのか」

「わたくしはピアノですわ」

「わたくしはヴァイオリンを少々」

　そんな話をしながら、食事会は終わった。

「どの令嬢も大変すばらしいと思うわ。あなた方の誰が王太子妃に選ばれても立派に務めを果たすことでしょう。エルベルト、あなたが選ぶのをみんなが待っているわ。なるべく早く決まるといいわね」

　王妃殿下はそう言い、席を立った。エルベルトと王女殿下も退室し、さっと立ち上がって部屋を出て行ったのはバレンシアだった。

　マリアベルも立ち上がって部屋を出た瞬間、足を止めた。

「王太子殿下、お茶会のようにみんなで会うのではなく、二人きりで会うことはできませんか？」

「それも考えてはいる。ラドクリフ公爵令嬢、悪いがこの後執務が残っているので、ここで失礼」

「引き留めてしまって申し訳ありません。それではまたお会いできる日を楽しみにしております」

　バレンシアの行動にマリアベルはただ驚くばかりだった。

　その日の夕食はバレンシアが部屋から出てこなかった。マリアベルはほかの令嬢たちと軽い食事を済ませる。その席で令嬢のひとりオラル伯爵令嬢がぽつりと不満を漏らした。

「ラドクリフ公爵令嬢に先日、釘を刺されましたの」

「わたくしもですわ」

「わたくしも公爵令嬢から言われましたわ」

　ひとりが零した一言によって次々とバレンシアに対する不満が出てきた。

「それはどういうことですか？」

　マリアベルは気になって思わず尋ねてしまった。この場にはレグラン夫人もいるのに、このような話は不適切だと気づいたのはその直後だった。

「クレイセア侯爵令嬢には何も言わないのですね。王太子妃になれるのはひとりだけ。ラドクリフ公爵令嬢よりも相応しい人はこの中にはいないでしょと遠回しに言われたんです」

　深い息を吐きながらモルトー伯爵令嬢は言葉にした。

「わざわざ王国までやってきたというのに、そんなことを言われても国に帰れるわけがないのに」

　ハロルド伯爵令嬢もそう言い、その場は重い空気に包まれた。

「確かにラドクリフ公爵令嬢は優位に立っていると思いますわ。ですが、家柄ひとつで王太子妃が決まるのであれば、もう決まっているはずです。わたくしたちにお茶会を開かせて何かを見極めようとしているのではないでしょうか」

　マリアベルは自分の中で結論付けた言葉を吐き出した。

「この生活が長引けば、あなた方にも不満や鬱憤がたまるのも仕方のないことでしょうね。特にカーディナル帝国から来ていただいているお二人は故郷も恋しく感じることでしょう。誰かを貶めることなく、自分の力だけで課題をやりきっていただけることを願いますわ」

　レグラン夫人はそう言い、食後のお茶を飲まずに席を立った。

「レグラン夫人のおっしゃることもクレイセア侯爵令嬢の言葉もわかっていることです。ただ、目に余ることがいくつかあるのも事実ですわ。ラドクリフ公爵令嬢はわたくしたちの目を盗んで王太子殿下の気を引こうと贈り物や手紙を送っているようですわ」

「ダメとは言われていないですけど、贈り物はどうかと思いますの」

　マリアベルは頷きながら、提案した。

「それなら今度のお茶会で王太子殿下に質問をしてみてはいかがでしょうか？　そして贈り物を差し上げたいのですが、どんなものなら受け取っていただけるのか尋ねてみるのはいかがですか？　わたくしたちも殿下のことを知りたいと言って質問させていただく時間を設けますわ」

　その言葉にほかの令嬢たちは大きく頷いた。

「とてもいい案だと思いますわ。わたくし、殿下への質問を考えてきます」

　みんなが大きく頷き、マリアベルは丸く収まったことにホッとしていた。

　そしてマリアベルが主催するお茶会の日がやってきた。温室でのお茶会では四角いテーブルを使用した。エルベルトを上座に、三人ずつの女性たちが並んで座る。末席はマリアベルだ。カーディナル帝国のハロルド伯爵令嬢とバレンシアが次席になっている。

「本日のお茶会は温室をお借りしました。そしてみなさまの前にはお花を添えさせていただいております。最初のお茶は花びらを使ったものをご用意しました。香りが豊かで少し甘味と酸味のあるお茶ですわ」

　マリアベルが説明し、それからひとりひとりにお菓子を配る。侍女ではなくマリアベルが自分で取り分けた。

「こちらのケーキはアーモンドやカシューナッツなど、ナッツをふんだんに使ったケーキです。甘味も抑えておりますが、甘いのがお好きでしたらこちらのクリームとご一緒に」

　マリアベルは説明しながらみんなにケーキを配った。

「このケーキは食べやすくていい。それにこのお茶ともよく合う」

　エルベルトがそう言い、マリアベルは笑顔で頷くだけだった。

「王太子殿下、わたくしたちは殿下のことをあまりよく知りません。そこで今回はわたくしたちから殿下に質問させていただいてもよろしいでしょうか」

「ああ、そうだな。そのほうがより親睦を深められそうだ。何を質問してもかまわないが、すべて答えるとは限らない」

　エルベルトの了承を得たマリアベルは、最初に質問をした。

「殿下は騎士学校三年、学術院三年、そして魔法学校も三年在籍されていたと聞いております。どの学校が殿下にとって一番合っていたのでしょうか」

「うむ、難しい質問だな。王族として本当なら四つの学校すべて三年ずつ通う予定だったのだが、神学校には恥ずかしながら受からなかったのだ。どうやら神聖力は基準値に達するほど備わっていないらしく、学ぶに値しないと言われた。楽しかったのは騎士学校だな。みんなと一緒に鍛錬するのは大変だったが、それも楽しいと思えた」

「騎士学校は団結力を学びますし、切磋琢磨も目に見えますから」

　バレンシアがそう言い、エルベルトはその言葉には頷かなかった。

「だが利益を得たのは魔法学校だな。クレイセア令嬢、そなたの兄上であるダイアン殿に厳しい指導をしてもらったおかげで、無理なく魔法が使えるようになったのだ」

　マリアベルはただ頷くだけにした。

「わたくしからも質問させていただいてよろしいでしょうか」

　次はハロルド伯爵令嬢がおそるおそる言葉にした。

「ああ、構わん」

「カーディナル帝国をご訪問されたことはありますか？」

　その質問にエルベルトは頷いた。

「二年前に公式行事……皇太子のご成婚祝いに行ったときだな。とても華やかであの時期は少し暑いと感じたが、一年中あの気候なのか？」

「一年を通して気温はあまり変わりません。王国に来て気温の低い日があって驚いたくらいですわ」

　ハロルド伯爵令嬢が答えると、エルベルトは頷いた。

「こちらで過ごされる期間、二人にはこの国のドレスを用意させよう」

　それぞれが口々に質問し、中にはエルベルトの好きな本は何かということから好きな作家はいるのかと話が進む。その中でバレンシアだけが沈黙を貫いていた。オラル伯爵令嬢が手を挙げて質問をした。

「王太子殿下、わたくしたちから贈り物を差し上げてもよろしいでしょうか」

「悪いが、贈り物や金品は受け取れない。そなたたちから受け取れば賄賂だと言われかねないからな。家門からの品になればなおさらだ」

「そうですか。ではどんな贈り物が一番うれしいのか訊いてもよろしいでしょうか」

「その時によって必要なものを必要な分、もらえるのがうれしいかもしれないな。それだけ私のことを見ていてくれて、わかってくれていると思うから」

　エルベルトの言葉に誰もが頷いていた。

「そろそろお時間になりますので、最後の質問にいたしましょうか。どなたかいらっしゃいますか？」

　マリアベルはそう言い、バレンシアが口を開いた。

「わたくしから質問させていただきますわ。王太子殿下、この六人の中から婚約者を選ぶとありますが、この六人から選ばれない可能性もあるのでしょうか。また今の段階でどの程度決まっているのかお聞かせ願えますか？」

　核心に迫った質問をしたバレンシアに対し、エルベルトは笑みを作ったように見えた。

「そなたたちには非常に関心のある質問であろう。六人以外から選ぶと言うことはまずないだろう。どの程度決まっているか、それに関してはまだ何も決まっていないと言ってもいいだろう。今回の茶会でも新たな一面を発見できたし、王太子妃としての器があるのかどうか見極めるのも簡単なことではない。今のところ誰かひとりが突出しているということもない。そなたたちはそれぞれの得意分野があり、それが多岐に渡っているのもあって悩んでいるところだ」

　エルベルトの言葉に誰もが口を閉ざした。

「それではお時間ですので、本日のお茶会はこれで終わりましょう。皆様には少しずつですが、お土産を配らせていただきますわ」

　マリアベルは用意していたお菓子の包みをそれぞれに渡した。

「王太子殿下、本日もお忙しい中、ありがとうございました。お気をつけてお帰りくださいませ」

　マリアベルはエルベルトにお菓子を手渡しした。その時に彼と手が触れ、マリアベルは慌てて手を引っ込めようとしたが、逆に手を握られてしまった。

「クレイセア侯爵令嬢、本日は気遣いのある茶会でとても楽しかった。招いていただき、感謝している」

　そう言ってエルベルトは口角をあげた口元を手に寄せ、口づけをした。

「こちらこそ、至らない点ばかりでしたのにありがとうございます」

　マリアベルはドキドキしながら、その場を後にするエルベルトを見送った。

　マリアベルの手にエルベルトがキスをしたのを見たバレンシアは、すごい形相でマリアベルを睨みつけてきた。

（王太子妃になんてなるつもりないのに。それになぜ私の時だけキスをしたのかしら？　ラドクリフ令嬢の時はそんな挨拶はなかったのに）

　マリアベルはもやもやしたが、それから四人の伯爵令嬢がお茶会を開き、その帰り際にエルベルトは誰の手にもキスをしなかった。

　それもあってマリアベルはすべての令嬢から疎まれるようになってしまった。




　エルベルトは王妃に招待され、王妃の昼食会にも出席せざるを得なかった。

（まだ今日中に目を通さねばならない陳述書があるというのに……）

　エルベルトはそう思いつつも、王妃には逆らえなかった。昼食会ではいつもに増してバレンシアが積極的だった。それもあってほかの令嬢たちが委縮していることに気づいたエルベルトは、バレンシア以外の令嬢を気遣って声を掛けた。

　そのせいなのかバレンシアが帰り際に声を掛けてきた。

（二人きりで会えるように、か。ひとりずつゆっくり話をする時間があるべきだと思ってはいたが……）

　執務があると言って逃げたエルベルトだが、すぐに王妃と王女の待つ部屋に向かった。

「王妃殿下、お呼びでしょうか」

　エルベルトは部屋に入り、挨拶をする。

「ええ、呼んだわ。エルベルト、あなたが誰を選ぶのか自由だけども」

「何か気に入らないことでもありましたか？」

　エルベルトは王妃の顔をじっと見つめた。

「お兄様、わたくし……ラドクリフ公爵令嬢はお兄様に相応しい方ではないと思います」

　妹である王女にそう言われたエルベルトは苦笑を浮かべる。

「興味深い意見だな。なぜ、そう思ったのか聞かせてもらえないか」

「そうね。あなたの意見を聞いてみたいわ」

　王妃もそう言い、王女はふふっと笑って言葉にした。

「王族の昼食会に王族よりも高価なドレスとアクセサリーを身にまとっていましたわ。それにあんなに自己主張が強い方は、お兄様も苦手だと思いますの」

「それなら、俺に似合いそうな令嬢はあの中にいると思うか？」

「ええ、クレイセア侯爵令嬢か……もしくはカーディナル帝国の伯爵令嬢で銀髪の方はどうかしら？」

「あら、あなたはいいことを言うわね。銀髪の方はたしかハロルド伯爵令嬢ね。わたくしもそう思っていたのよ。ハロルド宰相には王国も助けられているし」

「二人の意見はよくわかった。でもまだ選ぶ段階ではないからな」

「そうね。でもみんな卒業前で忙しいと思うわ。早く決めてあげる方がこの先を考えたら、いいと思うの」

　王妃の言葉にエルベルトは頷くだけだった。

　エルベルトも早く決めたいとは思っているが、様々なことを考慮すると自分の気持ちを優先していいのかわからなくなる。エルベルトはバレンシアが苦手だと感じていた。家柄を考えると早々に彼女を候補から外すわけにはいかないからこそ迷いが生じる。王族と貴族の微妙な関係性がエルベルトを悩ませていた。

　そんなときに開かれたマリアベルのお茶会は楽しかったと言える。エルベルトのことを気遣ったのか、甘みを抑えたスイーツを用意してくれてお茶も数種類用意されていた。手土産に渡された焼き菓子はどれもナッツの香ばしい香りがして、食欲をそそる。

　いつもは何を話せばいいのかと悩まされる立場のエルベルトだが、マリアベルは令嬢たちからの質問に答えてほしいと言ってくれた。そこから話題をうまく広げてくれたのもマリアベルで、その気遣いに感謝を込めて手にキスをしたのだが、それは失敗だったと気づいた。

（軽率だったな……）

　そう思ったのは毎晩令嬢たちの夕食後に、レグラン夫人からの報告を受けた時のことだった。

「ラドクリフ公爵令嬢はクレイセア侯爵令嬢を目の敵にしているようで」

「何かあったのか？」

「侍女にクレイセア侯爵令嬢への嫌がらせを申し付けたようですが、実行はしておりません」

　その言葉を聞き、エルベルトは頭を悩ませた。しかし、ほかの令嬢たちのお茶会は誰もがマリアベルのお茶会と似ていた。

　そこでエルベルトはひとりずつと時間を取ることにして、週に一度は令嬢たち全員とお茶会をすることにした。

　レグラン夫人が予定をうまく調整してくれるらしく、エルベルトは彼女に任せることにした。








第三章　熾烈な戦い









　王宮の離れで暮らし始めて一ヶ月程が経った。エルベルトの婚約者選びは進んでいるのかどうかはわからない。

「今週から王太子殿下と令嬢が二人で会う時間を作ることになりました。王太子殿下のお時間に合わせて面会という形を取っていただけるようです」

　レグラン夫人からそう説明を受けたマリアベルは、人知れず小さなため息を漏らした。

（王太子殿下が何を基準に婚約者を選ぶのか、教えていただけたらありがたいのだけど）

　マリアベルはそう思っていた。

　その日の授業は王国内と他国の重鎮と呼ばれる貴族の名前と後継者である。この分野はバレンシアが得意そうにしており、マリアベルはあまり得意ではなかった。興味がなかったのもあり、王国内の勢力図についてはまったく知らなかったと言ってもいい。

「皆様はもうすぐデビュタントを迎えます。その時に王太子殿下の婚約者としてデビュタントパーティを迎える方がこの中にいるということで……」

　レグラン夫人はそう言い、王国内の勢力図というものを頭に入れておくべきだと言われた。

「もちろん婚約者としてだけではなく、今後も貴族内の派閥という点においては様々な場所で必要不可欠な知識となります」

　それもそうだと思ったマリアベルだが、複雑に絡み合う貴族間の関係性は難しいと感じた。

　バレンシアがエルベルトと二人きりで過ごしたのはたったの二時間だったという。その後に時間を作ってもらったのはオラル伯爵令嬢で、同じく二時間程度を一緒に過ごしたらしい。

「王太子殿下と温室でお話をさせていただいたの」

　オラル伯爵令嬢は夕食時にそう切り出した。

「どんな話をしたのか、教えてくださるのかしら？」

　バレンシアがそう言い、質問された令嬢は首を横に振った。

「内容は教えませんわ。ラドクリフ公爵令嬢はどこでお会いしたのか、それさえも教えてくださらないでしょう？」

「そうね。二人で会う時の内容はお互いに秘密にした方がいいと思って」

　バレンシアがそう言い、オラル伯爵令嬢も頷いた。ただエルベルトは優しく接してくれたと、オラル伯爵令嬢は言葉を続けた。

「私の時もとても優しくて紳士的でしたわ」

　負けじとバレンシアもそう言い、マリアベルは食事に集中しているふりをしていた。

　銀髪のハロルド伯爵令嬢が主催するお茶会が開かれ、彼女は得意なピアノを披露していた。ヴァイオリンを習っているというモルトー伯爵令嬢と一緒に、少し前に流行ったオペラの曲を弾いてくれた。

（このオペラも素晴らしかったわ。皇子様が身を挺してお姫様を守り、そして魔女を倒す話だった……この曲はラストの二人が力を合わせる時の曲ね）

　マリアベルはひとりオペラを頭に思い浮かべながら、聞いていた。ヒロインの女優はとても素晴らしいソプラノで歌い上げ、追随するようにヒーローのテノールが響いてくる曲だった。陶酔しているマリアベルだったが、ほかの令嬢たちは違った。

　自分たちの特技をどうやって披露するのか悩んでいるように見えた。

「ピアノもヴァイオリンも素晴らしい腕前だ。ほかに誰か曲を演奏したい人はいないか？」

　エルベルトの問いかけに誰も手を挙げることはなかった。

「このような素晴らしい演奏の後では、披露しにくいですわ。わたくしはほかの曲も聴きたいと思います」

　バレンシアが満面の笑みを浮かべて、エルベルトに提案した。

「それもそうだな。曲のリクエストは可能か？」

「知っている曲であれば、即興で合わせられると思います」

　エルベルトの問いに二人が答え、彼は有名なクラシック音楽の曲名を口にした。

「その曲でしたら、わたくしはできますが……」

「わたくしも大丈夫ですわ」

　二人は息を合わせ、また素晴らしい曲が始まった。その日のお茶会は二人の演奏で終わった。

　それから数日後、この日はマリアベルがエルベルトと二人で過ごす日だった。エルベルトとは中庭のバラ園で待ち合わせている。

　部屋を出て階段を下りようとした時だった。

「クレイセア令嬢、少しいいかしら？」

　バレンシアに呼び止められ、マリアベルは振り返った。

「ご用件をうかがいますわ、ラドクリフ公爵令嬢」

「率直に伺いますわ。うわさを聞きましたの……クレイセア令嬢は愛し合う結婚を望んでいると」

「ええ、愛のない結婚はしたくないと思っています」

「王太子殿下にもお伝えするのかしら？」

「必要とあればそのつもりですが」

　マリアベルは早くこの会話を切り上げたいと思っていた。エルベルトを待たせるわけにはいかないのだが、バレンシアは悩んだような顔をしていた。

「もし婚約者として選ばれたら、どうされるのかしら？　愛のある結婚ではなくても王太子殿下が相手なら別だとお考えでしょうか」

「その質問にはお答えしかねますわ。王命に背けないということは、ラドクリフ公爵令嬢もご存じでしょうから」

「そうね。やはりあなたも王命には逆らえないってことね」

「すみません。急いでいますので、ここで失礼します」

　マリアベルは急ぎ足で階段を下り、ドレスを持ち上げて走った。バラ園の前にはエルベルトが立っていて、マリアベルは慌てて足を止めようとしてぬかるみに足を滑らせてしまった。

「きゃあっ……」

　転ぶと思ったマリアベルを力強い腕が支えてくれた。

「大丈夫か」

「す、すみません。王太子殿下……」

「いや、ケガがないのならそれでいい」

「お待たせして申し訳……」

　顔をあげたマリアベルの額に彼の唇が当たった。

「か、重ね重ね申し訳ありません。殿下、唇は切れていませんか？」

「ああ、平気だ。クレイセア令嬢こそ、痛いところはないか？」

「はい……」

　マリアベルはエルベルトから離れた。額が熱を帯び、その熱は全身を駆け巡るようにして熱くなっていった。

「では、バラ園を案内しようか」

「は、はいっ。遅くなって申し訳ありません」

「何かあったのか？」

「出るときに声を掛けられてしまい、その対応をしていたら少し遅くなってしまったのです」

「何か問題があったのか」

「いえ、たいしたことではありませんわ」

　マリアベルはそう言い、エルベルトと一緒にバラ園に入った。

「素敵なバラですね。とても大きくて色も種類もこんなにたくさんあって」

「このバラ園は王妃が好きで、庭師と一緒に手入れをしている」

「王妃殿下がご自身で手入れされているのですか？」

「ああ、時間があるときだけだが、できるときは手入れに来ている。それにこの一帯に咲いているバラは、どれも王国の品種ではなく、他国から苗や種を譲ってもらって育てているらしい」

「見たことのないバラがたくさんあるのは、そういう理由だったのですね」

　マリアベルはエルベルトとバラ園を見てまわりながら、話をしていた。

「クレイセア令嬢はオペラが好きだと聞いたが」

「はい。幼い頃、誕生日に観劇に行って以来、父がご褒美に連れて行ってくださって」

「好きな演目はあるか？」

「どれも素晴らしいのですが……」

　マリアベルはオペラの話になると饒舌になった。その姿をエルベルトは笑みを浮かべて見ていて、マリアベルはハッと我に返った。

「申し訳ありません……王太子殿下にはつまらないお話ですね」

「いや、そなたの表情がころころと変わって大変興味深い。ほかにはどんなことが好きなのか教えてもらえるか」

「王太子殿下の好きなことをおひとつお聞かせ願えますか？」

「ああ、そうだな……趣味と呼べるものではないのだが、本が好きだ。幼い頃から好きな作家がいて……」

「先日のお茶会でおっしゃっていましたね。ミステリーのお話ですか？」

「ああ、そうだ。シリーズものになっていて」

「わたくしもその本は好きで読んでいます。先日、新刊が発売されたそうで昨日父から送られてきました」

「それは買ってきてもらったが、まだ読んでいない」

「殿下はお忙しい身ですから、なかなか読めないのでは？」

「ついつい寝る前に読んでいて、明け方になってしまうこともよくあるんだ」

　二人は読書の話で盛り上がってしまい、あっという間に時間が過ぎてしまった。

（男性と話してこんなに楽しいと思ったのははじめてかも？　王太子殿下は博識でお話上手なのね）

　マリアベルはそう思っただけ……だとこの時は思っていた。

　それから数日後、午後の授業ではダンスレッスンが入った。ダンスは全員、幼い時から叩き込まれているのもあり、このレッスンはエルベルトと実際に踊ってみることになっていた。

「遅くなってすまない。それでは始めようか」

　エルベルトが十五分ほど遅れてやってきて、全員と一曲ずつ踊ることになった。

「ではラドクリフ令嬢、一曲踊っていただけますか？」

「はい」

　二人が手を取り合った直後にワルツが流れる。

（あら？　ラドクリフ公爵令嬢がワルツを踊れていない？）

　マリアベルだけでなく、ほかの令嬢たちも気付いたようだ。練習の時は誰よりも上手に踊っていたはずなのに、エルベルトと踊るバレンシアはぎこちなく足も動いていない。

　曲が終わると、エルベルトは水分補給した直後にマリアベルの前に来た。

「クレイセア令嬢、一曲踊っていただけますか？」

「はい、よろこんで」

　マリアベルが手を差し出し、ワルツのステップを踏む。

「王太子殿下、二曲連続で大丈夫ですか？」

「六名全員、連続で踊るつもりだし、その程度の体力は持ち合わせている」

「失礼しました」

「クレイセア令嬢、そなたとのワルツは踊りやすく、楽しい。もっとこちらを見ていただけたらありがたいのだが？」

　マリアベルは顔をあげ、ドキッとした。こんなに近くでエルベルトの顔を見たのは、前回のバラ園で会ったときだけだ。あの時は彼の唇が自分の額に当たったことを思いだし、マリアベルの頬が紅潮した。

（今、そんなことを思い出している場合じゃないのに）

　ドキドキしているのにエルベルトの顔から目が離せない。曲が終わると名残惜しい気持ちになって、もっと手を繋いでいたいと思った。

　またすぐに曲が始まり、エルベルトは別の令嬢とワルツを踊っている。マリアベルの隣に立つバレンシアが拳を握っているのが見えた。

（上手に踊れなかったのが悔しいのかしら？　それにしてもどうしてラドクリフ公爵令嬢は、いつものように踊れなかったのかがわからないわ）

　マリアベルはエルベルトのリードが心地よく、踊りやすいと思った。

　六人連続でワルツを踊ったエルベルトは息が上がることもなく、言葉にした。

「レグラン夫人から聞いていたとおり、どの令嬢もダンスが上手だと感じた。ラドクリフ令嬢、そなた以外はと言うべきだろうな。そなたのダンスはひとりでなら上手に踊れるのだろうな。私のパートナーとしては踊りにくかった。今回からそなたたちに順位をつけろと言われているので、後でレグラン夫人に報告をしておく」

　それだけを言い、エルベルトは足早に部屋を出て行った。

　バレンシアはマリアベルを含むほかの令嬢たちをきつく睨みつけると、彼女もまた部屋を出て行った。

「本日の授業はここまでとします。個別の補習授業は今回、ありません。明日は試験を行いますので、皆さん復習をしてきてください。こちらの試験の結果は各学校に成績を送らせていただき、卒業試験の加算となりますので、しっかりと勉強してきてください」

　レグラン夫人はそう言い、出て行ったバレンシアのことを目で追うようなこともなかった。

　その日の夕食にバレンシアの姿はなかった。

「公爵令嬢だから優遇されていると思わない方がいいわね」

　ひとりがそう言い始め、別の令嬢がまた口を開いた。

「そのようね。これからは成績が出るということは、その成績で王太子殿下が選ぶのかもしれないわ」

「今回のダンスは、クレイセア侯爵令嬢が一番よかったのかもしれないわ」

「そうね。次は明日の試験……わたくし、勉強させていただきたいので先に失礼しますわ」

　その一言を皮切りに、マリアベル以外の令嬢たちは席を立った。

　マリアベルはレグラン夫人と二人、残ってしまった。

「レグラン夫人、ラドクリフ公爵令嬢は普段、とても上手にダンスをされていたと思うのですが」

「今回のダンスは確かに彼女らしくない結果ですが……彼女は自分に合わせてもらうダンスしかしてこなかったのでしょう。クレイセア令嬢も彼女と踊ったことがあるでしょう？　リードは男性側、それなのにあなたが男性役の時にラドクリフ令嬢に合わせていませんでしたか？」

　その言葉にマリアベルはハッとした。その指摘は的確で、マリアベルにも思い当たる節がある。

「臨機応変に対応できる能力は王太子妃として、必要不可欠だと思います」

　レグラン夫人はそう言い、マリアベルも頷いた後で席を立った。

「明日の試験、期待していますわ」

「ご期待に添えるように頑張ります」

　マリアベルはそう言い、自分の部屋に戻ると侍女にお茶を準備してもらった。

「入浴の準備もできていますわ」

「お茶を飲んだら、入るつもりよ」

　そのあとは勉強するから、侍女たちは退室していいと伝えたが、侍女たちはマリアベルの入浴を手伝った後にもう一度温かいお茶を用意してくれた。そしてベッドを整えた後で部屋を出ていく。

　ひとりになったマリアベルは一時間ほど勉強をしてからベッドに入った。




　エルベルトは四大侯爵の嫡男、つまりダイアンたちと執務室で顔を合わせていた。これは定例会と呼ばれるもので四大侯爵の小侯爵が揃い、お互いの見聞を広げるために行われる勉強会のようなものだ。

「さて、まずは何から議題にするか」

　エルベルトがそう声を掛けると、ドゥルーク小侯爵が口を開いた。

「そうですね。最初は王太子殿下の婚約者、という話題にしましょうか」

「その話は避けられないのだろう？　それなら先に済ませてしまおう。それでどんな話題なのか教えてくれ」

　エルベルトは肩を落としながら、言葉にした。

「世論では王太子殿下の婚約者として最有力なのは……クレイセア小侯爵の前で言いにくいが、クレイセア侯爵令嬢という意見が多い」

　ドゥルーク小侯爵は淡々と言葉にした。

「へえ、ラドクリフ令嬢じゃないのか」

　エルベルトが言葉にすると、ドゥルーク小侯爵は顔を顰めた。

「まあ、大きな声では言えないが、彼女の評判はあまりよくないからだろう」

「評判があまりよくない？」

　エルベルトが聞き返すと、ドゥルーク小侯爵は頷いた。

「騎士学校内だけかもしれないが、彼女の傍若無人な態度に王太子妃の器ではないと考える者が多い。その点、少々変わった思想を持ってはいるが常識的であり、成績も申し分なく優秀なクレイセア令嬢が有力だと言われている」

「それとは別に、殿下はこの娘がいいという人はいないのか？　六人もいるだろう？　そうだな……タイプとか、下世話な話になるけど、将来的に必要なことだからあえて言うけど、この娘とは夜伽ができないなとか、夜伽ができるとか考えたかな」

　口を挟んできたのは下世話なネタが好きなカルージャ小侯爵である。

「そういう目で見たことはないが……」

　エルベルトはそう言ったが、一人の顔が思い浮かんだ。その彼女とはバレンシアで、彼女との夜伽は考えられなかった。

（ふいに触れてしまったのはクレイセア令嬢……彼女とは、いや、考えない方がいい）

　マリアベルとの夜伽を想像しそうになったエルベルトは、すぐにその考えを隅に追いやったはずだった。だが、彼女の手にキスをしたときは衝動的だった。彼女の額に唇が当たったのは偶然だったが、耳まで赤くなった彼女に胸が高鳴った。

（あの白い首筋に舌を這わせたら……いや、唇にキスをしたら……いやいや、考えてはいけない）

　自分を戒めるかのように真顔を作ったエルベルトだが、じっとこちらを見ているダイアンには見透かされていそうな気がした。

「そういう面も含めて考慮すべきだってことだ。後継者を作らなければならないのに、結婚相手に勃たなかったら、子供はできないんだからな。今夜から一人一人と妄想で……さ。ちょっと考えてみたらいいんじゃないですか？」

　カルージャ小侯爵の言葉はもっともだったが、頷けることではなかった。

「どっちにしろ、そろそろ候補を絞っていかないと、時間が限られているからな」

　ドゥルーク小侯爵に言われ、エルベルトは頷いた。

「王太子殿下の婚約者選びは本人次第という感じだな。では次の議題だ。クレイセア小侯爵、おめでとうと言っていいのかい？」

　バラモント小侯爵がそう言い、ダイアンは頷いた。

「ああ、次の春には魔塔主となることが決定した。そしてバラモント小侯爵も神官から大神官補佐に決まったらしいな」

「おかげさまで。新魔塔主殿には今後も贔屓にしてもらわねば」

「ダイアン、おめでとう」

　エルベルトはそう言い、ダイアンは頷くだけだった。

「ドゥルーク小侯爵は騎士団長だし、我々の世代が活躍し始めるんだな」

　カルージャ小侯爵がそう言い、ダイアンは笑いながら言葉にした。

「そう言っているカルージャ小侯爵だって、王宮執務官に昇格じゃないか」

「まだまだだよ。俺が目指しているのは法務官だから」

　それぞれの言葉を聞きながら、エルベルトは彼らに支えられて今後王国の責任を担う立場に当たるのだ。

「最近、国境付近で諍いが増えていると聞いている。この点はドゥルーク小侯爵に任せるが、クレイセア小侯爵は今一度、結界を見直してもらえないだろうか」

　エルベルトの言葉に二人は頷いた。

「話を蒸し返して悪いが、王太子殿下……婚約者選びは家柄よりも人柄で選んでいいと思うぞ」

　カルージャ小侯爵に言われたエルベルトは、少しだけ肩の荷が下りたような気がした。誰かに自分の気持ちで決めていいと言われたかったのかもしれない。

「そうは言っても、後の王妃としての器が無ければ困ると言うのだろう？」

　エルベルトの言葉に四人は黙った。

「王太子殿下、やはり世間的に見て都合のいい女性を相手に考えているのですか？」

　ダイアンの言葉にエルベルトは首を横に振った。

「ずっとそれでいいと思っていたんだ。結婚なんて後継者を作るための義務であり、近隣諸国や国民に対して箔をつけるためのもの。そう思って過ごしてきたんだが……そう考えると、ラドクリフ令嬢が最適となるが、どうにも苦手で」

「殿下が苦手なら、その彼女を選ぶ必要性はないでしょう。我々も殿下には幸せになってほしいと思っていますから」

　ダイアンがそう言い、エルベルトは小さく頷くだけだった。

「お前たちが支えてくれると思うと、非常に心強い」

　そんな話をしていた時だった。

　王宮の離れにいる執務官が、部屋に入ってきた。

「殿下に至急、お伝えしなければならないことができました」

「気にせずに、話してくれて構わない」

「はっ、実は……婚約者候補者たちの間でトラブルが起きたようで」

「レグラン夫人がそう言ったのか？」

「はい。殿下に指示を仰ぎたいので、なるべく早く来てほしいとのことです」

　執務官に言われたエルベルトはすぐに腰をあげた。

「ほかの議題を進めていてくれ。戻ってきたときに、まとめて報告を受ける」

　エルベルトはそう言い残し、執務官と一緒に離れに向かった。

　離れの応接間を使って、レグラン夫人の授業が行われている。エルベルトはドアの隙間から様子をうかがった。

「あんまりですわっ。このように成績を晒すだなんて」

　声を荒げているのはどうやらバレンシアのようだ。エルベルトは時間がもったいないと思い、ドアを開けて入った。

「何があったんだ？」

「王太子殿下、聞いてください」

　うるっと涙目になったバレンシアは、エルベルトに近付いてきた。

「状況が知りたい。こんなにも大声で憤っているなんて、未来の王太子妃としての自覚が足りないのではないのか。レグラン夫人、説明しろ」

　エルベルトはそう言い、近くの椅子を引き寄せた。

「一ヶ月ごとに試験を行い、その成績をつけると申し上げておりました。そこで先日、試験を行い、その結果を本日出したのですが……」

「その結果を見せてくれ」

　エルベルトはそう言い、レグラン夫人から結果を受け取った。

「上位三人は当然という結果だな。ラドクリフ公爵令嬢、そなたは成績優秀だと聞いていたのだが、何かあったのか？」

「それは……」

　バレンシアが口ごもり、レグラン夫人は言葉を続けた。

「ラドクリフ公爵令嬢は環境に不慣れのため、欠席も多かったのです。ただ、ここでの出席や試験の結果はすべて各学校に送り、卒業試験の加算および出席日数の加算にしてもらうと伝えてあります。そのためクレイセア侯爵令嬢をはじめ、王国の令嬢たちは非常に熱心に勉強されておりました。またカーディナル帝国の令嬢二人も王国に不慣れな点を踏まえますと、今回の試験ではとても良い成績を収めていると考えております」

「ふむ、つまりラドクリフ公爵令嬢は自身が勉強をしなかっただけ、ということになるが」

　エルベルトがそう言うと、バレンシアは大袈裟に泣き崩れた。

「王太子殿下、わたくし……みんなに虐げられているのですわ。誰も今回の試験範囲を教えてくださらなかったのです……試験があることも教えてもらえず」

　バレンシアの言い訳が続き、エルベルトは肩を落とした。

「当然のことではないのか。この場にいる者は友人ではない。それぞれ考えはあるだろうが、助け合う必要性はない。そもそも欠席が多く、試験範囲も自分でレグラン夫人に訊きに行くべきところを怠った。それは自業自得ではないだろうか」

「ですが、王太子殿下……クレイセア侯爵令嬢は王太子妃に興味がないと言ったのに、成績が一番です。彼女はみんなにウソをついていますわ」

「クレイセア侯爵令嬢、何か意見はあるか？」

　エルベルトがそう尋ねると、マリアベルは立ち上がった。

「王太子殿下の前で失礼を承知で申し上げます。王太子妃という器はわたくしよりも向いている方がいらっしゃると思っておりますが、わたくしも卒業試験に加算されると聞いた試験に手を抜くようなことはいたしません。わたくし自身の卒業のためと、今後生かされる勉強ばかりでしたので、自分を高めるために努力をした結果でございます」

「ふむ、確かにクレイセア侯爵令嬢の言葉は正しいと思う。ラドクリフ公爵令嬢、身体の弱い方が王太子妃として相応しいとは思えない。健康な跡継ぎを生むためにも健康な母体が必要であろう。この件に関してはラドクリフ公爵と話をしておくつもりだ」

　エルベルトはそれ以上の意見を聞かずに、その部屋を出てきた。

（無駄な時間を使ってしまったな）

　エルベルトはそう思うだけだった。そしてエルベルトは毅然とした態度のマリアベルの姿が印象に残っていた。

　その日の夜、エルベルトは眠っていた。おそらく昼間に話したカルージャ小侯爵の言葉が頭に残っていたのだろう。エルベルトの夢に六人の候補者たちが次々と現れ、淫らな格好で誘惑をしてくる。中でもバレンシアの誘惑は積極的で嫌悪感を募らせ、ネグリジェ姿なのに一歩引いているマリアベルの手を取り、エルベルトは自分のベッドへと誘っていた。彼女の白い首筋にキスをして、柔らかい胸に手を当てたところで目が覚めた。

「ああ、もう。なんていう夢を見ているんだ」

　そう呟いたエルベルトだが、彼の下半身はしっかりと熱を持ち、久しぶりに自分で慰める羽目になった。




　その日は授業にならなかったマリアベルたちは、レグラン夫人から言われてバレンシアだけを残して部屋を出てきた。

「クレイセア侯爵令嬢、少しよろしいですか？」

「はい、なんでしょうか？」

「この部分を教えていただきたいのですが、教えていただけますか？」

　ローダン伯爵令嬢がそう言い、マリアベルは頷いた。

「わたくしでよければ……ただ、わたくしは教えたことがありませんので、上手に教えられるかわかりませんが、よろしいですか？」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

「どこで勉強しましょうか。よろしければわたくしの部屋にいらっしゃいますか？」

　マリアベルはそう言い、令嬢は頷いた。その話を聞いていたほかの令嬢たちも一緒に勉強がしたいと言い出し、さすがにマリアベルの部屋では狭いと考えた。

「食堂に行きましょうか」

　全員で食堂に行き、それぞれの得意分野を生かして勉強をした。

「先ほどラドクリフ公爵令嬢がおっしゃっていた王太子妃に興味がないというのは、本当ですか？」

　モルトー伯爵令嬢がそう言い、マリアベルは小さく頷いた。

「興味がないと言うと語弊がありますが、わたくしは王太子妃の器ではありません。それに……わたくし、王国の方ならご存じの方も多いでしょうけど、恋愛結婚に憧れています」

「恋愛結婚……ですか」

　ハロルド伯爵令嬢が面食らったように聞き返し、マリアベルは頷いた。

「愛情があふれる家庭を持ちたいと思っていまして、私の家族がそうだったのもあり、温かい家庭にしたいと思っています」

「カーディナル帝国でもそういう思想になりつつありますわ。ただ王国のように男女が平等に扱われるわけではありません。教育機関も男性にはアカデミーがあるのに対し、女性には学校はおろか仕事もありませんから」

　ハロルド伯爵令嬢の言葉にマリアベルは頷いた。

「王国も恋愛結婚に対して明るいわけではありません。政略的な結婚が常識でしょうし、どんなに恋愛結婚を望んでいても抗えない求婚はあるわけですから」

　マリアベルの言葉に全員が俯いてしまった。みんなで勉強会をしたのはその一回だけだった。

　バレンシアの機嫌は日に日に悪くなり、侍女に強く当たっている姿を目にすることも増えた。それだけではなく、あたかもマリアベルがやったかのように見せかけた嫌がらせをほかの令嬢たちにするようにもなった。

「わたくしのノートを知りませんか？」

　モルトー伯爵令嬢がそう言い、なぜかマリアベルの部屋から見つかってノートが重要な部分だけすべて切られていた。

　ほかにも靴の踵を折られていて、エルベルトを招待したお茶会でマリアベルが転ぶという失態を晒すこともあった。

「誰が誰に嫌がらせをしているのか、特定はする。主導したものはこの場から去ってもらうことになる」

　エルベルトは見かねてそう言葉にした。どうやらエルベルトの耳に嫌がらせの数々が入ったようだ。

「モルトー令嬢、君は少し残ってほしい」

　エルベルトがそう言い、モルトー伯爵令嬢は残された。

「クレイセア令嬢、ケガをしていないか確認して治療が必要ならしっかりと受けるように。今日は茶会にはならないようだ」

　エルベルトがそう言い、マリアベルは侍女に支えられて部屋に戻ってきた。

「クレイセア令嬢、足が腫れていますわ。すぐに神官を呼んでまいります」

「ありがとう」

「痛みはどうですか？」

「今は痛くないけど……あんなふうに転んでしまったのが恥ずかしくて」

「クレイセア令嬢のせいではありませんわ。侍女のわたくしたちが靴の確認をちゃんとしなかったせいです。どうか処分を」

「何も言うことはないわ。だってあなたたちはいつも一生懸命やってくれているから。靴の踵に細工したのはいったい誰なのかしら？」

「本日の靴は衣裳部屋にあったものですから、侍女なら誰でも入れます。それに靴を選びに行ったのはクレイセア令嬢だけではなかったはずです」

「そうね」

　神官に治療をしてもらったマリアベルは、そのまま休むことにした。




　一方、エルベルトはモルトー伯爵令嬢とふたりきりになった。

「あの、王太子殿下……わたくしは何も」

「ああ、そなたがクレイセア令嬢の靴に細工をしたとは思っていない。少し前にモルトー令嬢のノートが隠され、クレイセア令嬢の部屋で見つかったと聞いたが間違いないか？」

「その通りですが、クレイセア侯爵令嬢はわたくしのノートを隠すようなお方ではありません」

　モルトー伯爵令嬢の声はわずかに震えていたが、ウソをついているようではなかった。

「なぜ、そう思うのか聞かせてもらおうか」

　エルベルトの冷ややかな声音に、モルトー伯爵令嬢は一段と震えあがった。

「もし嫌がらせをするような方でしたら、わからないところを教えてほしいと言って教えてくれるようなことはないと思います。それにあのノートはクレイセア侯爵令嬢と勉強したときに要点をまとめたもので……その、アドバイスをくれた方がノートを奪う理由なんてないと思ったからです」

「そうか。たしかにそうだな。人に教えられるということはそのノートを奪う必要はない。もうひとつ、質問だ。モルトー令嬢、そなたは誰がその嫌がらせをしたのか、わかっているんじゃないのか？」

　その言葉にモルトー伯爵令嬢は泣き崩れた。

「本当に申し訳ありません。こんな……大事になるとは思わなかったのです。それにクレイセア侯爵令嬢に迷惑をかけるつもりはなかったのです」

「どういうことだ？」

「わたくしのノートがなくなったと言ったら、テストで思うような点が取れなくてもその言い訳になると思ったのです」

「それでクレイセア令嬢の部屋に隠したのか？」

「それは違います。わたくしのノートは授業で使っている部屋の棚に隠したんです。それがいつの間にかクレイセア侯爵令嬢の部屋に……」

「そういうことか。今後はそのようなことをしないように」

「申し訳ありませんでした。わたくしは……家に帰らされますか？」

「いや、そこまではしない。ただ今後のそなたの行動次第でこのことを皆に伝えることになるかもしれない」

　モルトー伯爵令嬢は肩を落として頷いたが、それも仕方のないことだとあきらめたのだろう。静かに部屋に戻っていく様子を見たエルベルトは、レグラン夫人に声を掛けた。

「レグラン夫人、嫌がらせをしている者が誰なのか察しがついているのだろう？」

「ええ、証拠がないので何も言えませんが」

「それなら言い逃れのできない状況を作るか」

「殿下のお好きなように」

　レグラン夫人はそう言葉にした。

「もう少し様子を見ることにする」

　エルベルトはそう言うしかなかった。








第四章　悪意と策略の中









　王宮の離れに来て三ヶ月目になった。その日、マリアベルはエルベルトと一緒に中庭を散策していた。

「足の調子はどうだ？」

「ご心配をおかけしました。王太子殿下がすぐにバラモント小侯爵を呼んでくださり、神聖力で治していただきましたので大事には至っておりません」

「そうか。それでも足が気がかりだ。そのベンチに腰を下ろして話をしよう」

　エルベルトが気遣ってくれて、マリアベルは少しだけ驚いた。

「ありがとうございます」

「どの令嬢にも聞いていることなのだが、クレイセア令嬢にも尋ねたい」

「はい、どのようなことでしょうか」

「最近、誰かに悪意ある攻撃をされたことはないか？」

「靴の件以外ということですか？」

「ああ、ほかの令嬢たちはいくつか……些細なことだがいくつか思い当たるところがあるらしく」

「ノートの件もありましたから、みんな過敏になっているだけかと思っていたのですが」

「クレイセア令嬢は何かあったのか？」

「本当に些細なことですが」

「ああ、構わない。なんでも話してほしい」

「はい。先日、家から持ってきたルビーのネックレスのチェーンが切られていたのです。もちろん、わたくしの侍女たちがそのようなことをするわけもありませんし、管理も行き届いていたはずです。どうやらわたくしが授業を受けている隙に部屋に入り、クローゼットの中にあるネックレスのチェーンを切ったようですが」

「アクセサリーを壊された話もよく聞く。ほかにはないか？」

「ドレスを少々乱雑にされた程度でしょうか」

「明日の夜、王妃たちと晩餐会があるが、そのせいだろうか」

「王妃様たちの晩餐会では、全員衣裳部屋の衣装を着ることになっています」

「それなら関係がないな。ほかに気づいたことはあるか？」

　マリアベルは少し迷ったが、言葉にした。

「ラドクリフ公爵令嬢の侍女ですが」

「ああ、ふたりが何かしてきたのか？」

「いえ、そうではありません。確信が持てないことで申し訳ないのですが、誰かに暴力を振るわれているのではないでしょうか？」

「えっ？」

「先日、お茶会の時に手首を痛めているのか、腕に痛みがあるのかわかりませんが、ティーポットを持つ手が震えていて気になりました。昨日はほんの少しですが足を引きずる様子も見られました」

「そなたは周りがしっかりと見えているようだな」

　エルベルトがそう言い、マリアベルは隣に座る彼の横顔を見ているつもりだった。彼がこちらに顔を向けた瞬間見つめあってしまい、マリアベルは慌てて目を伏せた。

「目を伏せなくてもいいのに」

「ですが、王太子殿下と目を合わせるなんて不敬にあたりませんか」

　エルベルトが答えるよりも先に、ドカンッとすさまじい爆発音が響いた。その瞬間、エルベルトがマリアベルを抱き寄せ、頭を抱えてくれた。

「何が起きた？」

　エルベルトが辺りを見渡し、息をのんだのがわかった。

「殿下、何が……？」

「ああ、クレイセア令嬢、苦しかったか。すまない」

　マリアベルはエルベルトの腕を抜け、彼の視線の先を追った。

「あそこは……！　わたくしの部屋ですわ。侍女がふたり、部屋にいるはずです」

　黒い煙が割れた窓からあふれ、マリアベルは立ち上がってすぐに走り出した。

　離れの玄関に到着すると、もう一度大きな爆発音が響き、続けて三回爆発音が続いた。

「全員、建物から離れろ」

　エルベルトがマリアベルの手を掴み、建物から引き離した。玄関から勢いよく人が飛び出してきて、マリアベルは自分の侍女たちが無事なことを確認した。

「よかった。あなたたちが無事で」

「ご、ご心配をおかけしました。クレイセア令嬢」

「何があったの？」

「わかりません。そろそろお時間だと思って、令嬢をお迎えに行こうと部屋を出たときに爆発が」

　二回目の爆発はバレンシアの部屋、三回目はモルトー伯爵令嬢の部屋、四回目はオラル伯爵令嬢、そして最後の爆発はレグラン夫人の執務室だった。

「爆発は何が原因なのか、調べろ」

　警備隊にエルベルトは命じた。

「あら？　ラドクリフ公爵令嬢の姿が見えませんが」

　誰かの声が響き、エルベルトは警備隊に探すように命じた。

「王宮に四大侯爵がいるはずだ。ラドクリフ公爵もいるから呼んできてくれ。それと魔塔と神殿に連絡、原因の調査をするためにドゥルーク侯爵に全権を委ねると伝えよ」

　エルベルトはマリアベルの肩を抱いたまま、王宮の離れを任されている執事に命じる。執事はすぐに足の速い執務官に伝令を頼んだ。

「王太子殿下、あの……手を放していただけませんか？」

　マリアベルが遠慮がちに言い、エルベルトの手が静かにどけられた。マリアベルはエルベルトから離れると、モルトー伯爵令嬢の傍に向かった。彼女は腰を抜かしたのか、座り込んでいる。

「モルトー令嬢、大丈夫ですか？　何があったのか話せますか？」

「そ、それが……よくわからないのです。窓際で何かが光って……その直後に爆発したと思うのですが」

「お怪我はありませんか？」

　マリアベルはモルトー伯爵令嬢の背中をゆっくりと擦って、落ち着かせようとしていた。マリアベルの手も震えていて、言葉がうまく出てこないもどかしさがある。

「モルトー令嬢、こちらに」

　彼女を抱えて、オラル伯爵令嬢の傍に行く。彼女も全身が震えていて真っ青だった。

「どうして……？　何があったの？」

　オラル伯爵令嬢はパニック状態で、話を聞ける状況ではない。

「ラドクリフ公爵令嬢を発見しました。煙を吸い込んで気を失っているようです」

「わかった。彼女を安全なところで横たえよ」

　エルベルトの的確な指示が飛ばされ、マリアベルは感心していた。

（王太子殿下は冷静に判断されていてすごいわ。わたくしにできること……）

　マリアベルはモルトー令嬢の様子を見ながら、声を掛けた。

「モルトー令嬢、応急処置をお願いしたいのですが、可能ですか？」

「え？　応急処置？」

「ええ、神学校では応急処置を学ぶと聞いたことがあります。モルトー令嬢、あなたにしかできないことですわ」

　モルトー伯爵令嬢は大きく深呼吸した後で、きりっとした表情になった。

「かしこまりました。わたくしにできることは何か教えていただけますか？」

「ありがとうございます。まずラドクリフ公爵令嬢の容体を見ていただけますか？　必要な処置をお願いします。落ち着いたらオラル伯爵令嬢を気遣っていただきたいのです」

「わかりました。まずはラドクリフ公爵令嬢ですね」

　モルトー伯爵令嬢がバレンシアの様子を見ながら、気を失っている以外の外傷がないか確かめている。その間にバラモント侯爵が到着し、モルトー伯爵令嬢がわかっている部分の症状を伝えた。

「ありがとう。君の応急処置は的確だ。あとはこちらで……」

　バラモント侯爵がそう言った時だった。

「バレンシアが爆発に巻き込まれたのは本当なのか？」

　威厳のある大きな声はラドクリフ公爵のものだった。

「バレンシアはどこだっ？」

　ラドクリフ公爵を案内したのはエルベルトだ。

「爆発事故の時に、煙を吸い込んだようで気を失っていると聞いています」

「それで、容体は？」

　ラドクリフ公爵の言葉にバラモント侯爵が静かに答えた。

「こちらのご令嬢が応急処置を施し、大事には至っておりません。呼吸の確保がしっかりできており、目が覚めれば大丈夫かと」

「そうか。それはよかった。それにしてもいったいなぜこんなところで爆発が？」

　ラドクリフ公爵が腕を組み、頭を悩ませていた。

「マリアベルっ！　無事なのか？　けがは？」

　移動魔法で駆け付けたダイアンが父親よりも先にマリアベルを抱きしめた。

「お、お兄様、お父様っ……！」

　安心したのか、マリアベルの肩から力が抜けた。

「クレイセア侯爵、こちらにお願いします。確認していただきたいことが……」

　マリアベルの父親はダイアンに娘を任せ、警備隊のところへと向かった。警備隊の中央にはドゥルーク侯爵がいつの間にか来ていて、指揮をとっていた。

「これはっ！」

「クレイセア侯爵、何かわかったのか」

　エルベルトの声にマリアベルの父親は頷いた。

「これは着火粉でございます」

「着火粉？」

「厨房で使われている火をおこす魔道具の一つです」

　エルベルトが頷き、説明を求める。マリアベルはダイアンに抱きしめられながら、その様子をうかがっていた。

「大量の着火粉を使ったのでしょう。窓のへりなどに塗り、太陽の光で温まると自動的に着火……量が多いことで爆発になった可能性が考えられます」

　マリアベルの父親がそう言い、ダイアンは頷いている。おそらく父親の見解と同じだったのだろう。

「マリアベルは部屋にいなかったのか？」

　ダイアンに囁かれ、マリアベルは頷いた。

　幸い、離れにいた全員が軽いケガで済んだ。オラル伯爵令嬢も時間をかけて落ち着いていき、全員がわかっていることを話すだけだった。

　バレンシアの意識が戻ったのは二日後で、目覚めてすぐの彼女は記憶が混濁していたが、数時間後にはその症状も緩和されたようだ。

「皆さんが無事で何よりです。王太子殿下が今日からひとりひとり事情を伺うとのことですので、授業は落ち着いてからの再開となります」

　王宮の離れは黒煙に塗れたが、爆発の音がすさまじかった割に被害は少なかった。部屋のクローゼットにあるものはほぼ無事で、ベッドや机などは黒い灰がかぶった程度で済んだ。

　マリアベルもエルベルトと執務官の前であの日のことを話すが、庭園でエルベルトと一緒にいたこともあり、特に聞かれることはなかった。

　オラル伯爵令嬢とモルトー伯爵令嬢は部屋にいたにも関わらず、けがはなかった。モルトー伯爵令嬢と同様にオラル伯爵令嬢も窓が光ったという証言をしているらしい。

　残るはバレンシアだが、彼女は逃げ遅れたために煙を吸い込んだとされる。どうやらバレンシアはひとり部屋にいて、中から鍵をかけていたと言っている。

「結果から言えば誰でも着火粉は手に入れられる。そして窓枠に塗ることも可能であることから、特定が難しい」

　レグラン夫人が受け取ったエルベルトからの回答である。

　部屋の片付けが終わると、全員が集まった。

「レグラン夫人、わたくし……窓の近くに座るのは怖くて無理です」

　バレンシアがそう言いだし、ほかの令嬢も大きく頷いている。

「そうですね。あんな事故があった後ですから、この部屋での授業はやめましょうか。食堂の方が広く、窓の近くを使わずに授業ができると思うので食堂を使うことにします」

　レグラン夫人がそう言ってくれて、広い食堂の中で窓から離れた位置にみんなが座った。

「授業を再開するのは来週からにしましょう。先日のようなことがあったばかりなので、あえてこのお話をさせていただきます。今から二十数年前の話になります。王国の皆さんは大惨事だと言われた事件ですので、耳にしたことはあるでしょう」

　レグラン夫人は静かな口調で話し始めた。

　その大惨事は王宮前の広場で起きた。その日は建国祭最終日ということで、たくさんの人が王宮前の広場に集まって当時の国王陛下と王妃殿下の言葉を待っていた時だった。

「広場で魔力暴走が起き、その場に集まった人たちの中から死傷者が出ました。その時、王妃殿下は誰よりも先に被害現場に駆け下りてきて、神聖力を惜しみなく使って治療に当たりました。身分など関係なく、重傷者から手早く治療に当たったのです」

　そして癒しの女神だと崇められたのはその後の話である。

「レグラン夫人、そんな話をして何が言いたいのですか？」

　バレンシアが痺れを切らしたかのように言葉にした。

「先日の爆発事故ではわたくしも自身の執務室が爆発したことによって、慌てふためき冷静な判断など到底できませんでしたが、王太子殿下が冷静な判断を下しておりました。またクレイセア令嬢は、モルトー令嬢と協力してラドクリフ令嬢の初期治療に当たったと聞きました。」

「だから、何が言いたいのです？」

　バレンシアが苛立ちを隠さずに声を荒げた。

「どんな時でも冷静さを失わないということが、今後の皆様の課題になるというお話です」

　レグラン夫人は動じずに言葉を続ける。

「気を失っていたわたくしがどうやって冷静さを失わずに対処できるというのです？　そもそも侍女が毎日掃除しているはずなのに、窓枠に着火粉が付着していることがおかしな話だと思います。王宮の侍女は掃除も満足にできないのでしょうか」

「発言を許していただけますか？」

　マリアベルが手を挙げ、レグラン夫人が頷いた。

「侍女たちは毎日、本当に丁寧な仕事をしていると思います。そのため、窓枠についた着火粉は彼女たちが掃除を終わらせた後で、誰かが故意につけたと考えるべきではないでしょうか」

　マリアベルの意見にほかの令嬢たちは頷いた。

「侍女たちの仕事に問題はないと思います。本当によくしてくれるし、とても気を遣ってくれていますので、侍女が仕事で手を抜いたというのは考えにくいでしょう」

　そう答えたのはオラル伯爵令嬢だった。

「クレイセア令嬢は外に行っていたのもあり、彼女の部屋の窓枠に着火粉をつけるのは誰にでもできることかもしれません。わたくしは部屋にひとりでこもりたくて人払いをして、その上ドアの鍵もかけていたのです。掃除の後に着火粉をつける時間はなかったと思います」

　バレンシアはそう言い、ほかのものは反論の術がなくなった。

「さて話がそれていますので、話を元に戻しますわ。起きてしまったことの原因究明は王太子殿下が調べてくださっています。その件は殿下にお任せするとして、有事の際に皆様ならどう対応するのか。本日はこのテーマを宿題にさせていただきます。来週までに提出してください。また王妃殿下のパーティは延期となりました。改めて王妃殿下から招待を受けることになるでしょう」

　レグラン夫人はそう言い、全員が頷いた。

　そして授業が終わり、マリアベルはレグラン夫人に頼んで大惨事と呼ばれた事件について詳細を知りたいと言った。

「それでしたら明日までに参考になりそうな本を用意しておきます」

「ありがとうございます」

　マリアベルはレグラン夫人にお礼を言って、食堂を出てきた。

　廊下には自分の侍女が二人待っており、二人は頭を深く下げた。

「わたくしたちの仕事を認めてくださり、クレイセア令嬢に感謝を申し上げます」

「あなたたち二人に感謝をするのは私のほうだわ。いつもありがとう。あなたたちのおかげで慣れない生活もどうにかなっているのだから」

　マリアベルはそう言い、二人と一緒に部屋に戻ってきた。

「二人に話があるの」

　マリアベルはそう切り出し、二人の表情を見ていた。

「侍女同士で話をすることはあるかしら？」

「離れに来ている侍女たちと話すこともありますが、仕事を疎かにするほどではありません」

「そうじゃないわ。侍女同士で話をするのが悪いことだとは思っていないの。ラドクリフ公爵令嬢の侍女二人とも話をする？」

「いえ、あの二人は食事の時間も違うので、話すことがあまりありません」

「ですが……」

　二人は顔を見合わせ、マリアベルはじっと二人を見ていた。

「わたくし、ラドクリフ公爵令嬢の侍女の一人とは親しくしていたのですが、最近では挨拶さえも交わしてくれなくて、目が合わなくなったのです」

「そうなの？」

「ええ、それに二人とも顔色が悪いように見えます」

　その二人の言葉を聞き、マリアベルはゆっくりと答えた。

「夜、レグラン夫人に報告することがあるのよね。その時にレグラン夫人に話してもらえないかしら？」

「かしこまりました」

　マリアベルはただ頷くだけだった。

　それから数日後、モルトー伯爵令嬢がバラモント侯爵より感謝状を贈られることになったとレグラン夫人から告げられた。

「そんな、わたくしだけではありません。わたくしに指示を出してくださり、手伝ってくださったクレイセア令嬢にも感謝状を贈るべきだと思います」

　モルトー伯爵令嬢の発言に、レグラン夫人は頷いた。

「クレイセア令嬢には王太子殿下より冷静な判断でモルトー令嬢と協力したことにより、感謝状が贈られます」

「クレイセア令嬢は姑息なのね」

　バレンシアがそう言い、鼻で笑った。

「それはどういう意味でしょうか、ラドクリフ公爵令嬢」

　マリアベルは静かな口調で言葉にした。

「だって王太子妃にはなるつもりがない。学校の卒業試験に加算されるから、点数稼ぎをしているのでしょう？　でも本当に王太子妃になりたくないのなら、そんな点数稼ぎは必要ないじゃないの。あなたの成績は十分優秀だし、卒業試験に加算されなくても余裕で卒業できると聞いたわ」

「わたくしはただ万全を尽くしているだけですわ」

「ねえ、本当に王太子妃になりたくないのなら、辞退すればいいのに。それをしないのは一縷の希望を抱いているからじゃなくて？　あなたが王太子妃になれるという……希望をね。でもみんなもわかっているでしょう？　この王太子妃選び、そもそも誰が王太子妃になるか初めからわかっている出来レースだって」

　バレンシアは嘲笑を浮かべて全員を見渡す。誰も反論する様子がないことを見て、声高に言葉を続けた。

「だって、わたくしは公爵令嬢。あなたがたは侯爵、および伯爵令嬢……王太子妃に選ばれるのは必然的にわたくし以外、ありえないと思いません？」

「ありうるから六人の令嬢がここにそろっているのだ。そしてラドクリフ公爵令嬢、そなたはこの時点で王太子妃候補から外れた。これがどういう意味かわかるか？」

　突然エルベルトの声が響き、バレンシアは驚いたようだ。

「どういうことですの？　わたくしが王太子妃候補から外れるなんて……それに王太子殿下はいつからこちらに？」

　バレンシアは立ち尽くしたまま、エルベルトを見ていた。

「最初からいたんだ。その棚のかげに隠れてね。ラドクリフ令嬢が王太子妃候補から外れる理由はこれからすべて話すつもりだが、その前にラドクリフ公爵に君が候補から外れることを伝えたら、すべてわかっていたようで迷惑をかけたと言われたよ」

「どういうことですの？　お父様が……そんなことを言うはずがないのに」

「まず、座って話をしようか。ラドクリフ令嬢も座るように……レグラン夫人、そなたもだ」

　エルベルトはそう言い、彼もまた近くの椅子に腰を下ろした。バレンシアは不機嫌そうに座り、レグラン夫人も近くの椅子に腰を下ろす。

「さて、まずはこちらを見てもらおうか」

　エルベルトはそう言い、彼の執務官に命じて紙を広げさせた。

「これは三ヶ月間の成績表だ。細かく順位がつけられているのがわかるだろう。そしてこれが総合的な評価だ。ラドクリフ令嬢、そなたは何番目に自分の名前があるのか確認できるか？」

「わたくしが……最下位ですって？　何かの間違いではありませんか」

　バレンシアは驚いたようだが、それについてエルベルトがレグラン夫人に意見を求めた。

「まずは出席日数です。ラドクリフ公爵令嬢以外、全員がすべての授業に出席されています。出席日数で最下位、また歴史学、マナー、ダンスなど様々な試験をやりましたが、特にマナーとダンスは最下位でした」

「ダンスは王太子殿下とうまく噛みあわなかっただけで」

「それではラドクリフ令嬢、改善されているのなら今ここで踊ってみようか？」

　エルベルトの言葉にバレンシアは頷かなかった。下唇をぎゅっと噛みしめている。

「成績表だがほかの五名に比べてラドクリフ令嬢は圧倒的な最下位。これ以上、向上心を持って妃教育に臨めないと判断したのが一つ目の理由だ」

「一つ目の理由ということは、ほかにも理由があるのですか？」

　バレンシアは問いかけ、エルベルトは頷いた。

「皆に渡している帳簿があったと思うが……そうそうこの帳簿だ。これはそなたたちの侍女に先ほど持ってきてもらったものだ。毎週休みの日に、そなたたちが町で過ごすための金を渡しているが、その利用目的と利用金額を書いておくためのものだ。また茶会を予算内におさまるように帳簿で管理することを踏まえて渡してあるものだが……細かく書いてあるのはハロルド令嬢、ローダン令嬢、クレイセア令嬢そしてオラル令嬢。モルトー令嬢はもう少し細かい内訳を書いていただけるとありがたい。そしてまったく書いていないのはラドクリフ令嬢だ。彼女の帳簿はすべて侍女が書いていたことがわかった」

「侍女に書いてもらうのがダメなのでしょうか」

　バレンシアの言葉にエルベルトは頷いた。

「帳簿管理は女主人の仕事の一つだ。それにラドクリフ令嬢の茶会はすべて予算を上回っていた」

　エルベルトはそう言い、大きく息を吐いた。

「ラドクリフ令嬢が婚約者候補として認められない理由はほかにもある。彼女についていた侍女二人を連れてきてくれ」

　エルベルトがそう言い、執務官が廊下に出て行った。

「ここ最近、離れにおける令嬢たちのアクセサリー紛失、破壊事件について話をするとしよう」

　エルベルトは話を続けた。マリアベルはエルベルトを見ながら、考え込んでいた。

（アクセサリーの件はほかの令嬢たちにも被害が遭ったと聞いているけど、何か進展があったということかしら？）

　誰もが静まり返り、エルベルトの言葉を待った。

「被害に遭った令嬢たちの侍女から詳しい話を聞くことができた。またその後に令嬢たちの持ち物を確認してもらったところ、靴の踵に細工されていたものがいくつか見つかっている。それらに関してはこちらで直してもらえるように手配が済んでいるところだが、誰が何のためにそのようなことをしたのか……うむ、来たようだな」

　エルベルトが言うように、執務官が二人の侍女を連れてきた。二人は震えていて、蒼白した顔で執務官の後ろに立っていた。

「そなたたち二人が令嬢たちのアクセサリーや靴を壊した。間違いないな？」

　エルベルトの言葉に二人は頷いた。

「間違いございません」

「ほかにそなたたちがしたことはないのか？」

「モルトー伯爵令嬢のノートを破り、クレイセア侯爵令嬢の部屋に隠しました」

「窓枠に着火粉を塗りました」

　二人は涙をこぼしながら、震える声で言葉にした。

「その理由はなんだ？」

　エルベルトの声は感情がなく、淡々としていた。その声に恐怖を感じるのは尋問されている侍女たちだけでなく、その場にいる者すべてだった。

「い、言うことをきかないと、折檻されるため……従っただけです。大事にはならない程度の小さな嫌がらせだと言われて」

「ふむ、誰に頼まれたのだ？」

「それは……」

「ここでは言いにくいだろうが、誰に言われたのか、誰に折檻されたのか教えてほしい。そなたたちのその怪我はバラモント侯爵、小侯爵が神聖力を駆使して治してくれると約束してある」

「お、恐れながら申し上げます。わたくしたちの主であるラドクリフ公爵令嬢の命令です。失敗すると鞭打ちされ、先日は馬用の鞭で叩かれました」

　ぶるぶると震えながら侍女の一人が言葉にした直後、がたんと椅子を倒しながら立ち上がったバレンシアが言葉にした。

「発言の許可を得ずに失礼いたします。これは誰か別の令嬢の陰謀ではありませんか？　わたくしの侍女を利用して……わたくしを貶めるための」

　バレンシアの言葉を聞き、エルベルトは低い声で言葉にした。

「証拠が欲しいと言うのだな？　それではこちらを」

　エルベルトが取り出したのは映像保存できる魔道具である。

『あんたたちっ！　こっちに来なさい。さあ、跪くのよ！』

　バレンシアの金切り声が響き、その後は鞭で侍女を叩きながら罵声を浴びせていた。

『クレイセアにはこの薬を食事に混ぜろって言ったじゃないの。茶会の時にカップにはこれを塗るって、なんで一つもできないのよ。役立たずっ！』

　あまりにひどい暴言と鞭の使い方にマリアベルは目をそらしてしまった。

「こ、これは……捏造にも手が込んでいるとしか言いようがないですわ。王太子殿下、まさかこれを信じているのですか？」

「覚えがないと言うのか。この魔道具はそなたの侍女に取り付けさせたのだ。数日前からそなたの暴力がひどくなったことを危惧して」

　エルベルトは冷ややかな目でバレンシアを見つめた。

「ラドクリフ令嬢、そなたがほかの令嬢にひどい暴言を吐いているところをたった数日のうちに何度も見た。そなたは人の上に立つ資格も器もないと判断した。もちろん、ラドクリフ公爵にもすべて見せてそなたを家に帰らせると伝えてある」

「ですが、殿下」

「公爵家の娘、そのことでほかのものを牽制したつもりだろうが、そなたの行動は目に余る。すぐに荷物をまとめ、馬車に乗り込むがいい。なお、ほかの令嬢たちへの嫌がらせで壊したアクセサリーや靴の修繕費用はすべてラドクリフ公爵家が持つということも忘れることがないように」

　バレンシアはまだ何かを言おうとしていたが、執務官が彼女を連れて行ってしまった。

「そなたたちには本当に申し訳ないことをした。危険な目に合わせてしまい、その上嫌な気持ちを抱かせるなど、大変申し訳なく思っている。だが、もう少しだけ残った五人で切磋琢磨していただき、王太子妃候補として妃教育を学んでもらえないだろうか」

　エルベルトは残った令嬢たちに頭を下げて頼み込んだ。

「王太子殿下が悪いわけではありません」

　マリアベルはそう答えるのが精いっぱいだった。

「もう二度と、このような危険が起きないことを約束する」

　エルベルトがそう言い、すべての令嬢たちは頷くしかなかった。

　エルベルトがホッとしたように頷き、先に部屋を出て行った。それから一時間ほどが経つと、立派な馬車に乗せられてバレンシアが王宮の離れを後にするのが見えた。

「これでよかったのかしら」

　マリアベルはそう思ったが、バレンシアのしたことは許せることではなかった。

「薬を盛ろうとしたようだけど、どんな効果のあるものを使うつもりだったのか」

　マリアベルはそんなことを思ったが、その日の夕食はどの令嬢も口数が少ないばかりか、せっかくの料理をすべて食べることなく席を立った。

　その夜、いつものようにマリアベルは試験勉強をするつもりだったが、頭に入ってこない。早めに休もうと考え、ベッドに入ったが眠れなかった。

（ほんの少しだけ……）

　マリアベルはベッドからそっと抜け出し、フード付きのコートを羽織った。部屋を出て静かに廊下を歩いて、庭へと出てきた。

　澄んだ空気は少し冷えていて、頭の中がすっきりとしそうだと思った。庭園をゆっくりと歩きながら、離れを見上げた。

（みんな、まだ起きているのね……）

　窓の明かりを見つめ、令嬢たちがみんなまだ起きていることに気づいた。マリアベルと同じように眠れない夜を過ごしているのかもしれない。

「クレイセア令嬢？」

　低い声が突如、静寂の中に響き、マリアベルはびくっと震えた。ゆっくりと振り返ると、そこにはエルベルトが立っていた。

「お、王太子殿下に……」

「挨拶は必要ない。それよりもこんな夜更けにどうしたんだ？」

「このような格好で申し訳ありません。眠れなくて、外の空気を吸いに来たのです」

「それなら、散歩を少ししないか？」

「はい」

　マリアベルはエルベルトの少し後ろを歩きながら、庭園を眺めていた。

「クレイセア令嬢は、夜の散歩をよくしていたのか？」

「いえ、今夜がはじめてです。おそらく昼間の一件で考えすぎたのでしょう。目が冴えてしまって」

「そうだろうな。令嬢たちはみんなまだ起きているようだから、あのようなことが起きて神経が高ぶってしまったのかもしれない」

「王太子殿下はこんな時間まで王宮にいらっしゃったのですか？」

「昼間の報告を陛下に……その後で執務をしていたらこんな時間になってしまった」

「いつも歩いているのですか？」

「いや、普段は馬車で王太子宮に戻ることが多い。今夜は少し歩きたくなってね。でも歩いたおかげでそなたに会えて、こうやって話ができる」

　エルベルトの言葉にマリアベルはドキッとした。

「殿下、ラドクリフ公爵令嬢に暴力を振るわれた侍女ふたりは、どうなりますか？」

「あのふたりは夕方、神殿に送った。そこでまずは治療を受けてもらおうと思っている。治療もどれほどの期間が必要なのか、わからないが」

「後遺症が残らないことを願いますわ」

　マリアベルはゆっくりと歩きながら、エルベルトとふたりきりの時間を過ごしていた。

「こんな話をしていたら、またクレイセア令嬢が眠れなくなりそうだな。何かほかの話題の方がいいだろう……何がいいかな。そうだ！　クレイセア令嬢の好きなオペラ、三つ紹介してくれないか？」

「み、三つですか？」

「ああ、三つだ。何度もやっている演目でもいいし、今までに一度しか見たことがなくて印象に残っている演目でもいい」

　マリアベルは顎に指を乗せて、考えた。

「三つ……そうですね。一番好きなお話は、決まっているのですが」

「うん、どの話だ？」

「令嬢が父親の借金のために辺境伯に嫁ぐ話です。怖いと恐れられていた方が、実はうまく愛情を表現できないだけで、それを令嬢が見抜いて二人が愛し合っていくお話です」

「うん、私もその演目は見た。臨場感のある音楽が良かった」

　マリアベルは頷きながら、二つめの演目について話し始めた。

「二つめは最近の演目です。愛し合っている二人が両家の家族から反対され、結婚もできずにいて……ふたりはこっそりと会う約束をします。誰にも秘密で変装してデートをする話ですが」

「へえ、おもしろいな。ふたりは最終的に結婚できるのか？」

「いえ、このお話は最後に引き裂かれてしまうのですが、ふたりは来世で恋人になると誓って一緒に命を絶ってしまうお話ですわ」

「悲恋ものも好きなようだね」

「この話はふたりがこっそりとやり取りするシーンが、すごく好きで」

「たとえば？」

「パーティでは別の相手をエスコートしているのに、そっと手紙を交換して化粧室に行くと言ってふたりは抜け出してデートをするとか」

「それはおもしろいな。クレイセア令嬢、私ともみんなには秘密で手紙のやり取りをしてみないか？」

「どのような手紙を書けばいいのですか？」

「そうだな……その日のことを教えてくれればいい」

「やり取りはどのようにしますか？」

　マリアベルはわくわくしながら言葉にしていた。

「うーん、そうだ。温室の入り口にある花瓶、この下に手紙を置いておこう」

「わかりました。毎日、その前を通る散歩コースにしますわ」

　マリアベルはそう言い、エルベルトも頷いた。

「さあ、体が冷えてしまっただろう。今夜はおやすみ」

　エルベルトの言葉にマリアベルは素直に頷いた。

　部屋に戻ったマリアベルはさっそくエルベルトに短い手紙を書いた。

『今夜のお散歩、とても楽しかったです』

　つたない一行の文をマリアベルは机の引き出しに隠し、そしてふたりは秘密のやり取りを始めた。

　翌日の午前中から授業が再開された。

「それでは本日の授業をはじめます。ルーセンティア王国はカーディナル帝国以外にも友好国があります。こちらの外交に関してはラドクリフ公爵が手腕を発揮しており、戦争が起きないように交渉を続けるのも外交部署の手腕だと言えます。外交部署には多くの学術院卒業生が官僚として働いていますが、中には騎士学校からの卒業生もいます」

「質問させていただいてもよろしいでしょうか」

「ええ、構いませんわ。ローダン令嬢、何か気になることがありましたか？」

「はい、まず官僚になるにはどうすればいいのでしょうか。女性が官僚になることもありますか？」

　ローダン伯爵令嬢の質問に、レグラン夫人はオラル伯爵令嬢に答えるよう告げた。

「王宮の官僚として働くには、どの学校を卒業したのかは重要ではありません。年に一回行われる官僚試験に受かればどんな身分の人でも官僚になることは可能です。また女性の官僚も数名いらっしゃいますが、重要な役割を担うことは少ないと言われております」

「オラル伯爵令嬢の言う通りです。ルーセンティア王国では誰もが平等にと言われていますが、女性に対しては結婚して家庭を持って後継者を作り、育てるのが一番の仕事だと今でもそう考えられています」

　レグラン夫人はそう言い、ローダン伯爵令嬢は納得したように頷いた。

「ではカーディナル帝国では女性の就職率はどれほどでしょうか？」

　レグラン夫人がローダン伯爵令嬢とハロルド伯爵令嬢に問いかけた。

「カーディナル帝国では女性が仕事をするのは平民のみと考えていただければと思います。家計の足しにするためというのが主な理由で、そのため結婚しても子供を産んでも続けられる仕事をされることが多いと聞いています。貴族の女性はやはり家庭に入ることが第一で、女主人としての役目を必要とされています」

　ローダン伯爵令嬢がそう答え、ハロルド伯爵令嬢は補足とばかりに言葉を続けた。

「ですが、現在の皇太子殿下が改革を行っております。結婚して育児の期間が一定期間過ぎた女性貴族、彼女たちに仕事を与えるということですが、家の切り盛りと育児をしながら外で働くのは大変なことでうまく整備されているわけではありません」

「実はルーセンティア王国も同じです。国が発展し続けるには人手がとても必要ですから、女性の力が必要になってくるでしょう。どう国が変わっていってもそれが人々の暮らしを豊かにするものであることが第一だと思います」

　レグラン夫人はそう締めくくり、次の授業に入った。ルーセンティア王国が輸出しているもの、輸入しないといけないもの、その話を踏まえながら国においての課題点を話し合っていく。

　昼食をはさんで午後の授業もその続きである。日々、授業に追われながら課題をやるのがマリアベルたちの日課になっていった。

　マナー教育も厳しくなり、また茶会での席順についても細かいルールを教わる。茶会の規模や誰が主催したのか、目的がわかるように席順が設けられていると聞いている。特に王宮で開かれる茶会に立食形式が多いのは席順で、あれこれ詮索されないようにするためでもあると教えられた。

　授業が終わった後、マリアベルは夕食の前に散歩をするようになった。温室の花瓶の下には、エルベルトの手紙が毎日置かれていて、マリアベルも毎日置くようにしている。

『今夜は満月らしい。もしよかったら、夜九時頃に庭園に出てこないか』

　エルベルトは積極的に誘ってくれて、マリアベルはその誘いがうれしいと感じていた。その反面、抜け駆けをしているような罪悪感もあった。

　約束通り、また夜の散歩を共にしたマリアベルはエルベルトに尋ねた。

「ほかの令嬢とも手紙のやりとりをされていますか？」

「答えたほうがいいのか？」

　エルベルトの返事にマリアベルは口ごもった。

　ほかの令嬢とやり取りがあってほしいのか、それともない方がいいのか、マリアベルの気持ちもはっきりとしない。もしやり取りがあれば、なんだか嫌な気持ちになるし、無いと言われたら優越感と罪悪感に苛まされそうだ。

「すみません。軽率な質問でした」

　マリアベルはそう言い、質問を撤回した。

　ふたりきりの夜の散歩がいつまでも続くようにマリアベルは願うだけだった。それだけエルベルトと過ごす時間は穏やかで、楽しいと感じるようになっていた。




　延期になっていた王妃殿下の晩餐会がやってきた。王宮で行われるのもあり、マリアベルもほかの令嬢たちも念入りに準備をしていた。

　晩餐会に招待されたのは、五名の令嬢たちだけではなかった。

（お兄様も招待されているの？）

　それだけではなく、独身の貴族男性が十名ほど招待されていた。

　国王陛下が王妃殿下をエスコートし、その後に続いたのはエルベルトと王女殿下だ。

「最初に報告がある。エルベルト王太子殿下、そなたの口から報告を」

　国王陛下がそう言い、エルベルトが頷いた。

「皆には長く待たせてしまったようだが、ようやく決めることができた」

　そう前置きを伝えたエルベルトは、マリアベルの前にやってきて跪いた。

「マリアベル・クレイセア侯爵令嬢、そなたを私の伴侶として迎えたい」

　その言葉にマリアベルは驚き、言葉を失った。だが、返事をしないわけにはいかない。

「婚約者として、私の手を取ってはくれないだろうか」

　エルベルトの言葉にマリアベルはダイアンの姿を目で追ったが、彼はこちらを見てくれていなかった。

（王命……ってことよね。頷くしかないなんて）

　マリアベルは悔しさを心に秘めたが、エルベルトの手を取るしかなかった。

「ありがとう。大切にすると誓う」

　そのあとは祝賀ムードで、マリアベルはほかの令嬢からも祝いの言葉を貰った。

「クレイセア侯爵令嬢でしたら、この国の王妃になっても安心できますわ」

「わたくしもクレイセア侯爵令嬢でしたら、納得できました」

　口々におめでとうと言われたが、マリアベルの心中は穏やかではない。エルベルトはマリアベルをエスコートしてくれるが、納得しているわけではなかった。

（愛する人と結婚する夢が……）

　マリアベルの頭の中はまだそんな思いでいっぱいだった。

「王太子妃候補として集まってくださった皆には、我が国の精鋭なる独身貴族を紹介しよう。お互いに知り合い、心を通わせるようになればいいと願っている。また公式に婚約者を発表するまで、クレイセア侯爵令嬢のことは伏せておくように頼む」

　エルベルトがそう言い、マリアベルはダイアンの姿を目で追った。

（あら？　お兄様はハロルド伯爵令嬢に声を掛けているようだけど）

　気になって兄を目で追いたかったが、エルベルトに声を掛けられてテラスに出てきた。

「突然のことで驚かせてしまってすまない」

「びっくりしました。それにわたくしでよろしいのでしょうか」

「クレイセア令嬢がいいと思ったんだ」

「理由を聞かせていただけませんか？」

　マリアベルはそう言いながら、エルベルトの顔を見られずにいた。

「先ほどほかの候補者たちにも伝えたことだが、知り合って心を通わせてほしいと思ったのは、自分のことも含めてだ」

「どういうことでしょうか？」

　マリアベルはエルベルトの方を見上げた。

「そなたが開いた茶会は毎回、違う演出を心がけていた。私のことを気遣い、甘すぎない菓子を用意し、後味がさっぱりするような茶葉を選んでくれていたが、甘いものが好きな女性が多いことも考慮し、甘いクリームを添えていたこともあったな」

「それは皆様に満足していただけるように配慮しただけです」

「話題についてもそなたの配慮が気に入った。そなたの開いた茶会と似たような茶会をほかの令嬢が開いても、文句をつけることもない。そればかりかライバルなのに親切に勉強会を開くなど、懐の広さが気に入ったんだ。周りを見て判断する姿勢も何もかも……なぜかそなたの行動一つ一つに目を奪われ、ついつい目で追ってしまった」

　エルベルトはそう言い、マリアベルを見つめた。

「それはその……できることをやるのは当たり前だと思っていて、ライバルでも一緒に高みを目指せるならと思っただけです」

　マリアベルはエルベルトの視線から目をそらすようにして伏せた。

「向上心のある女性は素晴らしいと思っている。私はそなたのことをもっと知りたいと思った。それにうまく言えないが……そなたを見ていると心が温かくなるというのだろうか」

　エルベルトは言葉を区切り、マリアベルの手を取った。

「私と心を通わせられるか、試してもらえないか？」

　マリアベルはその言葉に惹かれ、頷いてしまった。

「愛情にあふれた家族を作りたいと申していると聞いている。まずはお互いのことを知り合って、認め合えればと思うのだが」

「わかりました」

　マリアベルは運命の出会いとは違ったが、エルベルトの申し出を断れるはずがなかった。王命だからというのはもちろんだが、マリアベルのことを考えてくれているのも伝わった。

「王太子殿下、一つお願いがあるのですが」

「ああ、私ができることなら、すべて叶えるつもりだ」

「わたくしたちは明後日王宮の離れから出ていく予定ですわ」

「そうだな」

「今までのようにお茶会やひとりひとりの面会は無くなります。それでも週に一度か二度、お会いすることは可能でしょうか」

「お互いを知るためには会って話すのが一番だろう。その時間はもちろん作るが、何かあるのか？」

「ええ、できればあまり人目に触れられたくないと思っております」

「ふむ、そうだな。婚約者として発表するのはもう少し後になる。それまではあまり人に知られない方がいいだろうが、どうやって会おうか」

　エルベルトが悩み、マリアベルも一緒になって悩んだ。

「みんなで会おうか。それでちょっとした時間に二人きりになるのはどうだろうか」

　エルベルトがそう言い、マリアベルは頷くだけだった。

　王妃殿下の晩餐会は和やかな雰囲気で終始笑顔が絶えなかった。

「クレイセア令嬢、エルベルトはわかりにくいかもしれないけど、彼には理解者が必要だと思うの。あなたなら彼の良き理解者になれると思っているわ」

　晩餐会の終わりにマリアベルは王妃殿下からそのような言葉を賜った。

「至らない点が多いかと思いますが、日々精進していきます」

　マリアベルはそう答えるしかなかった。




　晩餐会が終わった後、エルベルトはダイアンやほかの小侯爵たちと一緒に王太子宮に集っていた。

「クレイセア小侯爵は預言者になれるんじゃないのか」

「バラモント小侯爵の前で滅多なことを言うものではないよ、カルージャ小侯爵」

　カルージャ小侯爵の軽口はいつものことだが、この時はエルベルトも気になった。

「ダイアン、どんな預言をしたんだ？」

「殿下の耳に入れるようなことではありませんよ」

　ダイアンがそう言うとなおさら、エルベルトは気になった。ドゥルーク小侯爵も気になるようで、バラモント小侯爵を見つめる。バラモント小侯爵も知らないようでカルージャ小侯爵だけがにたにたと笑っていた。

「クレイセア小侯爵、私から申し上げてもかまわないか？」

　カルージャ小侯爵がそう言い、ダイアンが頷いた。

「先日の集まりの後に、魔塔に行く用事があってそのついでにクレイセア小侯爵と話す時間を作ってもらったんだ。そこでクレイセア小侯爵とちょっとした賭けをしたんだよ。殿下の婚約者は誰が選ばれるか、その上で自分たちの婚約者にするには誰が誰を選ぶと思うかってね」

「おもしろそうなことをしているじゃないか。それでカルージャ小侯爵の予想はどうだったんだ？」

　ドゥルーク小侯爵が身を乗り出し、カルージャ小侯爵は笑いながら答えた。

「うん、俺の予想は殿下の婚約者はオラル伯爵令嬢。ドゥルーク小侯爵は婚約者がいるから別として、クレイセア小侯爵はモルトー伯爵令嬢。そして俺はローダン伯爵令嬢でバラモント小侯爵がハロルド伯爵令嬢だって予想をしていた」

「ふむ、それでダイアンは？」

　エルベルトは楽しそうに笑っていた。

「私の予想は殿下の婚約者は妹のマリアベル。カルージャ小侯爵はオラル伯爵令嬢、バラモント小侯爵はモルトー伯爵令嬢で私はハロルド伯爵令嬢。ローダン伯爵令嬢は伯爵家の一人が狙うだろうと思っていたのだが」

「見事だな、ダイアン。今日の晩餐会で声を掛けていた人たちはみんな、その通りになったようだが」

　エルベルトがそう言いながら笑っていた。

「だから預言者だって言ったんですよ」

　カルージャ小侯爵はそう言い、エルベルトが言葉にした。

「カルージャ小侯爵、そなたはなぜローダン伯爵令嬢ではなく、オラル伯爵令嬢を選んだのだ？」

「学術院出身の女性で、彼女が選ぶ食べ物の好みが自分と一緒だったので……そこから話が発展したというか」

　いつもは勝ち気なカルージャ小侯爵が照れていて、エルベルトはそんな姿を見るとは思っていなかった。

「ダイアン、なぜ私がクレイセア令嬢を選ぶと思った？」

「妹ほど王太子妃に適任な女性がいないからですよ。ただ妹にはかわいそうなことをしたと思っていますが」

「ああ、確かに。クレイセア小侯爵の妹君は恋愛結婚を望んでいて、温かく穏やかに過ごしたいって感じだったから。王太子妃なんて真逆だろうし」

　ドゥルーク小侯爵は苦笑を浮かべながら言葉にした。

「バラモント小侯爵はなぜモルトー伯爵令嬢だったのだ？」

　エルベルトが尋ねると、バラモント小侯爵は低い声で言葉にした。

「彼女の神聖力と信仰心、この二つですかね。爆発事故の時の応急処置の仕方、その手際の良さもあり、一緒に仕事ができるというのも強みですので」

　それぞれがそれぞれの想いがあって、選んでいることにエルベルトは気づいた。

「それならダイアン、なぜ君はハロルド伯爵令嬢なのだ？」

「彼女はおそらく気付いていないですが、かなり多くの魔力を秘めています。使い方を知らないだけでしょう。それに学ぶことがすごく好きなようで、今後魔法の使い方を教えたらすばらしい魔法使いになると思って。まあ、これで殿下の言うとおり全員に枷がついたわけですが」

「まだ枷はついていないだろう？　誰も婚約したわけじゃないんだから」

　エルベルトはそう言い、これからのことを話しあう。

「殿下は今後、どうされるんですか？」

「クレイセア令嬢が卒業した後に婚約式を予定しているが、ここから三ヶ月間は準備期間として考えている。それまではクレイセア令嬢に害が及ばないようにしたいから、秘密にしておきたいというのがひとつ。でも二人で会いたいのもあるし、お互いをもっと知りたいと思うからこそ……そなたたちに協力してほしいことがあるのだが」

　エルベルトはそう言い、週に一度か二度、みんなで会う時間を作ろうと切り出した。

「そのほうがお互いに良さそうですね。ドゥルーク小侯爵の婚約者も呼んで、お茶会やディナーに招待するのはどうでしょうか」

　バラモント小侯爵が提案し、エルベルトは頷いた。

「カーディナル帝国からの二人は、しばらく王都内に留まる。レグラン夫人の屋敷で預かってくれるらしいから……」

「私はハロルド令嬢を魔塔見学に誘っていますが」

「それならクレイセア令嬢と私も誘ってほしい」

　エルベルトがそう言い、水面下でグループデートの話が進んでいた。








第五章　無意識の恋情









　マリアベルたちが王宮の離れから解放される日になった。

「レグラン夫人、たくさんのことを教えていただき、ありがとうございました。もし、お時間があるようでしたら、また質問に伺ってもよろしいでしょうか？」

　マリアベルの挨拶にレグラン夫人は笑顔で答えてくれた。

「もちろん、構いませんよ。わたくしの知識でよろしければいくらでもお教えいたします。それにわたくしの屋敷にはハロルド令嬢とローダン令嬢がいますので、ぜひお二人に会いに来ていただけたらと思います」

　それぞれの家から来た馬車に乗り、マリアベルは久しぶりに家族の待つ家へと戻ってきた。

「おかえり、マリアベル」

「ただいま戻りました。お父様、お母様、お兄様」

「大変だったね、マリアベル」

　父親はそう言い、目を細めていた。

「マリアベル、移動して疲れたでしょう。話したいことはいっぱいあるけど、まずは部屋でゆっくりしなさい。夕食後に話をしましょう。あなたも一人で考える時間が必要だろうから」

　父親が口を開くよりも先に母親がそう言い、マリアベルを部屋まで送ってくれた。

「あとで飲み物とスイーツを用意して、届けさせるわ。慣れない王宮の離れで暮らして疲れもあるだろうし、夕方まで休んでいるといいわ」

　母親はそう言ってくれてマリアベルの額にキスをした。

「ありがとうございます、お母様」

　マリアベルは久しぶりに自分の部屋に入り、懐かしいと思った。

（三ヶ月程のことなのに、すごく遠い記憶のようだわ）

　王宮の離れで過ごした時間はいろいろなことがあったと思った。ただ今は少し眠りたくて、ベッドに横たわった。

　ほんの少しと思っていたのだが、マリアベルが目を覚ますと外は夕焼けに包まれていた。

「やだ、もうこんな時間」

　部屋のテーブルに置かれたミルクティーはすっかり冷めきっていて、マリアベルは肩を落とした。ベルを鳴らしてメイドを呼ぶと、すぐに紅茶を淹れなおしてくれた。夕食まで間もなくだと思い、マリアベルはカップケーキには手をつけなかった。

「マリアベル、ちょっといいかい？」

　ドアの向こうからダイアンの声が響き、マリアベルはすぐにドアを開けた。

「お兄様、どうされたのですか？」

「マリアベルに確認したいことがあって」

「中にお入りください。確認したいことですか？」

　ダイアンがマリアベルの部屋に入り、椅子に腰を下ろした。マリアベルはベッドに腰を下ろして彼の言葉を待った。

「ああ、ハロルド伯爵令嬢のことでいくつか尋ねたい」

「答えられることなら……」

「一緒に過ごしていて彼女の魔力を感じなかったか？」

「感じました。おそらく水とか氷とかだと思うのですが」

　マリアベルの言葉にダイアンは満足そうに頷いた。

「彼女は魔法が使えるとは思っていなさそうだが」

「カーディナル帝国では魔法使いがいないのかもしれないですね。わたくしが魔法学校に通っていると知ったときも驚いていたようですし」

「カーディナル帝国は男性のみがアカデミーに通えるらしいから。女性は家庭教師からいろいろ教わるだろうけど、魔法という能力を伸ばすことはないのかもしれないな」

「家庭教師の先生が魔法を使えれば、教えてもらえるのかもしれないですが」

　マリアベルの答えにダイアンは頷いた。

「そこで近々、ハロルド伯爵令嬢の魔力を測定したいのだが、マリアベルも同席してもらえないだろうか」

「わたくしは構いませんわ」

「それでは三日後、一緒に魔塔に行こう」

　マリアベルはダイアンの誘いに大きく頷いた。

「そろそろ夕食の時間だから、一緒に行こうか。今夜の食事はすごいぞ」

「そうなんですか？」

「ああ、マリアベルの好きなものばかり、母上が厨房に頼んでいたから」

　マリアベルは笑いながら、ダイアンと一緒に食堂に向かった。

「それでは、マリアベルが無事に戻ってきたことに感謝して」

　父親の言葉に母親が肘で小突いた。

「違うでしょ。マリアベル、おめでとうでしょう？」

「どっちでもいいと思うけど、とりあえず家族みんなそろっての食事は久しぶりなんだから、いつもどおりがいいんじゃないか？」

　ダイアンがそう言ってくれて、マリアベルは笑いながら頷いた。

「お父様、お母様、お兄様、無事に戻りました。一緒に食事ができることに感謝を込めて」

　マリアベルがそう言い、みんなで乾杯をした。

「王宮の離れで爆発があったと聞いた瞬間、心臓がぎゅっと痛くなって何も考えられなくなった。マリアベルが無事で本当によかった」

「わたくしも驚きました。たまたま庭園にいたから大事には至らなくて……ほかの令嬢たちもひどいケガを負うことがなくて本当によかったですわ」

　マリアベルはそう言い、父親はダイアンを見て言葉にした。

「魔塔への連絡が早かったように思うが、特別なルートがあるのか？」

「実は緊急信号という魔道具を開発していて、実験段階で使用している最中です」

「緊急信号？」

　父親が疑問を抱くと、ダイアンは頷いた。

「魔道具の通信具とは違って、一方的に連絡を送れます。警告音が鳴り響き、どこで何がおきたのか簡潔に話すことができます」

「ほお、すごいものを開発したんだな」

「試験的ですが、今回はうまく作用したようです。そのおかげと魔法転移装置がうまくいったので、早く王宮の離れに到着しました」

「移動魔法を使ったのではなかったのですね」

　マリアベルがダイアンに尋ねると、彼は苦笑を浮かべて言葉にした。

「移動魔法だと座標を出すのに時間がかかるからね」

「ケガがなくて本当によかったわ。それにマリアベルが王太子妃になるなんて……」

　母親の瞳が潤み、マリアベルは言葉が出なかった。

「喜ばしいと思うが、マリアベルにとっては大変なことも多いだろう」

　父親もしんみりとしてしまい、マリアベルはどう言葉にしていいのかわからなかった。

「マリアベル、殿下はとても考えてくださっているよ。マリアベルの気持ちがどう動くかはわからないけど、愛されたいならそれ以上に相手を愛せないといけないと思うから」

　ダイアンがそう言い、マリアベルは唸った。

「そう言われてもまだ心と頭が追い付いていない状態です」

「それはそうだろうな。ゆっくりと考える時間はあると思うし、もしどうしても殿下のことを好きになれないのなら、俺も一緒に頭を下げて断ってあげるよ」

　ダイアンは笑いながらそう言ったが、そう簡単なことではない。

　食事を終わらせた後、家族みんなでお茶を飲みながら話をした。

「婚約式はマリアベルの卒業とデビュタントの後、ということになるだろう。デビュタントのエスコートは王太子殿下がしてくれると思うが、まずはそのドレスを考えなければならないな」

「その準備と婚約式用のドレスの準備もあるわ」

「二人とも、マリアベルの気持ちを考えてあげないと」

　ダイアンが先走る両親を咎めた。

「そうだったわね。マリアベル、王太子殿下はどんなお方だった？」

　母親に問われ、マリアベルは少し考えてから言葉にした。

「婚約者候補の方々みんなを平等に扱ってくださる方だと思いました。みんなの好みを考えてくださって、気遣っていただいたと思います」

「優しい人柄なのね」

　母親の言葉にマリアベルは頷けなかった。一緒に過ごした時間もあるが、マリアベルはエルベルトのことをちゃんと見てこなかった。断られたいという気持ちが大きく、今もなぜ選ばれたのかわからなくて悩んでいるくらいだ。

（でももう決まったことだから覚悟を決めなければ）

　エルベルトはみんなに等しく優しかったように思えて、自分にだけ特別であるとは思えなかった。エルベルトのどんなところが素敵なのか、答えに困っていた。

「マリアベル、そんなに深く悩まなくてもいいだろう。これから知っていけばいいこともたくさんある。お互いにいろんな一面があると思うから、そういうのを見逃さないようにしていきなさい」

　父親の言葉にマリアベルは小さく頷いた。

　マリアベルが部屋に戻ると、ダイアンも部屋に戻るようだった。

「お兄様、王太子殿下はどうしてわたくしを選んだのかしら」

「それは殿下のお気持ちだから察することはできても、断言はできない。そういうことを含めてお互いに話していきつつ、知り合う時間なのではないかと思うよ。マリアベル、殿下と一緒に過ごした時間、苦痛だった？」

「苦痛というわけではなかったですが」

「緊張はするだろうね。でも一緒にいる時間が居心地よくなったら、きっと見えるものも感じるものも変わるのかもしれないよ」

「そうですね」

「無理に繕う必要はないから、好きなところを探してみてもいいと思うよ」

　ダイアンの言葉にマリアベルは頷いた。

　部屋に入り、マリアベルはベッドに腰を下ろした。

（お父様もお母様も嬉しそうだったわ。王太子妃に選ばれたのに……どうしても喜べない）

　それでもマリアベルはエルベルトが嫌いだというわけではない。爆発の時にかばってもらったときも、転びそうになった瞬間に受け止めてもらったときも胸が高鳴ったのは覚えている。だが、それは相手が誰であってもエルベルトは守ってくれただろう。

（王太子殿下はどんな方なのか……ちゃんと見てこなかったから）

　マリアベルは少しだけ後悔したが、ダイアンの言う通りこれから知っていけばいいと思うことにした。




　ダイアンと一緒に魔塔に行く日がやってきた。ハロルド伯爵令嬢とは魔塔の入り口前で待ち合わせているらしい。

（いつ見ても壮大な塔なのよね。てっぺんは見えないし……）

　魔塔の中は壁側には螺旋階段があり、中央には魔法陣の上に乗って移動する魔法使いならではの道具がある。ほかにも各階では属性ごとの研究があり、魔法の実験室も完備されている。

　塔の外側は謎めいているのだが、中はあちらこちらからいろいろな言葉が飛び交い、賑やかなのも特徴だ。

「お兄様、魔塔主になるって聞いたのですが」

　魔塔の前でハロルド伯爵令嬢を待ちながら、マリアベルは言葉にした。

「ああ、春からだから、マリアベルが卒業した後だな」

「どうして教えてくださらなかったのです？」

「マリアベルが王宮の離れにいる時だったし、戻ってから伝えようと思ったのだが」

　ダイアンはマリアベルが帰ってきた日以外は、ほとんど魔塔で寝泊まりをしていたらしい。緊急信号の精度を上げることと発動に問題がないか入念なチェックを急がされたというのだ。

「お、お待たせいたしました」

　ハロルド伯爵令嬢がやってきて、マリアベルは挨拶をした。

「ごきげんよう、ハロルド伯爵令嬢」

「ごきげんよう、クレイセア小侯爵様、クレイセア侯爵令嬢」

「遅くなってしまってすまない」

　そこにエルベルトも加わり、マリアベルは驚いた。

「さあ、中に入ってから話しましょう」

　ダイアンが魔塔の扉を開けてくれた。魔法が掛けられた扉は、魔法のカードを使わないと開かないようになっている。

「ハロルド伯爵令嬢、レグラン夫人のお屋敷ではどのように過ごされているのですか？」

「町を案内していただいたり、レグラン夫人のピアノを借りたりしていましたわ」

「今度、またピアノを聴かせてくださいませ」

「ええ、もちろんですわ。ですが、クレイセア侯爵令嬢もピアノがお上手だと伺いました。今度はぜひ演奏してください」

　マリアベルは首を横に振った。

「そんな披露するような腕前ではありません」

「マリアベルは昔から謙遜するけど、本人に自覚がないだけでピアノも上手だと思うよ。さてハロルド伯爵令嬢、こちらの部屋にお願いします」

　魔法陣の上に乗ってかなり上に移動した後で、ダイアンが部屋に案内した。

「マリアベル、ハロルド伯爵令嬢の手を握ってみて」

　ダイアンに言われ、マリアベルは彼女の手を借りた。

「何かわかる？」

「魔力の流れが一定ではないことは……わかりますが」

「うーん、属性はわかりそう？」

「水か氷……だと思います」

　マリアベルが答えると、ダイアンは頷いた。

「魔力測定器というのがこちらだ」

　透明な丸い筒のような形をした、人が一人入れるスペースには、足元に七色に輝く大きな球が置いてあった。

「ハロルド伯爵令嬢はこちらに入っていただき、魔法球と呼ばれるあの球に手でも足でもいいから触れていてほしい。魔法を使ったことがないと思うから、最初は驚くと思うけど呼吸を一定にしてぼんやりとどこかを見ていればいいから」

　ダイアンの説明は簡易すぎて理解できないかもしれない。だが、それしか言えないのもマリアベルはわかっていた。

（魔法を使える人でもあの測定器には驚かされるもの）

　マリアベルの隣にはエルベルトがいつの間にか立ち、興味深そうにハロルド伯爵令嬢のことを見ていた。

「それでは始めるよ」

　ハロルド伯爵令嬢の準備が整うと、ダイアンは装置の操作盤を使い始めた。

　魔法球がふわりと浮き、ハロルド伯爵令嬢が驚いたようだが、片手だけは魔法球に触れていた。ふわふわと浮いているのは風魔法を使って浮かせているのだが、ハロルド伯爵令嬢に反応はない。次はぱちぱちと静電気が流れる雷魔法の実験だったが、こちらも反応はなかった。水魔法になり、魔法球から水があふれ出てきた。それは滝のように流れ、ハロルド伯爵令嬢の手がわずかに光っているのが見えた。

「氷魔法」

　ダイアンがつぶやき、今度は先ほどの水が凍っていく。ハロルド伯爵令嬢には異変が起きなかった。炎魔法やほかの魔法を試したが、反応したのは水だけだった。

「拒否反応もないことから、もしかしたら魔法の耐性が強いのかもしれないな。ハロルド伯爵令嬢、水をイメージして魔法球に触れてもらってもいいですか。魔法球を水で押し流すイメージです」

　ダイアンの言葉に頷いたハロルド伯爵令嬢は、イメージしたのだろう。魔法球がまるで川に浮かんで流れていくような動きになった。

「すごい魔力だ」

　終わりにしていいと告げ、ハロルド伯爵令嬢をそこから出した。

　がくっと膝を折って、ハロルド伯爵令嬢は床に座り込んだ。

「疲れましたよね。こちらにどうぞ」

　マリアベルがハロルド伯爵令嬢の手を引こうとしたとき、ダイアンが彼女を抱き上げて窓際のソファに座らせた。

「今の装置では魔力を測定するのと同時に、本人の意思に関係なく魔力を引き出す効果のあるお香を使ったのもあって、思っていた以上に疲労感があると思う」

　ダイアンがそう言い、ハロルド伯爵令嬢は息が上がっていて俯いたままだ。

「マリアベル、グラスを持ってきて」

　ダイアンに言われ、マリアベルは休憩所にあるグラスを取ってきた。

「氷、入れて」

　ダイアンの言葉通りマリアベルは氷魔法を使ってグラスに氷を入れた。そしてダイアンにグラスを渡すと水がグラスに入る。これも彼の魔法だ。

「すごい」

　ハロルド伯爵令嬢が驚いていたが、ダイアンはグラスを渡しながら首を横に振った。

「これくらいのことはハロルド伯爵令嬢ならすぐにできますよ」

　なんとなくダイアンとハロルド伯爵令嬢の雰囲気がよくて、マリアベルはそっとその場を離れた。

「クレイセア令嬢、どこに行くつもりなんだ？」

　ついてきたのはエルベルトでマリアベルは笑みを浮かべた。

「王太子殿下、最上階に行ったことはありますか？」

「いや、無いが……何か特別な施設があるのか？」

「行ってみましょうか。すごく特別な施設がありますから」

　マリアベルはそう言い、エルベルトと一緒に最上階に向かった。

「ここは……？」

　開放的な最上階に到着し、エルベルトは目を丸くした。

「ここは食堂のようなものです。シェフも交代で常駐し、厨房も完備されている場所です」

「魔塔にこんな場所があるとは」

「父が魔塔主だったころ、寝食取らずに研究に没頭していたことがあって母が見かねたようです。食事も睡眠も大切なものだからと諭し、ほかの研究員たちのためにも作った場所です」

「もともとは何があったんだ？」

「父の研究室でしたが、母が怒って食堂になったらしいと聞いていますわ」

「食事は大切だと、私もよく怒られるから」

「王太子殿下も食事をとらずに執務をすることがあるのですか？」

「稀に、ある」

　エルベルトが目をそらし、マリアベルはくすっと笑った。

「今朝は何かお召し上がりになられましたか？」

「いや、まだだが」

「ここで軽いお食事はいかがでしょうか。お口に合うかわかりませんが」

「ああ、部外者が食事をしても問題ないのか？」

「ええ、大丈夫です。兄にあとで請求しておきますから」

　マリアベルは笑いながらそう言った。

　食事を厨房に注文し、マリアベルはエルベルトと向かい合って座った。

「ハロルド伯爵令嬢の魔力に対してどう思ったのか聞かせてもらえるか」

「非常に魔力量は多いと思います。ただ使ったことがないだけでなく、使えなくしていたというのでしょうか……魔力の正常な流れができていなく、体に負担がかかっているように見えました」

　マリアベルが答えると、エルベルトは目を大きく見開いた。

「そんなことがわかるのか？」

「王太子殿下の魔力の流れも感じ取れますよ。殿下は炎の属性ですね」

「そんなことまでわかるなんて、クレイセア令嬢はすごいな」

「小さいころからそういう訓練をしていますから」

　マリアベルはそう言って笑い、エルベルトを見つめる。

「王太子殿下、食事ができたようなので持ってきますね」

「いや、私も一緒に行くよ」

「座って待っていてください」

　マリアベルは厨房のカウンターに行き、エルベルト用の食事と飲み物、そしてマリアベル用に飲み物とカップケーキを持ってきた。

「クレイセア令嬢は甘いものが好きなんだな」

「殿下は好きではないようですね」

「得意ではないが、食事のデザートで出されたら食べることもある」

　エルベルトはそう答えた。

　エルベルトが食べようとしたときに、マリアベルの手が伸ばされた。

「すみません、殿下」

「え？」

「毒見をした方がいいですよね？」

「いや、え？」

　エルベルトは驚いたが、マリアベルは新しいスプーンを使って一匙口に入れた。

「大丈夫だと思います」

　マリアベルがにこっと微笑み、エルベルトはがっくりと肩を落とした。

「クレイセア令嬢、そなたは毒の耐性もあるのか？」

「いえ、そんな訓練は受けておりません」

「二度と毒見を買って出ることのないように」

「ですが、殿下を危険な目に遭わせるわけにはいかないでしょう」

「そなたの責任感の強さはすごくいいと思うが、私のためにそなたの命が危ぶまれるなんて冗談じゃない。ここではっきりと言っておくが、私は毒の耐性をつけているから大概の毒では死なない。倒れたり、熱を出したりすることはあるが」

「すみません。差し出がましいことをしました」

「違う。そなたの優しさや責任感からくるものだと思っているが、このような場で毒を盛られることはないとわかっていてもそなたの先ほどの行動に私は恐怖を感じたんだ」

「恐怖……ですか？」

「毒が入っていたら、そなたが倒れて……吐血して、そのまま目を覚まさなかったら、そういう瞬間は何度も見てきた。だからこそ恐怖を感じたと言えるのだが」

「すみません。本当に毒が入っていることはないと勝手に思い込んでいて」

「それがそなたたちの日常だからな。さて、私もいただくとしよう」

　二人は無言で食事を進めた。マリアベルは何を話していいかわからず、エルベルトも先ほど強く咎めてしまったという思いがあるのだろう。取り繕う言葉も思い浮かばずに黙々と食べるだけだった。

「二人はここに来ていたのか」

　足がふらついているハロルド伯爵令嬢の手を取り、ダイアンがやってきた。

「食堂以外に部外者がうろうろできるところもありませんから。それよりもハロルド伯爵令嬢、疲労感はどうですか？　何か食べられますか？」

　マリアベルが言葉にすると、彼女は頷いた。

「ええ、体力がなくてお恥ずかしい限りですわ。今は何も口にできそうにありません。クレイセア侯爵令嬢、お気遣いいただきありがとうございます。それからわたくしのことはユアンナとお呼びください」

「わかりました。ユアンナ様、わたくしのこともマリアベルと呼んでくださいね」

「ええ。あの、実はマリアベル様にお願いがあります」

　ユアンナにそう言われ、マリアベルは笑顔で頷いた。

「わたくしにできることであれば」

「わたくしに魔法の使い方を教えていただけませんか」

　ユアンナからの申し出にマリアベルは戸惑った。

「兄に教わることは考えなかったのですか？」

　マリアベルがそう答え、ダイアンが口を挟んだ。

「数日、様子を見る必要があると思うんだ。魔力の流れはうまく言えないが、何かに阻まれているのか、流れが捻じれているのか、無理している傾向にある。まさか私が毎回彼女の手を握って確認するわけにもいかない」

「たしかにそうですわね。わたくしでよければ、ユアンナ様の魔法の勉強を手伝わせていただきますわ」

「ありがとうございます。マリアベル様……カーディナル帝国では魔法を使うという勉強はなかったので」

　ユアンナの言葉を聞き、マリアベルは言葉にした。

「カーディナル帝国には魔法使いはいないのですか？」

「魔法を使う職業の方はおりませんわ。ですので、さきほどクレイセア小侯爵様にも言われましたが、魔力を秘めていることに気づいていない人が多いのかもしれません。わたくしのように」

　ユアンナがそう言い、マリアベルは頷いた。

「だが、秘められた魔法使いを発掘するつもりはないんだ。今回のようにたまたま見つけられたら、話は別だけどね。そうじゃないと、カーディナル帝国が魔道具を買ってくれなくなる恐れもあるから」

　ダイアンがそう言い、エルベルトが苦笑を浮かべた。

「魔道具で思い出した。先日、着火粉を見てすぐにみんなわかったようだけど、着火粉ってどういうものでどういう使用方法があるんだ？」

　エルベルトの質問にダイアンは頷いた。

「着火粉は一般的に流通している魔道具の一つです。主に暖炉や厨房で使うことが多いもので、薪に火をつけるのが楽になるアイテムの一つです。通常、魔法を使わずに薪に火をつけるには、マッチで紙を燃やして薪に火を移すのですが、薪が湿っていたらつきませんし、薪に燃え移るまでに時間がかかります。薪の上にまいて、マッチで火をつけるだけで簡単に火をつけることができるという魔道具で、安くて誰にでも簡単に手に入るものです。もっとも着火粉は炎の魔法使いでしたら、必要ないものですけど」

「そういうものなのか。暖炉って薪を使った？」

「王宮は魔道具の暖房なので薪は必要ないですよ」

　ダイアンがエルベルトに答え、エルベルトは唸った。

「殿下がわからないのも無理はないと思います。魔道具の暖房は高級品で、貴族でも一部の人しか手に入れられないものですし、厨房で料理することもなければ着火粉をみたことがなくても不思議ではありません」

　ダイアンが言葉にして、エルベルトはようやく納得したようだ。

「魔道具もいろいろあるんですね」

　エルベルトと同様に驚いているのはユアンナだ。

「魔道具だと気づかずに使っている道具も多いですからね。また日常的になりすぎていて気付かない場合もあるでしょうね」

　ダイアンが説明し、マリアベルも頷くだけだった。

「そうか。たしかに我が国は魔道具が溢れているとは聞くが、そこまでだったのか」

　エルベルトが感心していると、ダイアンは笑いながら言葉にした。

「日々、魔塔の魔法使いが研究を重ねていますからね」

「魔法使いたちには頭が上がらなさそうだ」

　エルベルトの苦笑を受け、ダイアンは満足そうに笑っていた。

「では、ユアンナ様の魔法はどうやって教えましょうか」

「レグラン夫人の許可を得られるなら、我が家で彼女を預かるのが一番かと思っていて。我が家は全員が魔法使いだからね。彼女にとっても勉強になるのではないかと思うが」

「それならその件は王宮から通達することにしよう。そのほうがいろいろと勘ぐられることもないだろうし、魔法の勉強と伝えずに王国のマナーを学びたいということにすれば、クレイセア侯爵家ならと言ってもらえるはずだ」

　エルベルトがそう提案し、マリアベルもダイアンも頷いた。

「それではハロルド伯爵令嬢、まずは魔力を回復しに行きましょうか。歩けそうですか？」

　ダイアンがそう言い、ユアンナと一緒に別のところに行くようだ。

「私たちはどうしようか。クレイセア令嬢」

「そうですね。魔塔の中はうろうろする場所がないですから、どうしましょう」

「二人が戻ってくるまで、ここで話をしていようか」

「そうですね。では、飲み物を用意してきますね」

　マリアベルはそう言い、厨房からティーポットと茶葉を借りてきた。お湯の入ったティーポットに茶葉を入れ、ゆっくりと蒸らした後でカップに注いだ。

「そなたの淹れた茶は本当においしい。茶会でも何度か淹れてもらったが、これも何かの魔法か？　いや、魔道具を使っているのか？」

「魔道具も魔法も使っていませんわ。お茶はコツを掴めば、誰でも美味しく淹れられると思います」

「いや、私にはそなたの茶が特別なのかもしれない」

　そう言われたマリアベルはなんだか恥ずかしくなってしまった。

「そうだ。大事なことを言い忘れていた。クレイセア令嬢、三日後という急な予定で申し訳ないのだが、時間を作ってもらえないだろうか」

「構いませんが、何か予定があるのでしょうか」

「オペラが好きだと聞いていたから、一緒にどうだろうか」

「ふたりきりですか？」

「いや、ハロルド令嬢とダイアンを誘うつもりだが……ハロルド令嬢もダイアンもクレイセア家にいるのだから、一緒に行ったところで問題ないだろうし」

「かしこまりました」

「三日後、迎えに行くから」

「えっ？　わたくしたちが殿下を迎えに……」

「それでは意味がない」

　エルベルトはそう言い、準備をして待っているようにと告げた。

「殿下、わたくしからも質問してもよろしいですか？」

「ああ、かまわない」

「ラドクリフ公爵令嬢はどうなったのでしょうか」

「詳細はわからないが、公爵から自室で謹慎させていると聞いている」

「そうですか。ラドクリフ公爵令嬢の侍女たちはどうなりましたか？」

「今は治療に専念している。身体の傷と心のケアを神殿に頼んでいて、二人はしばらく神殿に泊まることになった」

「お見舞いに行くのは無理でしょうか？」

　マリアベルの言葉にエルベルトは頷いた。

「神殿に問い合わせておく。クレイセア令嬢以外にも気にかけている人がいるようで、見舞いに行けないかと聞かれているんだ」

「どなたですか？」

「レグラン夫人とモルトー令嬢だ」

　マリアベルは驚いたが、エルベルトが言葉を続けた。

「モルトー令嬢は治療を手伝いたいと申し出てくれているようで、その件もあわせて神殿に連絡をしようと思っていたところだ」

「モルトー伯爵令嬢は、治療のお手伝いを申し出ているのですね。彼女の神聖力と応急処置能力は爆発事故の時にすごいと圧倒されました」

「爆発事故の時にモルトー伯爵令嬢の背中を押したのは、そなただろう？　そなたの判断力も素晴らしいと思っている」

「わたくしは何もできませんでしたわ。殿下のように指示を飛ばすことも、治療を手伝うこともできずに」

「モルトー令嬢はそなたがいたからこそ、落ち着いて応急処置ができたと言っていた」

　マリアベルは少しだけ嬉しかったが、それを表情には出さなかった。

「殿下、殿下のお好きなこと……趣味は何かございますか？　本以外で」

「うーん、最近はやっていないけど、馬に乗って走ることかな。クレイセア令嬢、乗馬はどう？」

「授業で習う程度です」

「それなら今度、一緒に乗馬をしないか。見せたい風景もあるし」

　マリアベルは戸惑いながら頷いた。

「おいていかれないように頑張りますわ」

「そんなことはしないよ。もしよければ、王太子妃候補で集まってくれた令嬢みんなにも声を掛けようと思う」

「ピクニックができたらいいですね」

　マリアベルの意見にエルベルトはすぐに頷いた。

「準備を整えておこう」

　マリアベルとエルベルトの話がひと段落したところに、顔色がよくなったユアンナとダイアンが戻ってきた。

「ユアンナ様、大丈夫ですか？」

「ええ、先ほどよりも元気になりました。すみません……ご迷惑ばかりおかけしてしまって」

「ユアンナ様のせいではありませんわ。魔法を使い始めた頃はみんな同じような症状を引き起こしますから」

　マリアベルの言葉にユアンナは驚いたようだ。

「最初から魔法をうまく使いこなせる人はいないってことだ。ハロルド令嬢は、筋がいい方だと思うけど、クレイセア小侯爵はどうお考えかな」

　エルベルトがそう言い、ダイアンは笑いながら頷いた。

「最初はみんな無理しがちですからね。どれほどの魔力量があるかわからないから、全部使いきって数日起き上がれないこともあります。ハロルド伯爵令嬢はとてもセンスがあると思いますよ。神殿に行けば回復がもっと早いかもしれませんが、魔力と神聖力の相性が必ずしもいいとは言えませんから」

　ダイアンの言葉にユアンナは頷きながら聞いていた。

「もしよろしければ、ユアンナ様も一緒に神殿に行きませんか？」

「ラドクリフ公爵令嬢の侍女二人の件もありますよね。レグラン夫人からお話を聞いていて、わたくしもシェリル……いえローダン伯爵令嬢と伺うことを考えておりました」

「ローダン伯爵令嬢とユアンナ様は仲がよろしいのですね」

　マリアベルはがそう言い、ユアンナは照れたように頷いた。

「親戚というのもありますが、彼女とは気が合うのもあって一緒にいることが多かったんです」

「見舞いの件もそうだが、先にオペラに行こうと思う。ハロルド令嬢とローダン令嬢も招待しよう」

　エルベルトがそう言い、マリアベルは頷いた。

「先にハロルド令嬢の件、頼みますよ。我が家に来ていただけるように手配してほしいのですが」

　ダイアンがそう言い、エルベルトは頷いた。

「ローダン令嬢も一緒の方がいいだろう。クレイセア侯爵に話を通してすぐに手続きができるようにしよう。今日の帰りにクレイセア侯爵に会いに行こうと思う」

「それなら、ユアンナ様も一度、うちにいらっしゃいませんか？　父と会っていただけたらと思うのですが」

　マリアベルの言葉にユアンナは頷いた。

「さて可愛い妹と頑張ってくれたハロルド伯爵令嬢に、これから私がカフェに連れて行って差し上げましょう。好きなものを好きなだけ注文していいですよ」

　ダイアンの言葉にマリアベルはユアンナと一緒に喜んだ。

「お兄様、どちらのカフェに連れて行ってくださるのですか？」

「そうだな。マリアベルだけだったら、いつものカフェに連れていくが……ハロルド伯爵令嬢の好みがわからないから、迷っているところだ」

「ユアンナ様はどんなスイーツがお好きですか？」

「マリアベル様が好きなカフェに行ってみたいと思ったのですが、ダメでしょうか」

「クレイセア侯爵家の行きつけのカフェは興味深いな。私もそこに行ってみたい」

　エルベルトもそう言いだし、マリアベルはダイアンを見つめた。

「ではそのカフェに行きましょう。魔法陣に乗ってください」

　みんなでカフェに行き、マリアベルはユアンナとおすすめのスイーツを食べて楽しくおしゃべりをした。

　その後でクレイセア侯爵家へと移動し、エルベルトとダイアンから事情を聞いた父親はまずユアンナを見つめた。

「たしかにダイアンが言うように、魔力量は非常に多いというのはわかるが……魔力が体のいたるところで絡まっているように見えるね」

「絡まっている？」

　ダイアンが疑問を抱き、父親は頷いた。

「ああ、成長期に何か無理をしたせいなのか、魔力を誰かに封じられそうになったのか、そこまではわからないが、故意に絡ませたと考えたほうがいいだろう」

　マリアベルは考えながら、言葉にした。

「絡まった糸をほどくように練習を重ねればどうにかなりますか？」

「それも難しそうだから……近々、神殿に行くといいだろう。神聖力がもしかしたらいい方向に導いてくれるかもしれない」

　ユアンナの魔力はすぐに解放されそうにはないというのが、父親の見解らしい。

「まずはローダン令嬢とハロルド令嬢を預かっていただくということは承諾いただけますか」

　エルベルトの言葉に父親も母親も笑顔で頷いた。

「それはもちろん構いませんよ、王太子殿下。マリアベルが学校に行かなければならない日も出てきますので、その時は私たちがハロルド伯爵令嬢の助けになりましょう。ローダン伯爵令嬢にも何かあればその都度、報告します」

　父親がそう答え、二人が一週間以内に移動してくることで話は終わった。

「では、クレイセア令嬢、また三日後に。オペラは王室の特別席で見られるから楽しみにしていて」

「はい、楽しみにしております。殿下もお気をつけてお帰りください」

　エルベルトがユアンナを送っていき、マリアベルは二人を玄関で見送った。

「マリアベル様、ではまた」

「ええ、ユアンナ様もお気をつけて」

　二人は握手を交わした。二人を見送った後で、父親はマリアベルとダイアンを呼んだ。

「ハロルド伯爵令嬢の魔力は尋常じゃない量だ。今まで放出せずにいられたのが不思議なくらいだと思うのだが」

「魔力暴走を起こさなかったというのが、非常に驚くべき点ですね。ただ父上が絡まっていると言ったので、なんとなく魔力が外に出なかった理由もわかるような気がします」

　ダイアンがそう言い、マリアベルは別の心配をしていた。

「今回、測定器を使って無理に引き出した魔力ですが、ユアンナ様の身体に影響が出ることはないのでしょうか」

「マリアベルの言う通りだな。なるべく早く移動してきてもらいたいのだが……神殿に行く日も決めなければならないが」

　父親がそう言うと、ダイアンが答えた。

「殿下が神殿に通達してくれるそうなので、それを待ちましょう。応急処置というわけではないですが、今はハロルド伯爵令嬢が念じても魔力が使えないように封じてあります」

　その言葉にマリアベルは驚いた。

「封じることもできるのですか？」

「同じ水魔法を使えるから、流れを止めるのは簡単だった。ただ一時的なものだから、定期的に封じたほうが良いかもしれない」

　ダイアンの言葉にマリアベルは頷いた。

「それよりもマリアベル、殿下とのデートはどうだったんだ？」

　ダイアンはそう言い、マリアベルはきょとんとした。

「デートって何ですか？」

「殿下とふたり食堂で食事をしながら、話をしただろう？　それもデートではないのか」

「デートの定義がわかりませんが、あれもデートに入るのでしょうか」

　デートの割には堅苦しいとしか思えない時間だった。

（怒られたし、心配されたし……うーん、でも少し殿下の話は聞けたからいいかなとは思ったけど）

　二人の今後の話ではなく、マリアベルが気になっていることばかりを話題にしていたようにも思う。

　悩んだマリアベルだが、次はオペラに行く約束があるだけで口元が少しだけ緩んだ。

　オペラに行く日は思っていた以上に大人数になった。

「マリアベル様、ごきげんよう」

「ユアンナ様、ごきげんよう。体調はいかがですか？」

　二人のやり取りを見て、ほかの令嬢たちも集まってきた。

「クレイセア侯爵令嬢、わたくしのこともシェリルと呼んでくださいませ」

　まずローダン伯爵令嬢がそう言い、次はオラル伯爵令嬢だ。

「わたくしもコーネリアと呼んでくださいますか？」

　そして最後にモルトー伯爵令嬢が恥ずかしそうに言葉にした。

「わたくし、キャスティーヌもキャスと呼んでいただきたいですわ」

　マリアベルも名前で呼んでほしいと言い、五人の令嬢たちは馬車の中で和気あいあいと過ごした。

「今回のオペラは新作ですよね」

　キャスティーヌがそう言い、マリアベルは大きく頷いた。

「ええ、いつもとは違うと聞いていますわ。楽しみで昨夜は眠れなかったくらいで」

　マリアベルの言葉にコーネリアが驚いた。

「マリアベル様がオペラ好きという話はうかがっていましたが、そこまでお好きだとは思いませんでしたわ」

「コーネリア様はオペラ、好きじゃないのですか？」

「いえ、好きですが……学校ではそういう話をあまりできないというか」

「学術院は勉強漬けと聞きますからね」

　キャスティーヌがそう言い、シェリルが口を開いた。

「今度、皆様の学校の話を聞かせてもらえませんか？」

「ええ、もちろんです。ほかの学校については詳しくないので、皆さんの学校について私も知りたいと思っていました」

　キャスティーヌはそう言い、マリアベルも頷いた。

「それなら、近々我が家でお茶会を開きますわ」

　マリアベルの提案に五人の女性たちは笑いながら頷いていた。




　一方、別の馬車にはエルベルトと小侯爵四人が乗っていた。

「はあああ、まさかこんな馬車の中が息苦しいなんて思わなかったですよ」

　カルージャ小侯爵がため息を吐き、エルベルトも深く唸った。

「こんなはずじゃなかったのだが……」

「馬車を二台にわけたのはまずかったようですね」

　ダイアンが笑みを浮かべた。

「だが、誰が誰を迎えに行くのか、そこで噂になるわけにはいくまい」

　エルベルトは仕方なかったと言い訳をした。

「女性たちがオペラを楽しむ様子を鑑賞しましょうか」

　ドゥルーク小侯爵はそう言い、バラモント小侯爵は眼鏡を引き上げながら言葉にした。

「ドゥルーク小侯爵、婚約者を連れてこなくて大丈夫ですか？」

「彼女には伝えてありますので、おそらく劇場の前で合流できるでしょう。なので、帰りはご一緒できませんので」

　ドゥルーク小侯爵の言葉を聞いた後で、エルベルトが神妙な顔をしたまま口を開いた。

「神殿にはいつ頃行けそうなのか教えてもらえないか。バラモント小侯爵」

「四日後には大神官である父が各地巡礼に向かってしまいますので、それまでに来ていただけるといいかと思います」

「巡礼の時期なのか」

「ええ、一回の巡礼で二ヶ月程かかりますので、この時期に出発しないと北部は雪で埋まって動けなくなりますからね」

「そうだな。では明日か明後日、向かうことにする。ダイアン、令嬢たちに伝えておいてもらえるか？」

「かしこまりました。殿下、執務の方は大丈夫ですか？」

「大丈夫なように頑張っているよ。執務官たちにはいい顔をされないけどね。でも婚約者との仲を深めるためだからと陛下から言われたらしくて、何も言わないでくれる」

「それにしてもオペラ観劇ほどつまらない公務はないとぼやいていた殿下が、婚約者のためにオペラに通うようになるのかと思うと……クレイセア侯爵令嬢の影響ってすごいんですね」

　ドゥルーク小侯爵は不思議そうにエルベルトを見ながら言葉にした。

「デートに誘おうと思ったのだが、彼女が好きなことは何か考えたら、オペラしか思いつかなくて」

　エルベルトは気まずそうに言葉を紡いだ。

「まだまだこれから知っていけばいいのですから」

　ダイアンはそう言ってくれたが、妹に関する情報をくれる様子もなかった。

「さて劇場に着いたぞ。それぞれ頼むよ……手筈通りに」

　エルベルトがそう言い、まずはドゥルーク小侯爵が馬車を降り、その次にカルージャ小侯爵が降りた。ドゥルーク小侯爵は劇場近くで待っていた自分の婚約者の手を取って、カルージャ小侯爵はすぐ後ろに到着した馬車から、コーネリアをエスコートした。

「オラル伯爵令嬢、お手をどうぞ」

「ありがとうございます、カルージャ小侯爵」

　その次はバラモント小侯爵が馬車に近付いた。

「モルトー伯爵令嬢、こちらに」

　その姿を見ていた貴族令嬢たちはひそひそと話し始めた。

「小侯爵様がみなさまおそろいみたいよ」

「本当にいつ見ても素敵だわ」

「あちらの女性は……いったい」

　ダイアンがユアンナをエスコートして、最後にエルベルトがマリアベルとシェリルの二人をエスコートした。

「王太子妃候補はあの二人に絞られたのかしら？」

「たくさんいたはずだと聞いたことがありますけど……それよりも」

「ええ、あの方がいらっしゃらないわね？」

「王太子妃候補筆頭の……ラドクリフ公爵令嬢」

「あら、本当に見当たらないわね」

　ひそひそと話をしているのをエルベルトはしっかりと聞いていた。

（二人に絞られたと思わせることができたから、良しとしよう。ラドクリフ令嬢の名前はやはり出ることは出るものだな）

　エルベルトはマリアベルとシェリルをエスコートして、王室用の観覧席に移動した。

「王太子殿下、この度はご観覧いただきありがとうございます。今回の新作オペラはとても人気で必ず楽しんでいただけると思います」

　劇場の支配人が挨拶をしに来て、エルベルトはただ頷くだけだった。

　女性たちを見やすい席へと座らせ、エルベルトはマリアベルの斜め後ろに座った。彼女の表情が一番見える特等席である。

　いつもならエルベルトにとって苦痛な時間だった。あくびを噛み殺し、無表情を貫きながらぼんやりとオペラを観ているだけだ。内容なんていつも同じようなものばかりで新鮮味など感じたこともなかった。

　だが、今宵は今までとは違った。

（世の男性たちが好きな女性を連れてオペラに来る理由がわかるな）

　マリアベルの表情はオペラのストーリーが進むごとにめまぐるしく変わる。そして彼女の笑顔がとてもきれいなことに気づいた。

（あんな笑顔を見られるのはオペラの時だけかもしれない……見たことのない表情を見せてもらえるのなら、この時間は有意義だとしか言いようがないな）

　エルベルトは今までになく充実した数時間を過ごした。そしてマリアベルたちを連れて演者の元に挨拶に行くと令嬢たちは感激して顔を真っ赤にしていた。

「クレイセア令嬢、そなたの好きなケーキはどこの店にあるのか、教えてもらえないか？」

　エルベルトがマリアベルに尋ねると、マリアベルは頷いてくれた。だが、大勢の貴族令嬢がこちらを注目しているのもあり、二人で店に行くことは不可能だった。

「この大人数では店に行けないだろうな。ローダン令嬢とハロルド令嬢、そしてダイアンと私たちで別行動にしよう。カルージャ小侯爵たち、令嬢たちをしっかりと送り届けるように」

　エルベルトがそう言い、マリアベルはシェリルとユアンナの手を取って店へと向かった。

「殿下、貴族令嬢のうわさは怖いですからね」

　ダイアンがこそこそと話している貴族令嬢を見ながら、エルベルトに耳打ちをした。

「わかっている。だからこそ、策を練っているのだが」

「うまくいくかはわかりませんね」

　ダイアンの言葉にエルベルトは頷いた。

　そしてエルベルトとダイアンの嫌な予感は当たってしまった。




　オペラの翌日は神殿を訪れることになった。

「おはよう、クレイセア令嬢」

　この日もまたエルベルトが迎えに来てマリアベルは戸惑いながら笑みを浮かべた。

「ローダン令嬢とハロルド令嬢も準備はできているか」

　エルベルトがそう声を掛け、二人も笑顔を見せる。

「お見舞いの品をどうしようか悩んでいました。まさかこんなに早く神殿へ訪問するとは思ってもいなかったので」

　マリアベルがそう言うと、エルベルトは頷いた。

「大神官の巡礼が始まる前が良いと思ったんだが」

「そのような予定があるとは知らず、申し訳ありません。モルトー伯爵令嬢はご一緒ですか？」

　何も考えずに言葉を紡いでしまった反省をしつつ、マリアベルは目を伏せながら聞いた。

「いや、彼女はバラモント小侯爵が案内をするらしい。別行動で頼むと言われた」

「キャスティーヌ様は神殿の中でお仕事を見つけるのかもしれませんね」

　マリアベルはシェリルとユアンナにそう話しかけた。そしてダイアンが揃うと、メイドに頼んでいた見舞いの品を馬車に乗せて神殿へと出発した。

「クレイセア令嬢、明日は予定があると聞いたが、その予定とは何か聞いてもかまわないか？」

　エルベルトがマリアベルにそう聞き、マリアベルは頷いた。

「明日は学校に行く日です。卒業試験前の進捗報告やレポートの提出があります」

「そうか。もうそんな時期か。あと二ヶ月ちょっとで卒業試験が始まるか」

「ええ、実技試験はもう終わっていますが、筆記試験がまだ残っていますので」

「王宮の離れでも勉強をしていたのか」

　エルベルトの言葉にマリアベルは頷いた。

「レグラン夫人の授業を受けて夜はその復習と卒業試験対策をしていました」

　マリアベルはそう答え、ユアンナが驚いていた。

「マリアベル様はとても努力をされていたのですね。わたくしはレグラン夫人の授業だけでついていくのがやっとでしたのに」

「わたくしもレグラン夫人の授業の復習が大変でした」

　ユアンナに続いてシェリルもそう言い、マリアベルは笑みを浮かべた。

「お二人は今まで教わったことのないことを習うのですから……わたくしは学校である程度のことは習っていたので、レグラン夫人の授業はすごく大変というわけではなかったのです。苦手な分野はありますが」

　そんな話をしているうちに神殿へと到着した。

「すごく立派な神殿ですね。カーディナル帝国でもここまで立派な神殿は、見たことがないですわ」

　シェリルがそう言い、ユアンナも頷いていた。

「我が国では神殿は人々の信仰心の強さを表してきたらしいですよ。そのため王都にある大神殿と呼ばれるここは人口も多く信仰心も強いという意味をこめてこれだけ立派な建物になっていると言われています」

　ダイアンが説明し、二人は頷きながら聞いていた。

「では中に入ろうか」

　エルベルトが先に立って神殿へと入っていた。この時間はちょうど礼拝が終わり、神官たちはみんなそれぞれの持ち場に戻って仕事をしている。

　大神官であるバラモント侯爵とバラモント小侯爵、そしてキャスティーヌが出迎えてくれた。

「大神官、巡礼前の忙しい時に時間を作ってくれてありがとう」

「殿下、こちらこそ見舞っていただき、ありがとうございます」

「まずは二人を見舞いたいと思うのだが、どうすればいいのか教えてくれ」

「では二人をこちらに連れてきましょう」

　バラモント侯爵がそう言い、神官に命じた。

「こちらのハロルド令嬢だが、どうやらそなたの助けが必要らしい。のちほど、クレイセア小侯爵から説明を聞き、力を貸してほしいのだが」

「ええ、かしこまりました」

　マリアベルたちは聖堂に案内され、そこでしばらく待っていると侍女が二人やってきた。

「王太子殿下、それからご令嬢たち……その節は大変申し訳ありませんでした」

　侍女二人は床に膝をついて頭を下げた。

「やめてくれ。そんなことをしてもらうために私たちが来たわけではない。まずは立ってみんなにそなたたちの顔を見せてほしい」

　エルベルトがそう言い、侍女たちは立ち上がって顔をあげた。

「これはお二人にお見舞いの品よ。顔色が良くなってホッとしたわ。わたくしたちこそ、あなたたち二人のつらい気持ちに気づいてあげられず、本当に申し訳なかったわ」

　マリアベルが言葉にすると、ユアンナも頷きながら言葉にした。

「二人は本当にいろんなことに耐えていたのね。気づこうともしなかったわたくしを許してほしいわ」

「そんな、ご令嬢たちは何も悪くありません。相談しなさいとレグラン夫人にも言われたのに、恐怖のあまり口を閉ざした自分たちが弱いだけなので」

　侍女の一人がそう言い、もう一人も涙ぐみながら頷いているだけだった。

「わたくしたちに責任のあることですわ。上に立つ者が恐怖を与えて統治するなんてやり方は許されないですから」

　シェリルはそう言いながら、息を吐いた。

「今回のことでわたくしも自分の言動を見直しましたわ。何があっても手をあげることのないようにしようと思っています」

　シェリルの決意とも取れる言葉に全員が頷いていた。

「キャスティーヌ様、二人のケガはどうでしょうか」

　マリアベルが尋ねると、キャスティーヌはゆっくりと言葉にした。

「体の方の傷はだいぶ薄くなって、もう少しで完治と言えるでしょう。ただ心の方は、そう簡単には治りません。しばらく様子を見つつ、対処法を考えていくしかないかと思っているのですが」

「二人に尋ねたいのだが、まだ王宮の侍女として勤めることはできそうか」

　エルベルトが言葉にし、二人は頷いた。

「はい」

「ならば、二人には婚約者の侍女を任せようと思う。ほかにも二人ほど専属侍女がいるのだが、お互いに協力し合って婚約者の身の回りを整えてほしい」

　エルベルトがそう言い、二人はきれいな涙で頬を濡らしながら何度も頷いていた。

　侍女二人が戻っていくと、今度はユアンナの番だ。侍女と面会している間に、ダイアンがバラモント侯爵と話をしておいてくれた。

「ふむ、クレイセア小侯爵の話を聞く限り、非常に珍しいケースだということはわかった。それにもう一人のローダン伯爵令嬢だったか……彼女から神聖力を感じる」

　バラモント侯爵はそう言い、シェリルとユアンナを連れて聖堂の奥へと向かった。一緒に行けるのはバラモント小侯爵とキャスティーヌだけで、マリアベルはエルベルトとダイアンと一緒に大聖堂に残った。

「クレイセア令嬢、ここに座って」

「ありがとうございます」

　聖堂の椅子に座り、マリアベルは何を話せばいいのかわからなかった。

「先ほどクレイセア令嬢は馬車の中で苦手な分野があると言っていたが、どのようなことが苦手なのか訊いてもよいか」

「苦手分野、ですか……学校の授業ですと、歴史が苦手です。レグラン夫人の授業では貴族間の相関図と言いましょうか。派閥や敵対している家門を覚えるのが苦手ですわ」

「歴史か。何かアドバイスができればと思ったが、歴史は教えようがないものだからな」

「そうですね。自分で努力して覚えるしかなくて」

「ただ貴族間の相関図に関しては、すぐに覚える必要はない。今後、いろいろな局面で覚えていけると思うし、その都度聞いてもらえればいくらでも教えるつもりだから不安にならないでほしい」

「ありがとうございます」

「マリアベルは昔から覚える勉強が得意なのに、歴史だけはだめだったんだよな」

　ダイアンが笑いながらそう言い、マリアベルは恥ずかしくなって俯いた。

「ひどいですわ、お兄様」

「ああ、ごめん。マリアベルはほかの科目ができすぎるから、歴史ができないように見えるんだよ」

「そんなことはありませんわ。お兄様のように優秀ではありませんもの」

　マリアベルがそう言い、エルベルトは笑い出した。

「本当に二人は仲がいいんだな。羨ましいくらいだ」

「殿下も王女殿下と仲がよろしいのでは？」

　マリアベルの言葉にエルベルトは少し考えたようだ。

「そなたたちとは少し違うような気がするが……嫌われてはいないと思う」

　エルベルトの言葉にマリアベルは疑問を抱いたが、言葉にはしなかった。

　ようやくバラモント侯爵が戻ってきて、シェリルとユアンナの姿はなかった。

「二人だが、しばらく動けないと思う。クレイセア小侯爵が言うようにハロルド令嬢は魔法が使えないようになっていた。同じようにローダン令嬢も神聖力があるのに使えないようになっている。カーディナル帝国のことはよくわからないが、特別な力を忌み嫌う何かがあるのかもしれないな。生まれてすぐにそういった力を封じる祈りを捧げられたのだろう」

　バラモント侯爵がそう言い、ダイアンが質問をした。

「封じられた力を解放することはやめたほうがいいのでしょうか」

「カーディナル帝国に戻るのであれば、今は開放すべきではないと思っているのだが」

「ということは、バラモント侯爵が解放することができるということですか？」

　ダイアンの言葉にバラモント侯爵は小さく頷いた。

「不可能ではないと思う。ただ時間はかかるとだけ申しておこう」

「それならまず……そうですね。二人が帝国に戻らなくてもいい理由を見つけるべきですね」

　ダイアンが明るい声でそう言ったのを聞き、マリアベルは首を傾げた。

「帝国に戻らない理由なんて、作れるのでしょうか」

「結婚すればいいと思わないか？」

「ですが、年に数回はご実家にお戻りになるでしょう？」

　マリアベルがそう言い、バラモント侯爵は頷いた。

「短い期間だけなら簡易的に封じ込めることは可能だろう。本人たちが自在に封じ込められるようになるのがいいが……そういう訓練も一緒にやりつつ、それぞれの能力を引き出す方がいいのかもしれないな」

　その言葉を聞き、ダイアンは頷いた。

「カーディナル帝国の人々は能力を封じられているのでしょう。気付かない可能性もありますよね」

「ダイアン、もっと重要なことがある」

　エルベルトが口を挟み、ダイアンが首を傾げた。

「そなたが魔法使いだというのは有名だろう。カーディナル帝国出身の二人の両親が結婚を許すだろうか。特別な力を忌み嫌うのであれば、魔法使いとの結婚なんて反対するんじゃないのか」

　エルベルトがそう言い、ダイアンは唸った。

「ですが、とりあえず求婚書を送るつもりです。殿下、早く婚約者候補から外れたことを通知してもらえませんか」

　ダイアンがエルベルトにそう迫り、マリアベルは深く息を吐いた。

「お兄様、その通知はまだ出せませんわ。婚約者が確定するのはもう少し後です。せめて学校の試験が終わってからにしてほしいのですが」

「ああ、そうだった。だが、早くハロルド令嬢が魔法を使うところが見たいのだ」

「期間があるというのなら、二人の封印を解き、力が解放されないように制御する方法を教えつつ、鍛錬を積む方がよいだろう。うまく封印できないまま帝国に戻るときがあったら、私が封印をしてあげよう」

　バラモント侯爵がそう言い、ダイアンはその日からユアンナとシェリルを毎日、神殿に送ることにした。

　マリアベルもユアンナの魔法は気になっていて早く見たいと思っていたが、ダイアンほどではなかった。

「それではクレイセア令嬢、明日は学校だったな。気を付けるように」

「はい、ありがとうございます」

「それからこれは万が一の時……危険を知らせてくれる魔道具だ。肌身離さず持っていてほしい」

　エルベルトからもらったのはペンダントだった。

「わかりました。殿下もお食事はちゃんとしてくださいね」

「わかっている」

　マリアベルはエルベルトに送ってもらい、翌日の準備をすることにした。

　夕食の時間ぎりぎりにダイアンとシェリル、ユアンナが戻ってきた。

　ユアンナもシェリルも疲れているようで、食事を軽く済ませると先に休むと言って部屋に入ってしまった。

「お兄様、あまり二人に負担を掛けさせないようにお願いしますね。わたくしも明日は早いので、先に部屋に戻らせていただきます」

　マリアベルも両親とダイアンに挨拶をし、自分の部屋に戻った。学校に行く準備を済ませてから、ベッドに横になる。寝る前に考えていたのは、エルベルトのことだ。

（王太子殿下は私と接点を持とうとしてくださっているのに……私は気の利いた言葉をかけることもできないし、会話を広げることもできないなんて……殿下の好きなものを知りたいと言ったのに、何も聞けてない）

　この日ははじめてエルベルトが声をあげて笑うのを見た。普段は隙のない顔をしているのに、笑うとふにゃっと崩れて破顔するのがあどけなく見えた。

　もっといろいろな顔を見せてほしい、と思いながらこの夜は眠った。

　翌日、マリアベルは三ヶ月ぶりの学校だった。まずは先生にレポートを提出する。

「クレイセア侯爵令嬢、確かに受け取りました。内容を確認して成績をつけます。それから王太子妃候補に選ばれ、妃教育期間の成績を頂きました。大変すばらしい成績でしたね」

「ありがとうございます」

「卒業試験のほうも期待していますよ」

「はい」

　マリアベルは返事をした後で、自分の教室に向かった。教室に入ってすぐに感じたのは、いつもの刺々しい視線ではなく、好奇心と興味に満ち溢れた視線ばかりだった。

「クレイセア侯爵令嬢、王太子殿下の婚約者候補に残っていると思っていいのでしょうか」

「えっと、どういうことですか？」

　マリアベルが聞き返すと、数人が近づいてきて言葉にした。

「うわさではラドクリフ公爵令嬢が、婚約者候補から外されたらしいですが、それ以外にも数名が外れ、今ではクレイセア侯爵令嬢と隣国からのご令嬢のお二人が残っているとか」

「騎士学校の友人からラドクリフ公爵令嬢は婚約者候補から外れてよかったと言っていましたけど、どんな方なのです？」

　次から次へと質問され、マリアベルは少し困ってしまった。

「婚約者候補については、何も話してはいけないことになっていて」

　マリアベルはそう言い訳をした。この言い訳は事前にエルベルトから言われたものである。

『クレイセア令嬢、学校に行って友人や知り合いに婚約者候補について何か訊かれたら、話してはいけないと王宮に誓約書を書かされたと言うといい』

　マリアベルはその言葉通りに答えた。

「あら、そうなのですね。婚約者候補が発表されるまで、何も言えないってことですか」

「その通りです。そういう誓約書を書かされたので、ほかのご令嬢たちも同じように答えると思いますわ」

　マリアベルはそう言った。というのも令嬢たちの間でもそういう打ち合わせをしておいたのだ。

「結局、恋愛したいと言っていたくせに、王太子妃候補……最終選考に残っているらしいけど、ラドクリフ公爵令嬢がいないなら、あの変人が王太子妃になる可能性が高いんじゃない？」

「恋愛結婚じゃなくて政略結婚でいいってこと？」

　マリアベルに訊いても何も答えてもらえなかった腹いせか、次々と陰口が生まれているようだ。陰口ならまだいいのだが、マリアベルの耳に入るようにうわさをたてているようだった。

（選ばれたと言ったとしてもまだわからないと言ったとしてもどちらにしろ、陰口を言われるのね。私だって恋愛結婚したかったのに……どうしてこうなったのかわからない）

　魔法学校の生徒はマリアベルが王太子妃に選ばれると考えている人が多いようだった。そのため今も婚約者が決まらずに焦っている貴族令嬢からは疎まれ、侯爵令嬢という肩書があるからこそ良家と結ばれると思われているようだった。

（みんなの勘が当たっているけど、まだそれは言えないし）

　マリアベルはそう思ったが、気にせずに勉強するしかなかった。この日は学校にいても落ち着かず、勉強に集中しているつもりがまったく集中できずにいた。

　久しぶりの学校なのに、マリアベルはただ疲れただけだった。

（ラドクリフ公爵令嬢が候補から外れたうわさは、いったいどこから流れているのかしら？）

　マリアベルは疑問を抱いたが、それを口に出すことはできなかった。

　学校から戻ったマリアベルは、その日は夕食も摂らずに寝てしまった。それほど心身ともに疲れてしまったようだ。

　翌日、マリアベルはシェリルとユアンナに朝食の席で顔を合わせた。

「マリアベル様、昨夜は疲れて眠ってしまったと聞いたのですが、お身体はもう大丈夫ですか？」

　ユアンナが心配そうに声を掛けてくれて、シェリルも頷いている。

「心配をかけてごめんなさい。ユアンナ様もシェリル様も神殿に通っていてお疲れではありませんか？」

「私たちは神殿に通うのが楽しくて……新しいことを学ぶのは新鮮でこんなにも好奇心がくすぐられるものだとはじめて知りましたわ」

　シェリルがそう言い、ユアンナも頷いている。

「知らないことを知るのは、楽しいと思いますわ。わたくしもそう思って魔法学校に入りましたが、今は卒業に向けて忙しくて」

　マリアベルはそう言い訳をした。

「学校で何かあったのでしょうか」

　ユアンナは勘を働かせたのか、そう尋ねてきた。

「ええ、いくつか気になることがあって」

　マリアベルはそう言葉にした。

「お話だけでも聞かせてもらえませんか。学校というのはどんなところですか？」

　シェリルはそう尋ねてきてマリアベルは笑いながら頷いた。

「朝食を済ませて、お二人にお時間があるのなら庭園でお話ししましょうか」

　マリアベルの提案に二人は笑顔で頷いた。

　三人が庭園に移動し、そして朝食後のティータイムを楽しむ時間となった。

「学校には何歳から通うのですか？」

　シェリルの質問にマリアベルはすぐに答えた。

「そうですね。七歳になる年に試験を受けることが多いです」

「試験？」

　ユアンナが不思議そうな顔をし、マリアベルは頷きながら答えた。

「ルーセンティア王国には四種類の学校があります。魔法学校、騎士学校、神学校そして学術院。魔法学校では魔力の適性検査、騎士学校では体力テスト、神学校では神聖力の適性検査、学術院では学力テストがあり、基準値を超えた学校に入学ができることになっています」

「マリアベル様も七歳から学校に通っているのですか？」

　シェリルが感心したように言い、マリアベルは頷いた。

「わたくしも兄も七歳になる年、試験を受けたのは六歳の時ですが……魔法学校でユアンナ様が受けたような魔力測定をしました。それから約十年、学校に通いながら様々な勉強をしています」

「例えばどのような勉強を？」

「読み書きや計算といったことから、歴史など一般教養と言われる座学、こちらはおそらくカーディナル帝国でも家庭教師が教えてくれることではないでしょうか。それ以外に実技というその学校に特化した授業がありますわ」

「そこで友人を作ったり、社交活動をしたりということでしょうか」

「ご友人を作る方もいますし、社交活動に励む方もいますが、勉強が第一だとわたくしは思っていますわ」

　マリアベルがそう答え、二人は頷いてくれた。

「ルーセンティア王国の方々は勤勉で努力家なのですね」

　ユアンナの言葉にマリアベルは首を横に振った。

「お二人の方がとても努力されていて、勤勉だと思いますわ。わたくしたちよりも向上心があると思っています」

　三人は笑いながら話していたが、昼を回るころにユアンナとシェリルをダイアンが迎えに来た。二人は毎日二時間ほどを神殿で過ごしていた。その二人に付き添うのはダイアンで、マリアベルはその間に試験勉強を進めていた。








第六章　婚約式までに









　世間では新聞各社もこぞって王太子妃の話題を取り上げていた。

『王太子殿下はついに王太子妃を決めたらしい』

　大々的な見出しで毎日のように、それぞれの新聞社が王太子妃の予想を載せている。毎日、神殿に通うシェリルとユアンナが取り上げられ、神殿に通う理由が王太子妃に選ばれたからではないかと騒がれている。

　つまり神殿に通い、身を清めているのではないかというのだ。また王宮の離れで王太子妃教育を受けた人たちについても勝手な憶測が飛び交っている。

『王太子殿下は然るべき時に妃殿下となるお相手を発表すると公表』

　新聞社がそう書くと、クレイセア侯爵家でカーディナル帝国の令嬢を二人も預かっている理由についても詮索されている状態だ。

「勝手なことばかり書かれているけれど、王室はこれを黙認しているのかしら？」

　マリアベルは新聞を読みながらぼやいた。

「王室が発表するまで、婚約者を絞らせないために好き勝手に書かせていると殿下は言っていたが」

　ダイアンはそう言いながら、難しい顔をしていた。ここ最近、朝食の席では新聞の話ばかりである。

「来月には卒業試験だろう？　マリアベル」

「ええ、あと一ヶ月もなくて焦っていますわ、お兄様」

「マリアベルなら大丈夫だよ。落ち着いて問題に向き合えば、合格は間違いないから」

　ダイアンがそう言ってくれるのは心強いのだが、マリアベルは不安に駆られて夜遅くまで勉強していた。

　というのも昼間は勉強している時間がなかった。

　エルベルトが週に一度か二度、クレイセア侯爵家に足を運んでくれるのだ。卒業試験が終わって、二週間後は卒業式、それから三日ほど経つとデビュタントパーティが始まる。

「魔法学校の卒業式は魔法使いのローブを羽織るのだろう？　クレイセア令嬢はローブを用意したのかい？」

　エルベルトはティータイムにやってきて、世間話を交えながら今後の予定を話していく。

「ええ、ローブは準備できています。デビュタント用のドレスも仮縫いが終わりそうですわ」

「それはよかった。今日はこれからアクセサリーを頼もうと思って」

　エルベルトがそう言い、マリアベルは小さく頷いた。

「もう少ししたらここに宝石商が来るはずだから」

「ここに呼んだのですか？」

　マリアベルが驚くと、エルベルトは頷いた。

「そなたを王宮に呼び出すわけにはいかないからね」

　それもそうだと思ったマリアベルだが、エルベルトとはなかなかデートの一つもできずにいた。

「殿下、ユアンナ様とシェリル様も一緒にアクセサリーを見てもいいですか」

「同席するのは構わないよ。ハロルド令嬢の分はダイアンが用意すると思うし、ローダン令嬢の方も声がかかっていると思うから、クレイセア令嬢が心配する必要はないんじゃないかな」

　そんな会話をしていると、横で聞いていたダイアンがため息を漏らした。

「殿下、いつまで他人行儀に妹を呼ぶのです？　そろそろお互いに名前で呼び合うとか、できないものですかね」

　ダイアンの苦言にエルベルトはふぅっと大きく息を吐いた。

「毎日のように新聞社からの取材があるんだ。間違って名前で呼んでしまったら大変だから……名前で呼び合うのは婚約発表を終わらせてからにする」

　エルベルトがそう言い、ダイアンはただ頷くだけだった。

　すぐに宝石商が来て、マリアベルはエルベルトと一緒にアクセサリーを選んだ。ダイアンもシェリルとユアンナを呼んで、アクセサリーを見ていた。ユアンナにはブローチ、シェリルにはネックレスを頼んだ。

　マリアベルはイヤリングやネックレス、ブレスレットなど数点をエルベルトと選んだ。ブレスレットはエルベルトと同じデザインのものを購入した。

（殿下とおそろいの……ブレスレット）

　それがとてもうれしいと思うようになっていた。

　宝石商が満足そうに帰っていった後で、ダイアンが立ち上がった。

「では、二人を連れて神殿に行ってきます」

「私も一緒に行こうと思うのだが、クレイセア令嬢も一緒に行かないか？」

　マリアベルはエルベルトの誘いを受け、みんなで神殿に向かった。

　馬車の中でエルベルトはマリアベルに話しかけた。

「卒業式の後にデビュタントパーティがある。エスコートをさせてもらいたい。デビュタントパーティの初日にクレイセア令嬢が私の婚約者だと公表するつもりだ」

「はい、構いません」

　マリアベルはこれ以上、世間を騙し続けるのが心苦しかった。

「婚約式はそれから二ヶ月後を予定しているんだ」

　デビュタントパーティを皮切りに約二ヶ月間、社交シーズンに入る。社交シーズンの終わりに婚約式を執り行うということになる。

「準備の時間がとても短いのですね」

「婚約式用のドレスは王宮の方で手配が終わっているから……デビュタント用のドレスの注文とほぼ同時にお願いしている。婚約式に必要な指輪とティアラを準備するだけだよ」

「婚約式のことまですべて殿下に準備していただいて、本当に申し訳ありません」

「いや、こちらこそ。クレイセア令嬢に選ばせてあげられないのが心苦しいのだが」

「お気遣いいただき、ありがとうございます」

「格式を求められる式だから……婚約式も結婚式もそなたに選ばせてあげられないが」

「殿下のお気持ちだけで充分ですわ。わたくしが選ぶことになったら決められないかもしれません」

　マリアベルはそう言うしかなかった。

　貴族の結婚式は嫁ぎ先の格式に合わせるのが当然だった。どの家にも古くから伝わるドレスがあり、それを参考にしたドレスを新婦に合わせて作るものである。ただ最近では、結婚式だけは新婦の望むようにさせてくれる家も増えているらしい。

「マリアベル様、忙しそうですが大丈夫ですか？」

　ユアンナが心配そうに言ってくれて、マリアベルは笑いながら頷いた。

「大丈夫ですわ。もし疲れが取れないようなことがあったら、シェリル様に神聖力で疲れを癒してもらいますから」

「わたくしの神聖力なんてまだまだ使い物にならなくて……それならキャスティーヌ様に頼んだ方が」

　シェリルが慌てたように言い、マリアベルは笑うだけだった。

　神殿の中ではマリアベルはエルベルトとふたりきりで過ごした。

「なかなか会う時間が取れなくてすまない。もっとそなたと一緒にいる時間を作りたいのだが」

「うわさが広まっていますから」

「ああ、婚約を公表したら、そなたは嫌かもしれないが……王室騎士団の精鋭を護衛としてつけようと思っている」

「安全を配慮してくださっているとわかっております」

　マリアベルは頷いた。

「殿下、新聞社が書いている記事ですが、どうお考えですか？」

「こちらの思惑通りに攪乱していると思っているが、クレイセア令嬢はどう思う？」

「世間を騙しているようで心苦しいのです」

「そなたの気持ちを考えていなかったようで申し訳ない」

「いえ、わたくしの安全と無事に卒業を迎えるためだとわかっているので」

　マリアベルはそう言い、エルベルトはホッとしたように笑った。

「わかってくれていてよかった。それよりも学校はどうだ？　課題の提出に追われているとは思うが」

「学術院ほどではありませんわ。学校では新聞社の記事を鵜呑みにされている方が多いのもありますが、依然としてわたくしが王太子妃に選ばれたに決まっていると言い張っている方々もいます」

「その人たちから嫌がらせはないのか」

「陰口程度でしょうか。わたくしは、その……恋愛結婚がしたいと騒いでおりましたので、結局政略結婚でしかも権力に負けたと言われる程度ですわ」

「クレイセア令嬢、ひとつだけ訂正させてほしい」

　エルベルトがマリアベルをじっと見つめ、彼女の手を握った。

「私はそなたのことが好きだ。そなたの笑顔を独り占めにしたいと思うほど……できればこのまま王太子宮に連れ帰って、閉じ込めてしまいたいと何度も思っているくらいだ。だから政略結婚ではなく、心が動いたからこそ妃に選んだ。そのことをそなたには知っておいてもらいたい」

「殿下……わたくしも殿下をお慕いしています。いつも気にかけてくださり、わたくしのことを想って行動される殿下のことをお慕いしているのですが」

「恋愛かどうかはわからない、というのだろう？」

「いえ、心が動かされたという言葉を聞き、わたくしも同じだと思いました」

　マリアベルがエルベルトに特別な気持ちを抱き始めたのは、いつからかはわからない。学校で陰口を聞くたびに、自分だって恋愛結婚がしたかったと最初は憤っていた。だが、いつの間にかただの政略結婚ではない、お互いに気持ちが通じ合うように努力していると言いたくなった。寝る前にエルベルトのことを考え、ふとした時にエルベルトの好みを考えるようになった。それはつい最近のことのような気もするし、もう少し前からだったような気もする。知らず知らずにマリアベルの心にエルベルトの棲家ができていたのだろう。

（殿下は執務の最中かしら？　今週はいつ会えるのかしら）

　気付けばそんなことばかり考えるようになっていた。

「殿下、あの……迷惑でなければこの魔道具を使いませんか？」

　小さなクマのぬいぐるみのような魔道具をマリアベルはエルベルトに渡した。

「これは？」

「通信ができる魔道具なのですが」

「こんなに小さな通信魔道具があるのか」

　エルベルトが驚き、マリアベルは微笑んだ。

「兄の試作品です」

「さすがダイアンだな。これはクレイセア令嬢の通信魔道具と対になっているんだな？」

「はい、ただ試作品ですので使った後で使用感を伝えなければならないのですが」

「それくらいなら喜んで」

「それで殿下……通信してもいいですか？」

「ああ、もちろん。私もクレイセア令嬢の声が聴きたいと思うことがあるから、私からも連絡させてもらうよ」

「お忙しい時は、通信に出なくて大丈夫ですから」

　マリアベルがそう言い、エルベルトは首を横に振った。

「いや、一言だけでも出るようにするよ。会議の時以外は」

「昼間は連絡しないようにしますわ」

　マリアベルの言葉にエルベルトは笑っていた。

　デビュタントパーティ用のドレスやアクセサリーがクレイセア家に届き始めると、マリアベルは卒業試験を受けに毎日学校に行く日々がやってきた。

　四日間にわたる試験が終わり、マリアベルは憔悴しきっていた。そして一週間後に卒業試験の合格者が発表される。

「卒業試験にも合格発表があるのですね」

　ユアンナが驚き、シェリルは不安そうな顔をしながら言葉にした。

「マリアベル様は大丈夫だと思いますが、不合格になった方はどうなるのです？」

　シェリルの疑問に答えたのはダイアンだった。

「追試があって、その追試に合格すれば卒業できるが……追試にも受からなかった人はもう一年、学校に通うことになる。追試はデビュタントパーティ中だから昼間は試験、夜はパーティと息つく暇もない予定をこなすことになる」

「マリアベルの合格発表にはみんなで行くつもりだよ。娘の門出だからね」

　父親はそう言い、マリアベルは緊張をあらわにした。

「不合格になっていたらどうしましょう」

「ありえないよ、マリアベルに限っては」

　ダイアンが自信満々に言うのだが、試験を受けた当事者のマリアベルは気が気ではない。

『クレイセア令嬢、そんなに心配しなくてもそなたなら、合格していると思うよ。そなたはとても優秀だから』

　エルベルトが通信魔道具を通じてそう言ってくれたが、なおさらマリアベルのプレッシャーになっていた。

　その一週間、マリアベルはあまり眠れずにいた。

　合格発表当日、家族みんなで見に行ったマリアベルは、怖くて掲示板を見られずにいた。

「さすがだね、マリアベル」

　父親の声にマリアベルはようやく顔をあげて、掲示板を見つめた。

「あら、本当にすごいわ。マリアベル、よく頑張ったわね」

　母親の言葉に涙が滲み、はっきりと見えなくなっていく。

「だから大丈夫だと言っただろう」

　ダイアンの自信満々な言葉にマリアベルは頷いた。

「マリアベル、最優秀卒業おめでとう」

　マリアベルはこの年の卒業試験で一位を獲得していた。感激して言葉にならないマリアベルは、安心したのか涙が止まらなかった。

　その日の夜、夕食は少し豪華だったが、マリアベルは胸がいっぱいであまり食べられなかった。部屋に戻るとすぐに通信魔道具を取り出して、エルベルトに連絡をした。

「お忙しいですか？　殿下」

『いや、連絡を待っていた。おめでとう、クレイセア令嬢』

「ご存じなのですか？」

『ああ、見に行ったよ。魔法学校だけではなく、すべての学校の合格発表を見てきた』

「そうなのですね」

『魔法学校だけ行ったら、婚約者が特定されてしまいそうで不安になったからだけど……クレイセア令嬢、すごいね。最優秀なんて……そなたは本当に私の予想を超えてくるね』

「ありがとうございます」

『騎士学校ではラドクリフ令嬢も無事に卒業できていた。ギリギリのラインだったが……神学校ではモルトー令嬢が好成績を修めている。学術院のオラル令嬢も三位で合格していたよ』

「みなさん、無事に卒業されたのですね」

『ああ、そなたたちには大切な時期に王宮の離れに招集したから、気になってはいたのだが……全員卒業が決まってよかったと思っている』

　マリアベルはそれから少しの間、世間話をしていたつもりだった。だが、一週間ほど安心して眠れなかったマリアベルは、いつの間にか眠ってしまったようだ。

『ゆっくり休んで、クレイセア令嬢』

　返事が聞こえなくなったタイミングでエルベルトが優しく囁いていた。

　卒業式が終わり、すぐにデビュタントパーティが始まった。

　デビュタントパーティ初日の夕方、クレイセア侯爵家には三台の馬車が停まった。記者が押し寄せ、誰がどの馬車に乗っているのか確認したかったようだが、馬車の窓はカーテンがひかれていて中の様子を確認するのは不可能だった。

「マリアベル様、ではお先に参りますわ」

　シェリルを迎えに来たのはディザード伯爵家の嫡男だった。

（いつの間に？）

　マリアベルは驚いていたが、ユアンナがすぐ隣で教えてくれた。

「ディザード様も神殿にいらっしゃっていたのです。神聖力のある方で今は神聖力と聖水を使って薬草を育てる実験を行っているらしいですわ」

「ハロルド伯爵令嬢、我々も向かいますか」

　ダイアンがエスコートをしてユアンナも先に王宮へと向かった。

「さて、私たちも行こうか。クレイセア令嬢、大丈夫？」

「はい、覚悟はできているつもりです」

「何があっても守るから」

　エルベルトがそう言い、マリアベルは頷いた。

　王宮のデビュタントパーティではそれぞれの名前が読み上げられて入場していく。会場に入った貴族たちは、エルベルトが誰をエスコートするのか興味津々のようだ。

「ラドクリフ公爵とバレンシア公爵令嬢のご入場です」

　その言葉を聞き、マリアベルはホッとした。

「さあ、次だから行こうか」

　公爵家が入ると、次はエルベルトとマリアベルの番だ。この後は国王陛下と王妃殿下が入場する。

「エルベルト王太子殿下とマリアベル・クレイセア侯爵令嬢のご入場です」

　二人が会場に入ると、割れんばかりの拍手で迎えられた。

　デビュタントの祝辞が飛び交い、マリアベルはその雰囲気に圧倒された。

（こんなに祝福してもらえるのね）

　驚いたマリアベルだが、その直後に国王陛下と王妃殿下が入場すると場の雰囲気は一気に厳かなものへと変わった。

「デビュタントを迎える方々、おめでとう。この日を待ちわびた家族にも祝辞を述べる。さてこの良き日に王太子殿下から重大な発表がある」

　国王陛下がそう言い、エルベルトはマリアベルの手を取ってステージに上がった。

「この度、私はマリアベル・クレイセア侯爵令嬢を王太子妃として迎えることを決めました。今後は彼女と二人で力を合わせ、ルーセンティア王国の発展に努めていきたいと思っております」

　そして婚約式が二ヶ月後にあることを伝え、マリアベルの手の甲にキスをしたエルベルトだった。

　一曲目のワルツをエルベルトと踊ったマリアベルは、その後はダンスも食事もできなかった。

「おめでとうございます」

「お幸せに」

　次から次へと祝辞を受ける側になり、マリアベルは笑顔で対応していた。

「やはりあなたが選ばれたようですね、クレイセア令嬢」

　バレンシアが近づいてきて、マリアベルは頭を下げた。

「ラドクリフ公爵令嬢、ご卒業おめでとうございます」

「エスコートしたのが父で驚いたでしょう？　それにしてもクレイセア令嬢はとても計算高いのね。あんなに恋愛結婚したいと言っていたのに、結局権力には負けたということでしょう？」

　小声ではあるが棘のある言葉でマリアベルを追い込むバレンシアだったが、エルベルトの一声でその口は閉ざされた。

「ラドクリフ令嬢も権力に負けて婚姻が決まったと聞いたが……お相手はどこに？」

　エルベルトがそう言い、バレンシアはムッとした表情を見せたがすぐに作り笑いを浮かべた。

「本日は都合がつかず、来ていただけなかっただけですわ。この国の方ではありませんので、なかなかご紹介することもできませんが」

　そう言ってバレンシアはすぐにその場を立ち去って行った。

　そのあともお祝いに来てくれる貴族たちを相手にして、その日のパーティは終わった。

　翌日からクレイセア侯爵家には次々と贈り物が届けられ、玄関ホールはプレゼントの山で埋め尽くされていた。

　その日も夕方からパーティで少し早めにクレイセア侯爵家を訪れたエルベルトは、プレゼントの山を見て大きく息を吐いた。

「こちらもこの状態だとは……王太子宮も侍従たちが片付けに追われているところだ」

　エルベルトの言葉にマリアベルは苦笑を浮かべながら答えた。

「我が家も朝から贈り物が届いて、執事が目録を作っている最中ですわ。殿下と目録を見ながら、お返しを考えようと思っているのですが」

「そうだな。その準備もあるし、デビュタントパーティが終わった後の招待状も来ているだろう？　一緒に行くパーティを選ばないといけないから」

　エルベルトの言葉にマリアベルは頷いた。

「そうですね。殿下にも招待状が多いのでしょう？」

「執務官に優先順位と日程表を作ってもらっている。まずは重複するパーティから行くべきかと思うのだが」

「それにあわせてドレスも用意しなければなりませんね」

　マリアベルは考えていた以上に忙しいと感じていた。

「ドレスは考えなくてもいい。王妃と王女がそなたのために見繕ってくれているらしい」

「王妃殿下と王女殿下が？　とてもうれしく思います」

　二人の会話を横で聞いていたダイアンが突如、咳ばらいを始めた。

「ゴホッ、ゴホッ、ゴホン……二人はいつまでよそよそしく振る舞うつもりなんです？　仲の良さをアピールして、順番は違うが愛のある結婚だと知らしめるつもりだったのではないのでしょうか」

　ダイアンの苦言に慌てたのはエルベルトだ。

「ダイアン、余計なことを言うな。彼女にはまだそのことを伝えていないのに」

「伝えなきゃ、意味がないことでしょう？」

　ダイアンの方が上手でエルベルトが黙り込んでしまった。

「そもそもそんな作戦なんて考えなくても、殿下と長い付き合いの者たちはすぐに気づきますよ。殿下がマリアベルを愛しているってね」

「お、お兄様？　何を突然……言い出すの？」

　マリアベルが戸惑い、ダイアンは笑みを浮かべた。

「気付かないのは疎く初心な妹だけということでしょうか。それとも愛を伝え忘れているのですか？　殿下」

「ダイアン、それくらいにしてくれ。クレイセア令嬢、パーティの準備をしてきて」

「は、はい。では席を外させていただきますわ」

　マリアベルは二人の会話が気になってはいたが、パーティの準備には時間がかかる。今から取り掛かっても遅い方だと言われそうだ。

「お嬢様、まずは入浴ですわ。こちらに準備が整っております」

　バスタブに身体を沈めると、赤く長い髪の毛を丁寧に洗ってもらい、香油をつける。別の侍女がマリアベルの爪を手入れし、体の手入れを別の侍女が行う。マッサージが終わると、しっかりと拭き取ってそのあとは苦痛としか言いようがないコルセットだ。

「ううっ……ちょっと締めすぎよ」

「少しだけ緩めますわ」

　それでも十分に苦しいのだが、マリアベルは我慢するしかなかった。エルベルトの隣に立ち、少しでもきれいな自分を見てほしいと思っていた。




　一方、エルベルトは応接室でダイアンに話しかけた。

「ダイアンの求婚書は無事にハロルド伯爵に届いたのだろう？」

「ええ、届きましたが……」

「何か問題があるのか」

「いろいろありますね。まずルーセンティアのデビュタントがカーディナル帝国のデビュタントよりも一ヶ月早いことから……自国のデビュタントを前にパーティに男がエスコートするのはいかがなものかと言われたところから始まり」

「無理難題が多いのか？」

「いえ、ほとんどは解決しているのですが」

「うん」

「ハロルド伯爵令嬢とローダン伯爵令嬢は本日からのパーティには出席できないってことと」

「ああ、それで準備をしていないのか」

「そうですね。まあ、いろんな男の目に触れることがないだけ良しとしようと思って」

　ダイアンはそう言いながら、大きく息を吐いた。

「今月末から私は父とハロルド伯爵令嬢を連れて、カーディナル帝国に行ってきます。そのままあちらのデビュタントパーティに参加して、結婚について話し合ってくるつもりです」

「大変そうだな。でも……」

「マリアベルに比べればたいしたことないですよ。それよりも殿下、気になる動きがあると聞いたのですが」

「ああ、ラドクリフ令嬢だな」

「何があったのですか？」

「王太子妃候補から外れてすぐに、彼女は謹慎処分を受けた。ほとんどの時間を自室から出ずに過ごし、試験があるときだけ学校に行く生活だった」

「何か気になることでも？」

　ダイアンの疑問にエルベルトは息を吐いた。

「ひとつめの違和感は卒業試験の結果だ。王宮の離れでの試験がボロボロだった割に、卒業時の成績はまずまずだろう。離れでの授業では欠席が多くてマイナスになったはずなのに、卒業できるだけの点数が取れたことだな」

「ほかにも不審な点があるのでしょう？」

「昨夜のデビュタントで婚約者を明らかにしたのだが、それよりも前に王宮の離れから候補者たちが家に戻った頃、ラドクリフ公爵の名で祝いの品が届くようになった。赤いものばかりがな」

「赤……クレイセア家の色ですか。公爵が直々にそのようなことをするとは考えにくいですし、彼女が勝手に父親の名を借りてやっている可能性が高いとお考えですか」

「もちろん、ラドクリフ令嬢を候補から外してすぐに監視をつけているが……」

「本人が動いている気配が見えないということですね」

「ああ、駒のように動いてくれる人がいるのだろうとは思うが」

「ラドクリフ公爵令嬢がこちらに監視をつけている可能性もありますね」

　ダイアンがそう言い、エルベルトは頷いた。

「その可能性も大きい。だからこそ、わざと見えるように騎士を配置しているのだ。月末から数週間ダイアンと侯爵が不在になるのは不安だから、何か手を打たねば」

「そうですね。名目を打って殿下と過ごせればいいのですが」

「世論がうるさいだろうな、それはそれで……」

　エルベルトはもう少し悩んでおくと告げるだけだった。

「ダイアン、そなたも今宵のパーティには行かないのか」

「ええ、行きませんよ。そもそも私はあの場が誰よりも嫌いだと自負しておりますから」

　ダイアンの言葉にエルベルトは笑うだけだった。ダイアンは自身のデビュタントパーティにも行きたくなくて準備も疎かにしていたらしい。そこにマリアベルがやってきて、侯爵家の正装を見つけた彼女は、目を輝かせて言葉にした。

『お兄様、わたくし……お兄様の正装姿を誰よりも先に見たいですわ』

　その一言でダイアンは立派にデビュタントパーティをこなしてくると宣言したと聞いている。

『その時からダイアンはマリアベルのデビュタントは自分がエスコートをするつもりでしたわ。主人にも譲る気がなくて王太子殿下のエスコートも拒否したらどうしようかと思っていたところです』

　数日前にクレイセア侯爵夫人からそんな話を聞いたばかりだった。

「でもダイアン、カーディナル帝国のパーティはとても派手だと聞いているよ。結婚を控えているのだから、しっかり義務を果たしてくるんだ」

「わかっていますよ。だからこそこうやってパーティをサボっているんですよ」

　ダイアンが不貞腐れていて、エルベルトは楽しかった。

　マリアベルの準備が整い、エルベルトは彼女の手を取った。

「マリアベル嬢、そなたは今宵も美しい。では行こうか」

「殿下もとても素敵ですわ」

「マリアベル嬢、名前で呼んでくれ」

「……あの、」

「練習しただろう？」

　先日、二人はお互いの名前で呼び合う練習をしたのだ。照れながら言葉にするマリアベルが可愛らしくて、ほんの少し意地悪をしたつもりだったが……彼女には通じなかったようだ。

「は、はい。エルベルト様」

「目を伏せないで。マリアベル嬢のきれいな瞳に見つめられたいから」

「え、エルベルト様」

　恥じらうマリアベルの表情にエルベルトは複雑な想いを抱いた。

（このはにかんだ笑顔は独り占めしたい。独り占めしたい表情はいくらでもあるが……いや、ほかの男連中には見せたくないが、名前を呼ぶたびにこの表情をされたら見られるリスクがある。でも名前で呼んでほしい）

　馬車の中でマリアベルは楽しそうに話しかけてきた。

「お兄様がパーティ嫌いなのですが、ユアンナ様のためにカーディナル帝国のパーティマナーを覚えていますわ」

「ダイアンはやるときはやる男だからね。きっとそつなくハロルド令嬢のパートナーを務めるだろう」

「わたくしもそう思っていますわ」

「今日のパーティでもきっといろいろな人が挨拶に来るだろう。昨日と同じように笑顔で挨拶をしていればいいから。それから何か困ったことがあったら、私を頼ってほしい」

「ありがとうございます」

　エルベルトはまたバレンシアが近づいてくるだろうと思っていたが、その日のパーティでは近づいてくることはなかった。

　四日に渡る王宮でのパーティが無事に終わり、エルベルトはマリアベルと招待されたパーティの選別に取り掛かった。

「王妃のサロンとバザーがあるのか」

「ええ、この二つは必ず出席しなければならないので、先にお返事をさせていただきました」

「そうか。可能であれば、送迎は私がしたいのだが」

「エルベルト様のご予定が合えばお願いします」

「マリアベル嬢、それからこのパーティには一緒に出席してもらいたい」

　二人は話し合いながら社交シーズンの予定を決めていた。エルベルトは頬にかかったマリアベルの髪の毛を指ですくいながら、彼女の横顔を見つめる。

（こんな日常ばかりが続くといいのだが……）

　なぜかバレンシアのことが気になった。彼女のマリアベルを見る目が憎しみで濁っているように見えるせいだろうか。

（ラドクリフ令嬢はなぜマリアベル嬢を目の敵にしているのだろう？　かなり昔からマリアベル嬢を敵対視していたようだが、その理由はいったいどこにあるのか。マリアベル嬢とは面識がないというのに）

　バレンシアの憎しみは並々ならぬものだろうとエルベルトは考えていた。だからこそ、マリアベルには厳戒態勢を敷いていた。




　マリアベルはエルベルトと婚約していることを公表し、贈り物の返礼や社交シーズンならではのお誘いの返事に追われていた。

「たまには気分転換がしたい」

　マリアベルはそう思い、父親に相談した。

「お父様、オペラに行きたいとは言いませんわ。せめて町に行く許可はいただけませんか？」

「マリアベル、息が詰まるのはわかるが、それは許可できない。気分転換をさせてあげたいのは山々なのだが」

「ですが、護衛騎士もいますし、シェリル様とユアンナ様が帰国される前に、お土産を買いたいですし」

「わかるが、ダメなものはダメだ」

　普段は聞き分けの良いマリアベルだったが、この日はストレスとプレッシャーに心が弱っていたのだろう。

「お父様、ひどいですわ。もういいです。それなら勝手に出ていきますから」

　マリアベルは怒って一度部屋に戻った。そして彼女は誰にも何も告げずに、護衛の目を盗んで外出をした。

　赤い髪の毛は目立つのもあり、しっかりと結い上げて大きなつばのある帽子で隠した。マリアベルは家の馬車を使わず、通りに出て辻馬車に乗り込むと町へと向かった。シェリルとユアンナへ渡したかった土産を買い求め、それから気に入っているカフェに入った。ぼんやりと窓の外を眺め、やっと息苦しさから抜け出たと思っていた。誰もつけずに歩いていたマリアベルだが、息を切らしたエルベルトがカフェにやってきた。

「エルベルト……様？」

「少しだけ時間が空いたから、会いに来た。マリアベル嬢、私の飲み物とそなたにももう一杯飲み物を頼んでくれるか？　食べたいのならスイーツも頼んでいい」

　エルベルトの声はいつもよりも低く、マリアベルはびくっとした。それでもエルベルトの言葉に従った。

「この場では何も話すつもりはない。買い物は楽しめたかい？」

「はい」

「そう、誰かに声を掛けられることはなかった？」

「ありませんわ」

「よかった。そなたはとても魅力的な女性だからね。私以外にも狙っていた人がいるだろう」

「そんなことはありませんわ。変人扱いされていたんですもの」

　マリアベルはそう言いながら、エルベルトとは目を合わせられなかった。

（勝手に出て行ったことがバレて、エルベルト様に連絡されたんだわ。それでエルベルト様が執務を後回しにして捜しに来たのね……怒っていらっしゃるし）

　マリアベルはなんだか悲しくなった。自由に買い物に行くことも咎められ、黙って出てきたことは悪いことだと思っていても素直に謝れない。エルベルトに怒られるのも嫌で、今もこの場からどうにか逃げ出したいと考えているくらいだ。

「ほかに行きたいところはないか？」

　エルベルトのその問いにマリアベルは頷けなかった。行きたい場所はほかにもあったのに、今は家に帰るしかないと思っていた。お茶をした後でマリアベルは息苦しさをまた感じ始めた。だが、もう逃げられないと悟った。

「少し寄り道をしようか」

「えっ？」

　マリアベルは驚いて顔をあげた。ずっと俯いていたマリアベルは、エルベルトがどんな表情で自分を見ていたのか知らなかった。彼は怒っている顔ではなく、微笑んでいるように見えた。エルベルトの馬車で家に向かう前にマリアベルは、エルベルトと高台に向かった。

「ここから見る景色をそなたに見せたかったんだ。マリアベル嬢もこの景色を気に入ってくれるといいんだけど」

　マリアベルは王都が一望できるその景色に、ようやく肩の力を抜いた。

「エルベルト様、申し訳ありませんでした」

「いや、マリアベル嬢が悪いわけではない。ほかに行きたいところがあるなら、また今度私を誘ってくれないか？　では一緒に叱られようか」

　マリアベルは叱られることを覚悟してエルベルトと一緒に家に戻った。身体に緊張が走る。

「マリアベル……よかったわ、無事で」

　母親の声が響き、マリアベルは何も言わなかった。俯いたまま下唇を噛みしめる。

「とりあえず、話をしよう。マリアベル嬢」

　応接室に入り、マリアベルを座らせるとその隣にエルベルトが腰を下ろした。

「どうして護衛もつけずに出て行ったのか、教えてもらえないか？」

「わ、わたくしはお父様に……お願いしました。どうしてもユアンナ様とシェリル様にお土産を渡したくて……護衛をつけるから買い物に行かせてほしいと」

　マリアベルはそう言いながら、涙がこぼれてしまった。そのためそれ以上、言葉にはしなかった。

（黙って出かけたことは悪いと思うわ。だけど、出かけるのもダメで護衛をつけてもダメって言われて、どうしたらいいのよ？　どうしてちょっと外に出るだけもダメなの？）

　日々の息苦しさから抜け出したくて、それをわかってもらえなかったのだと思うと悔しくて涙があふれる。

「そうか。すまなかった。理由もなくそなたを閉じ込めていたつもりはない。安全を配慮するあまり、マリアベル嬢を監禁した状態にしてしまったようだ。申し訳ない」

　エルベルトの言葉にマリアベルは自分だけが悪いような気がして、涙が止まらなくなった。

「実はここまで安全に務める理由がある。これは数代前の話ではあるが……王族の威信を損なう大事件に発展した王家の恥と呼ばれるものだ」

　エルベルトは静かな声で話し始めた。

「その数代前は世の中が非常に不安定だった。隣国のカーディナル帝国が我が国を挟んだもう一つの隣国ザビンナ公国と一触即発の事態だった。二つの国に挟まれたルーセンティアはどちらかが開戦すれば間違いなく戦禍に巻き込まれる。そんな世の中で王太子がとある伯爵令嬢を妃に迎えることを決めた。だが、婚約式の少し前に伯爵令嬢は攫われ、一週間後に変わり果てた姿で見つかった。令嬢は王太子に恋い焦がれる別の令嬢に狙われ、野蛮な輩に純潔を奪われ、真冬の池に捨てられた。その姿を最初に見つけたのは王太子だった。彼はその姿を見て、凍てつく池に入って彼女を抱きしめて池の底に沈んだ。誰にも彼女の変わり果てた姿を見せたくなかったのだろう。たった一人の女性も守れない王族が、この国の民を守れるわけがないと王族に反対する者が出てきた。それを諫めたのが王太子の弟で、次の世を治める王となる方だった。結果的にその弟が即位したため、ザビンナ公国とカーディナル帝国は我が国の仲介を受け入れ、三カ国での友好条約が結ばれた。そして今では同盟国へと発展している」

　エルベルトはそこまでを話し、それからマリアベルの手をぎゅっと握った。

「王家の歴史を習ったとき、私はその王太子の気持ちがわからなかった。どうして自分の命を捨てたのだろうか、別の女性と結婚すれば済むことではないだろうかと思っていた。だが、マリアベル嬢、そなたに出会ってその気持ちがわかるようになった。そなたを奪われるのも失うのも嫌で、安全を考えるあまりそなたには辛い思いをさせてしまった。そなたの両親は悪くない。私からの頼みをただ聞いてくれただけなのだ。マリアベル嬢を思いやっていたら、ここまで辛い思いをさせることはなかったのかもしれない」

　すまないと言ってエルベルトは頭を下げた。マリアベルは何も言わなかった。何か言葉にすれば泣いていることがバレてしまうと思ったのだが、頭を下げたエルベルトと目が合ってしまった。

　その直後、マリアベルはぎゅっとエルベルトに抱きしめられた。

「本当にすまない。そなたを泣かせるなど、あってはならないことなのに。今後はどんなことでもそなたの言葉に耳を傾けると誓う。だから、どんな些細なことでも私に話してもらえないだろうか」

「心配かけて……ごめんなさい」

　マリアベルはその一言を吐き出すと、我慢していた嗚咽が漏れた。

「マリアベル、私も強く否定するだけで、何もしてあげなかった。本当にすまない。だが、父としてお前に伝えねばならぬことがある。お前が護衛騎士をまいて出かけたことによって、我が家の警備に当たっていた護衛騎士は罰を受ける。ドゥルーク小侯爵が騎士団長として、今叱責に来ているところだ」

　父親の言葉にマリアベルは自分の行動ひとつで大事になったことに気づいた。

（そんなつもりはなかったのに）

　そう思った瞬間、マリアベルの母親が鋭い一言を父親に浴びせた。

「そもそも発端はあなたが作ったのですよ。マリアベルのお願いに耳も貸さず、護衛騎士に迷惑をかけたのはほかでもないあなたのせいです。あなたが謝ってきなさい。マリアベルが辻馬車に乗って危険を顧みずに外に出るきっかけを作ったのですから……侍女たちがすぐに気づいてダイアンが追跡魔法をかけて探してくれたおかげですぐに見つかったのです。父親としてあなたがマリアベルを危険にさらしたのです」

　母親の言葉に何も言えなかったようで、父親は肩を落として謝るだけだった。

「護衛騎士たちに落ち度はないと伝えてこよう。罰しないように進言してくる」

　父親はそう言い、部屋を出て行った。母親も静かに部屋を出ていき、マリアベルはエルベルトとふたりきりになった。

「本当にごめん、マリアベル嬢」

　マリアベルの涙をぎこちなく指で拭うエルベルトに、マリアベルは首を横に振るだけだった。

「エルベルト様、何からわたくしを守ろうとしているのですか？」

「話すべきか迷っていたことがある。だが、話すべきだろうな」

　エルベルトはそう言い、マリアベルは頷いた。

「ラドクリフ令嬢の動きが気になったのだ」

「ですが、彼女には婚約者がいるでしょう？」

「隣国の伯爵と縁談が出ているとは聞いているが……マリアベル嬢はラドクリフ家の姉妹について知っていることはあるか？」

「長女の方が隣国の公爵とご結婚されたという話は知っています」

「二人の仲については知らないだろう。姉の方は優秀ではあるが、おっとりした性格で誰かに対して恨んだりするタイプではなかった。だが、妹の……バレンシア嬢の方はなにかと姉に対抗していたらしい。負けん気が強く、だからこそ騎士学校でも卑怯な手を使ってでも優位に立とうとするくらいだ。そんな彼女が姉よりも爵位の低い相手で満足するとは思えなくてね」

　マリアベルは少し考えたが、政略結婚であればそれも仕方ないことだろうと思っていた。

「母親が違うせいかもしれないが、それだけバレンシア嬢の方は姉よりも優位に立とうとしていたのだ。少なくとも王太子妃候補に選ばれたときは姉に勝ったと思ったはずだ」

「ですが、実際には王太子妃になれなかった」

「マリアベル嬢がいなくなれば……と考えるだろうと思っている」

　エルベルトの言葉にマリアベルは驚いた。

「いくらなんでもそこまで考えますか？」

「わからないからこそ、厳戒態勢を敷いているのだ。彼女はこちらの様子をうかがっているのは間違いない。情報ギルドにこちらの動きを探らせていることまではわかった。おそらくマリアベル嬢の行動を監視させているのだと思っている」

　マリアベルは驚いたが、それでも信じきれなかった。

「過敏になっているというのは否めないが、私にとって唯一無二の存在なのだ。マリアベル嬢を失いたくない。愛しているから」

　エルベルトはそう言い、マリアベルの頬を撫でる。少しくすぐったいその行為にマリアベルは目を閉じた。

　そっと近づいた彼の息遣い、柔らかい何かが唇に触れ、そして押し当てられた。

「エルベルト……様」

　キスをされたのだと気づいたマリアベルは頬が赤くなった。上擦った声で彼の名を呼んだ後、彼の微笑みを見つけた。

「もう一回、いい？」

　彼の唇も震えていて、声が上擦っていた。マリアベルは小さく頷くと、二度目のキスをした。ただ唇が重なるだけで、彼の体温を感じて愛しさがこみ上げる。

（私もエルベルト様を愛しているのかも……？　こんなにも温かい気持ちになるなんて知らなかった）

　心臓がいつもよりも速く打ち、頬が勝手に熱くなった。それでも心地よくてもう一度とねだりたくなる。

「さて、そろそろ私も戻らないと。マリアベル嬢、明後日は一緒に出掛けよう。オペラの新作を観たいって言っていたからね」

「覚えていてくださったのですか？」

「ああ、もちろん。明後日は二人きりでオペラに行こう」

　エルベルトが約束してくれて、マリアベルはようやく笑顔になった。

「そなたの笑顔が一番癒される」

　エルベルトはそう言い、額にキスをしてくれる。そしてようやく立ち上がって、クレイセア侯爵家を後にした。




　エルベルトはダイアンからその知らせを受けた。

「マリアベル嬢がいなくなった……？」

『いや、勝手に出て行ったようだ。父に外出の許しをお願いしたらしいが、反対されて……ここのところマリアベルは好きなように出掛けることもできずに息苦しかったのかもしれない』

「行き先は？」

『辻馬車で町に出た後、買い物をしているようだから、おそらくこの後にカフェに行くのだと思う』

　ダイアンから報告を受けたエルベルトはいてもたってもいられなかった。

「わかった。私が迎えに行くから……誰も手を出さなくていい」

　エルベルトはすぐに王太子宮を出て、町に向かった。ダイアンから聞いたカフェに行くと、物憂げに外を見るマリアベルの横顔を見つけた。

（彼女が無事で本当によかった）

　エルベルトはマリアベルを送り届け、侯爵家を後にするときにマリアベルの父親とダイアン、そして護衛騎士を叱っていたドゥルーク小侯爵に声を掛けた。

「重要な話がある。一緒に来てもらえないだろうか」

　すぐに全員が身支度を整えて、王太子宮にやってきた。

「此度は娘のわがままのせいで大変ご迷惑をおかけしました」

　クレイセア侯爵が頭を深く下げると、エルベルトは首を横に振った。

「彼女が悪いわけではない。それよりも集まってもらったのは、これを見てもらいたいからだ」

　エルベルトは紺色の封筒をみんなの前に差し出した。

「この封蝋は……ラドクリフ家の物ですね」

　クレイセア侯爵はそう言い、エルベルトは頷いた。

「中を読んでみるといい」

　エルベルトの言葉に三人は手紙を取り出した。

『二人で紡ぐ幸せな時間は、いつまで続くでしょうか。偽物の幸せは長く続かない』

　意味深ではあるが不気味な文章が綴られていた。

「字の雰囲気からして、ラドクリフ令嬢のものでしょうね」

　ダイアンが言葉にし、エルベルトは頷いた。

「ああ、彼女は人を雇ってマリアベル嬢を見張らせているようだ。彼女が雇った人を炙り出し、こちらの味方にできれば一番だが……難しそうだな」

「マリアベルを守るしかないということですね」

　ダイアンの言葉にエルベルトは頷いた。

「婚約式を挙げてはじめて王太子妃に選ばれたといってもいい。今は王太子妃というよりも王太子妃に一番近い候補の一人という扱いだ」

「そのため、マリアベルに害があっても王族に対する不敬、不義扱いにはならないということですか」

　クレイセア侯爵は肩を落とした。

「だからといって、今日のようなことがあっては困る。護衛騎士は最低でも三人はつけるようにして、彼女の行動を制限しすぎないように頼む」

　エルベルトはそう言い、ドゥルーク小侯爵は力強く頷いた。

「クレイセア侯爵家に派遣した護衛騎士は、すべて優秀です。必ず、お嬢様を守りますので安心してください」

「それからダイアン、そなたに頼みがある」

「何でしょうか」

「魔道具で彼女の位置がわかるようなものはないだろうか。アクセサリーにして肌身離さずつけてもらいたい。有事の際に、すぐに彼女を見つけ出せるものがほしい」

「かしこまりました。それくらいならすぐに」

「それからドゥルーク小侯爵、ラドクリフ令嬢を監視している人を増やしてほしい。マリアベル嬢に何かあったときのために」

　エルベルトの言葉に全員が頷きあうだけだった。

「しかし、なぜラドクリフ令嬢は脅迫文のようなものを送りつけてきたんだろうか。警戒されるだけなのに」

　ドゥルーク小侯爵は言葉にし、エルベルトは頷いた。

「警戒されるからこそ、動きやすいのかもしれませんね」

　クレイセア侯爵はそう言い、エルベルトは疑問を抱いた。

「どういうことだ？」

「警戒すればするほど、その警備の人数も増えます。警備の中に自分の息がかかったものを潜ませるのも簡単になりますから。それに行動するタイミングもわかりやすくなります」

　クレイセア侯爵の見解にエルベルトは頷いた。

「警備体制は今のままを維持。ドゥルーク小侯爵は護衛騎士の身元を調査し、信頼できるものだけをクレイセア侯爵家に派遣してくれ」

　エルベルトはそう言い、三人を帰した。誰もいなくなった執務室で、エルベルトは自分の唇に触れた。

（唇が触れるだけのキスで、あんなにも心が震えるなんて思わなかった。許されるなら、もっと深いキスをしたかったが……）

　自分の理性が保てるのか自信が持てなかった。触れたい、触れたらいけない、その葛藤が身を焦がすようでエルベルトは悶々としていた。




　エルベルトとオペラに行く日、マリアベルは念入りに化粧をした。ドレスはシェリルとユアンナの意見を聞き、アクセサリーも選び抜かれたものを使った。

「楽しんできてくださいね、マリアベル様」

「ありがとうございます。お土産のスイーツは楽しみにしていてくださいね」

　ユアンナとシェリルに見送られて、エルベルトと一緒にオペラに向かった。

「マリアベル嬢、今日もとてもきれいだ。その……これを常につけてもらうことは可能だろうか」

　エルベルトが差し出したのは、位置情報がわかる魔道具のブレスレットだ。

「素敵なブレスレットですね。つけてみてもいいですか？」

「ああ、私がつけてあげよう」

　エルベルトにブレスレットをつけられ、マリアベルは嬉しかった。ブレスレットをつけた腕を掲げ、目を細めてその細工の美しさに見とれていた。

「ありがとうございます」

「気に入ってもらえたようでよかった」

　二人はオペラを観劇し、マリアベルは今回の新作も気に入ったようだった。

「すごく素敵なお話でしたわ」

「そうか。マリアベル嬢が楽しそうで私もよい時間を過ごせた」

　エルベルトがそう言い、マリアベルはその後に彼とお茶をして過ごす。帰りにケーキをいくつか購入して、エルベルトに送ってもらった。

「またすぐにデートをしたいのだが……」

「お忙しいのでしょう。無理はなさらないようにお願いします」

「いや、時間は作るつもりだが、次に会うのはパーティだな」

「三日後ですね」

「ああ、婚約式の衣装も仮縫いが終わったみたいだから」

「王宮に行けばよろしいのでしょうか」

「それは確認しておく。今日は楽しかった。ゆっくり休んで」

「わたくしもとても楽しかったですわ。ありがとうございました」

　そしてエルベルトの唇が額に落とされる。だが、マリアベルは額では物足りなく感じた。唇に求めたかったが、さすがにそれは恥ずかしくて言えなかった。彼の姿を見送り、マリアベルは家に入った。

　マリアベルはユアンナとシェリルと話しながら、買ってきたケーキを一緒に食べた。

　それからユアンナとシェリルがデビュタントを迎えるため、カーディナル帝国に帰国が決まった。ダイアンと父親の二人だけの予定だったが、母親も一緒に行くことになった。マリアベルはひとり留守番になったが、婚約式まであと一ヶ月程で準備もある。婚約式の招待状はほぼ出来上がっていて、エルベルトと確認しなければならない。

　エルベルトと一緒に招待されているパーティもあってカーディナル帝国を訪れている時間はなかった。

「マリアベル様も皇太子殿下と一緒に帝国に来ていただけたらと思っていますわ」

「ありがとうございます。今回はおふたりのデビュタントパーティに参列できず、とても残念ですが……」

「マリアベル様の婚約式までに戻ってきますので」

　ユアンナとシェリルはそう言い、マリアベルはふたりを見送った。

　みんなが出掛けてしまうと、屋敷の中がすごく静かで寂しさを感じる。

『マリアベル嬢、今通信してもよいか？』

　タイミングよくエルベルトから通信が入り、マリアベルはすぐに返事をした。

「エルベルト様、今しがたみんながカーディナル帝国に出発しましたわ」

『そうか。見送りに行けず、申し訳ない』

「会議だと言っていましたが、終わったのですか？」

『いや、休憩中だ。会議が終わったら、すぐにそちらに向かうから』

　エルベルトの言葉にマリアベルはただ頷くだけだった。

　午後になると、マリアベルの元に家庭教師がやってくる。家庭教師は婚約式の礼節を教えてくれるのだが、立ち居振る舞いはもちろんお辞儀の角度まで細かく指導してくれる。

　週に一度家庭教師が来る以外では、アクセサリーの確認やドレスの直しで人が出入りする程度だった。その時はエルベルトが一緒にいてくれることが多く、二人で話し合いながら決めていた。

「ティアラのジュエリーだが、ルビーは入れたい」

　エルベルトがそう言いだし、マリアベルは驚いた。

「王室のダイヤとサファイアだけで十分ですわ」

「いや、クレイセア家のルビーもしっかり入れてもらおう。ルビーはマリアベル嬢の守り石でもあるから」

　エルベルトが言い出し、マリアベルは頷いた。エルベルトは常にマリアベルのことを優先的に考えてくれていた。その気持ちにマリアベルはどうにかこたえたいと思うのだが、どう示していいのかわからない。

「今はマリアベル嬢がこの屋敷でひとりということは、誰もが付け入る隙があると考えると思うのだが……何か変わったことなどないか」

　エルベルトの言葉にマリアベルは頷いた。

「特に変わったことはないと思いますが」

「この屋敷の執事も使用人もすべて教育が行き届いているから、不審な者を入れることはないと思うが、十分に気を付けてほしい」

「はい」

　王太子妃として選ばれてから、マリアベルはエルベルトのエスコートで社交活動を行っている。時には心無い言葉を耳にすることも増えていた。気にしないようにしていても時には聞こえるように陰口をたたかれることも多かった。

「マリアベル嬢、嫌な気持ちになることが多いとは思うが、そういう時はすぐに言ってほしい。私に対して直接進言してくるような者はなかなかいないので、どうにもそういうことに疎くて」

「エルベルト様、大丈夫ですわ。わたくしは学校生活でも変人だとか、侯爵令嬢に相応しくないとか言われていましたので」

「マリアベル嬢、今はまだただの陰口程度で済まされるが、婚約式を終えたらその言葉はすべて不敬罪として捉えることができる。そなたはそういう立場になるのだということを覚えておいて」

「はい。まだ覚悟が足りなかったようで、申し訳ありません」

「そうではない。堅苦しいことばかりになってしまい、こちらこそ申し訳ない」

　お互いの視線が絡んだ後、唇を重ねた。

「それではそろそろ私は戻るけど」

「ええ、わかっていますわ。明日の夜はまたパーティですから」

「ああ、行きたくはないが……断れる相手ではないからな」

　翌日のパーティはラドクリフ公爵家のパーティだ。二大公爵のパーティを欠席するわけにはいかない。マリアベルはこの社交シーズンで人脈を作っていかなければならない。

　そしてラドクリフ公爵家のパーティにエルベルトのエスコートでマリアベルは出席した。現在のラドクリフ公爵夫人はバレンシアの母親でバレンシアの姉を生んだ女性は、子供を出産してすぐに亡くなっていた。ラドクリフ公爵夫人はやり手で社交界でも重鎮とされており、彼女の主催するパーティやサロンに招待されることは貴族たちの中で栄誉とされていた。

「王太子殿下、それからクレイセア侯爵令嬢、此度はおめでとうございます。そして招待を受けていただき、感謝しておりますわ」

　ラドクリフ公爵夫人は二人を丁重に出迎えてくれて、マリアベルは少しだけ安心した。

「こちらこそ、招待にあずかり、光栄なことだと思っている。今後も私たち二人を支援していただけるよう願っている」

　エルベルトはそう言い、ラドクリフ公爵夫人は扇子で口元を覆いながら微笑んだ。

「ええ、娘のことはとても残念でしたが、あの子は王太子妃には向いておりませんから」

　バレンシアをすぐ隣に置きながら、侯爵夫人はそう言って微笑む。

「ですが、娘も良い縁を結べたようで安心していますの。これも主人のおかげですわ。あら、ご紹介が遅れましたわ。バレンシア、伯爵様を呼んでいらっしゃい」

　嬉しそうに話すラドクリフ公爵夫人と、無表情なバレンシアにマリアベルは違和感を覚えたが、何も言わなかった。

　バレンシアが連れてきた彼女の婚約者は、年が一回りほど上の男性だった。

「すごく優しいお方で、娘に寄り添ってくださる方ですの」

　ラドクリフ公爵夫人はバレンシアの婚約者を褒め、その男はエルベルトに小さく耳打ちをした。

　すぐ隣にいたマリアベルにはその言葉が聞こえてきた。

「王太子殿下から下賜されたというべきでしょうね。お手付きをしておきながら婚約を破棄されるとは……ああ、そちらのお嬢さんの具合がよかったのですか？　私にも貸してもらえませんかね」

　聞こえてきた言葉の意味がわからず、マリアベルは表情を変えなかった。

「おもしろいことをおっしゃる方だ。他国の貴族ということもあり、王国法をあまり存じていないようですね。まあ覚える必要もないでしょうけど……おふたりはとてもお似合いですよ。末永くお幸せに」

　エルベルトが笑顔を作ってそう言い、マリアベルも頭を下げるだけだった。

　パーティではダンスを一曲踊って、ほかの出席者に簡単な挨拶をしただけで帰ってきた。

「あの、エルベルト様」

「どうした？」

「ラドクリフ公爵令嬢の婚約者様が言っていたのはどういう意味ですか？」

「……！　聞こえていたのか？」

「ええ、はっきりと聞こえていました。でも、意味がわからなくて」

「いや、わからなくていい。あんな戯言、真に受けるつもりはないから」

「でも、わたくしが何か貸さなければならないのですよね？」

　マリアベルの言葉にエルベルトは深く息を吐いた。直後、マリアベルはエルベルトに抱きしめられた。

「何も貸す必要はない。まったく冗談じゃない」

　エルベルトが憤慨していたが、マリアベルはどういうことかわからず、そしてなぜか他言してはいけない気がして疑問のまま心の中にとどめるしかなかった。

　マリアベルの両親二人が先に戻ってきて、マリアベルは二人を出迎えた。

「おかえりなさいませ。どうでしたか？」

「ああ、ダイアンとハロルド令嬢の婚約は決めてきたよ。カーディナル帝国ではやはり魔法を使う人を信じないらしくてね。ハロルド伯爵は話の分かる人で、あちらの国では魔道具の開発に携わっている者ということになっている」

「いろいろな考えがあるということですから、仕方のないことだとは思います。でも少し寂しいですね」

「魔道具がどう作られているのか知ったら、カーディナル帝国の連中は驚いて腰を抜かすだろうと思ったら、面白くなってしまったけど」

「お父様ったら、そんなことを考えるなんて」

　マリアベルは少し笑っていたが、父親は肩を落とした。

「なにより、ダイアンがうまく話をまとめてくれたおかげだ。結婚が決まってホッとしたんだ。マリアベル、留守の間に何か変わったことはなかったか」

「はい、何も。エルベルト様が気にかけてくださって」

「そうか。何もなくてよかった。これからちょっと出てくるから、二人は先に食事をとって休んでいい」

　父親はそう言い、着替えを済ませてあわただしく出かけて行った。

　家に残ったマリアベルと母親は夕食を簡単に済ませ、それぞれの部屋に入った。




　エルベルトは王太子宮の執務室で、報告を受けていた。

「本日の報告をいたします。クレイセア家の警備隊より、不法に敷地内に入ろうとした輩は六名。すべてならず者で誰かに雇われた模様。捕らえ、今は牢にて尋問中。この一件については、ご令嬢に気づかれておりません」

「ふむ、本日もご苦労だった。マリアベル嬢に気づかれていないのなら、よかった。今回の任務が終わったら、全員に褒美を取らせるつもりだ」

「ありがたきお言葉……」

　その直後、ダイアンから通信が入ったエルベルトは警備隊を退室させた。

「ダイアン、そろそろ話し合いは終わったか？」

　エルベルトが通信に応じると、ダイアンの声は少し笑っているようだった。

『ええ、こちらの婚約は快諾していただきましたよ。それよりもそちらは大丈夫ですか？　ラドクリフ公爵家のパーティに呼ばれたと聞いていますが』

「ああ、マリアベル嬢に危害はなかったよ。ただ……ラドクリフ令嬢の婚約者が下世話な話を耳打ちしてきて、それが聞こえてしまったようなんだ」

『マリアベルに？』

「そう、マリアベル嬢はその意味が分からないと言っていたのだが……」

『何を言われたのですか？』

「ラドクリフ令嬢にお手付きをして相性が合わなかったから、下賜したのだろうと。マリアベル嬢との方がその……あれの具合がいいのかと。今度貸してくれと言われた感じかな」

『マリアベルには意味がわからないでしょうね。殿下が心配するのも理由がわかりました。マリアベルが何かを貸さなければいけないと思い込んでしまったら、危険だと言うことですよね』

「ああ、そのとおりだ。それより気になったのは……ラドクリフ令嬢とすでに関係があるようだが」

『それよりも殿下がラドクリフ公爵令嬢と関係を持ったということですよね？　お手付きということは』

　ダイアンの指摘にエルベルトは唸った。

「それも気になった。つまりラドクリフ令嬢は処女ではなく、その上婚約者と関係を持っている。処女ではない理由が私ということか？」

『そういう話になっているということでしょうね。確認するまでもないですが、手を出した記憶はありますか？』

「あるわけがないだろう。王国法に背くことになる」

　エルベルトが憤り、ダイアンも頷いた。

『王国法では結婚初夜まで男女の営みは禁止されていますからね。特に女性と王族は貞操を守らなければならないとされていますから。婚約者の方は他国の方ですし、奔放なのかもしれませんが、あのラドクリフ公爵がそのようなことを娘に許すとは思えません』

「そこが疑問だ。現在のラドクリフ公爵夫人、彼女は他国出身だから王国法を知らないのかもしれないが」

　エルベルトはそう言い、今は水面下で調べていると言葉を続けた。

　ダイアンもなるべく早く戻ってきて、屋敷の警備を強化すると約束してくれた。

　そしてクレイセア侯爵がエルベルトに謁見を申し出た。

「今日、戻ってきたばかりのはずだが、何かありましたか？」

　エルベルトはクレイセア侯爵を快く出迎え、執務室で向かい合って座った。

「ええ、息子から警備の強化を厳しく言われまして」

「ああ、実は……」

　エルベルトはラドクリフ公爵家のパーティであったことを告げた。

「なるほど、そのようなことがあったのですか。ラドクリフ公爵は厳格な方で有名ですし、娘にそのようなことがあれば、おそらく許すことはないでしょう。公爵の知らないところで何かがあったようですな」

「クレイセア侯爵もそう考えるか」

「ええ、王太子妃候補から外れ、その後しばらくラドクリフ公爵は公務で、他国に赴いていたと聞いております」

「そういえばそうだったか」

「はい。魔道具に使う水晶の輸入を拡充していただいたので」

「外交手腕はさすがだとしか言いようがないな」

　エルベルトがそう言うと、クレイセア侯爵も頷いた。

「ラドクリフ公爵が屋敷にいない間、何かがあったのでしょうね。そして婚約を決めた後に婚約者とベッドを共にした。そこで純潔ではないことがバレ、王太子殿下と関係を持ったと言った、というところでしょう」

「それなら婚約者がラドクリフ公爵に意見してもおかしくはないだろうか。私がお手付きをした、責任を取ってもらった方がいいだろうと言い出してもおかしくはない」

「それはきっと令嬢がうまく言いくるめたのでしょう。公爵の地位が危ぶまれるほどのスキャンダルになってしまうとか、王国では結婚前の夜伽は禁止されているとか」

「何か計画があるのだろうな。婚約式まであと二週間ほどだ。厳戒態勢でマリアベル嬢を守るしかないと思っている」

　エルベルトの言葉にクレイセア侯爵は頷いた。

「ダイアンの方はうまく話をまとめましたが……神聖力は許されるのに魔法が許されない理由がわからないですね」

「他国の文化だから致し方ないのだろうが、ハロルド伯爵は魔法について言及してきたのか」

「魔法使いだとは明かしませんでした。あくまで魔道具の研究と開発を行っていると」

　クレイセア侯爵の言葉にエルベルトは頷いた。

「カーディナル帝国では魔道具は使い捨てだから、需要が高い。王国のように魔力を注入すれば半永久的に使えると考えていないからこそ、貿易での利益があるのだから」

「確かにそうですね。ハロルド伯爵からもう少し長持ちする魔道具の開発を頼まれましたが、いかがなさいますか」

「そうだな。今よりも長持ちさせられるのなら、そうしてくれて構わない。少し値段を上げて新商品として売り出すのもいいかもしれない」

　二人は仕事の話をした後で、クレイセア侯爵は帰っていった。

「嫌な胸騒ぎがするが……これ以上、万全を期すといっても」

　マリアベルを監禁するつもりはない。息苦しさに耐え切れなくなっていなくなったら、困る。エルベルトは昼間に行う書類業務は睡眠時間を削って行っていた。マリアベルの顔を少しでもいいから見たくて、昼間は彼女に会いに行くようにしていた。








第七章　愛があふれるまで









　婚約式の日がやってきた。朝早くからマリアベルは神殿に向かった。

　身を清め、そして婚約式用のドレスに着替えるためだ。神殿に入ると、大神官から挨拶された。エルベルトは後から来る予定で、マリアベルは準備のために先に入った。

「それではクレイセア侯爵令嬢、こちらにご案内させていただきます」

　王宮から侍女が手伝いに来て、女性の神官も手伝ってくれる。

「まずはこちらでお身体を清めます」

　聖水を使った温泉だと聞き、マリアベルは驚きながらそこに入った。髪の毛をきれいに洗い流され、全身を清める。

　それから香油を使ったマッサージがあり、コルセットをつけられる。

「こちらの部屋でお着替えをしていただきますので、少々お待ちください」

　マリアベルはコルセットの上にガウンを着せられ、ソファに座っていた。目の前に置かれていたお茶を飲んだ後、マリアベルは意識を失った。




　マリアベルは身体が冷えて、意識が戻ってきた。両手は縛られていて、体は重く動かせる状態ではなかった。すぐ近くで話し声が聞こえ、マリアベルは目を開けずに様子をうかがった。

「夕方、日が沈むまで彼女を逃がさないようにしてよ」

　聞き覚えのある声にマリアベルは考えを巡らせる。

「わ、わかってますが……あの赤い髪は魔法使いでしょ。いくらなんでも魔法には勝てないですよ」

「だから魔法を無効化する魔道具を置いたのよ。お香が焚かれている間は魔法が使えないから安全よ。その間にやることやってしまえばいいわ」

「ほ、本当に大丈夫なんですね」

「ええ、好きなだけ弄んでいいわよ。処女であるほうが問題なの」

　マリアベルはその話を聞き、薄目を開けた。

（やっぱりラドクリフ公爵令嬢ね。どうしてそんなひどいことを言うのかしら）

　マリアベルは二人の会話を盗み聞き、これから何が待ち受けているのか想像はついた。

（魔法無効化のお香……完全に効力が消えるのは、四時間……ううん、締め切られている空間だったら、もう少し長い時間かかる。魔法は使えないとして）

　どうやって逃げようか考えていると、体が冷え切ったためにくしゃみが出てしまった。

「あら、目覚めたようね。クレイセア令嬢」

「ごきげんよう、ラドクリフ公爵令嬢。これはいったいどういうことでしょうか」

「クレイセア令嬢、婚約式に間に合わなかったら、あなたはどうなると思う？」

　マリアベルはハッとした。

「あなたも知っているとおり、婚約式ができる時間は日が出ている間だけ。そして婚約式に来なかった場合、どのような理由があろうとも婚約を破棄したことになり、二度と同じ相手と婚約はおろか結婚することはできない」

　マリアベルは奥歯を噛みしめた。

「先日集めた令嬢たちはすでにお相手ができたようだし、そうなれば必然とわたくしを選ぶしかなくなるわ」

「そうかしら？　殿下のことだからまた貴族会議でほかの令嬢を選出するように、要請するかもしれないわ」

「そこはもう手を打ってあるから、あなたが心配することはないわ」

　バレンシアがそう言い、マリアベルは時間を稼ごうと必死だった。

「それでわたくしをどうするつもりですか？」

「婚約式が終わるまで、閉じ込めておくつもり。ここでひとりきりだと寂しいでしょう？　あなたの相手をしてくださる方がふたりもいるのよ」

　バレンシアは楽しそうに笑い、マリアベルは恐怖を感じた。それを表に出さないようにしながら、言葉を続けた。

「それってどういうことですか」

「ここであなたは純潔を奪われ、その後にわたくしの婚約者、覚えていらっしゃると思うけど、あの伯爵があなたを見初めたと言っているの。彼があなたを引き取ってくれるわ」

「純潔を失った後に？　そんな都合のいいことがあるかしら？」

　マリアベルは声が震えないように注意をしながら、言葉を紡いだ。

「あの方の国は女性の純潔にこだわらないのよ。それにあの伯爵は二回目の結婚。子供が二人いて、後継者にも問題はない。魔法使いは子を成すのが難しいというでしょう？　子供ができなくても離縁することはないわ。だけど、王族に嫁ぐには子供ができなければ話にならない」

　バレンシアはもっともらしい言葉を続けた。

「もしあなたが殿下と結婚して子供ができなければ、殿下は側室を迎えることになるわね。側室に子ができれば、あなたの立場はどうなるか考えたことはあるかしら？」

　マリアベルは言葉にしなかった。

（魔法使いが子を成すのが難しいのは……ただの言い伝え。魔力が強い者同士だとなかなか子宝に恵まれないと言われているけど、根拠はない。でも、エルベルト様に側室ができるのはどうしてもいや）

　そう考えていても、バレンシアに悟られるわけにはいかなかった。

「ラドクリフ公爵令嬢、あなたも同じことを言えるのでは？　子宝に恵まれるかどうかはわからないことでしょう。それにあなたが王太子妃になれるとはどうしても思えないわ。伯爵と結婚したくないから、わたくしを伯爵に献上しようとしているのではなくて？」

　マリアベルは言葉を紡いだが、その言葉はどうやら失敗だったようだ。

　バチンっと大きな音が響いて、頬に熱と痛みが走った。唇が切れたのか、血の味がする。

「生意気な口をきくのね。あなた、自分の立場がわかっているの？」

　バレンシアの目が血走り、頬が紅潮していた。

「もういいわ。あなたと話しても無駄だとわかったわ。意にそわない結婚だったのでしょう？　王命ですもの。仕方なかったのよね？　わたくしが代わって差し上げるわ。きっとあなたなら伯爵と恋愛ができると思うの」

　バレンシアはそう言い、ゆっくりとマリアベルの傍を離れていく。

「もういいわよ。好きにしなさい」

　男たちにそう言い、バレンシアはその場を離れた。

（ここはどこかしら？　小屋、だとは思うけど）

　窓もなく、バレンシアが出て行った扉しか外に通じる扉はなさそうだ。じりじりと男たちが近づき、マリアベルは動けずにいた。

（お願いだから、動いて）

　どんなに念じても手足の感覚がマヒしていて、動けなかった。

　ガウンを脱がされたら、コルセットとドロワーズだけである。この場を切り抜ける方法を考えても、恐怖で言葉が出てこない。頬はじんじんと痛み熱を持っているはずなのに、それさえも感じられないほど恐怖で震えてしまう。

「赤髪のお嬢さん、優しくしてやるから……」

「こんな上玉、好きにしていいなんて」

「報酬の上乗せみたいなもんだな」

　ふたりがニマニマと笑い、その笑みに恐怖を募らせた。

「ちょっと待て、なんでお前も来ているんだよ」

「どういうことだ？」

「俺が先に決まっているだろ？」

「なんで？　連れてきたのは俺だ」

「いや、その依頼を受けたのは俺なんだから」

　ふたりが揉め始め、マリアベルはその様子をうかがいながら考えていた。

（お兄様もエルベルト様も、私がいないことには気づいているはず……魔法が使えたら、お兄様の追跡魔法に引っかかるはずなのに）

　どうにかして二人に居場所を教えなければと考えていた時だった。

　ふたりの男たちは喧嘩を始めた。

「どっちが先に入れるか、力勝負だ！」

「望むところだ」

　お互いの胸倉をつかみ、にらみ合っている男たちを横目にマリアベルは必死に考えた。

（どうにかしてエルベルト様とお兄様に居場所を伝えなきゃ。何ができる？　体も動かないのに……せめてふたりの喧嘩が長引いて時間が稼げれば）

　自分の身を守ることも考えなければならない。

「ここで殴り合いをされるのは困りますわ」

　マリアベルは静かに言葉を紡いだ。

「ん？　殴り合い……ああ、確かに。ならば、何で勝負をしようか」

「腕相撲はいかがですか？　一回勝負ではお互いに面白くないでしょう。五番勝負で、左右の腕で勝負をしたらいかがかしら？」

「それはいい考えだ」

　男たちは床に肘をつけ、腕相撲勝負をするようだ。

　一回戦目からふたりの力は互角で、なかなか勝敗がつかない。マリアベルはその間に魔法が本当に使えないのか試していた。

（ダメね。魔力を感じられない）

　そう考えていた時だった。

　小屋の扉が大きく開き、男たちはびっくりしたようだ。

「お、お嬢様？」

　バレンシアが戻ってきたのかと思ったのだろう。だが、入ってきたのは男たちだった。騎士団の精鋭とエルベルト、そしてダイアンが入ってきて、腹ばいになった男二人は立ち上がるのが遅れた。そのまま騎士団の精鋭が二人を押さえつけ、あっけなく縄をかける。

「この場は騎士団に任せる。ダイアン、馬車を。私はすぐにマリアベル嬢を連れてくるから」

　エルベルトがてきぱきと指示を飛ばしながら、マリアベルの傍にやってくる。

「エルベルト様っ……」

「マリアベル嬢、無事だったか……？　いや無事ではないな。誰に殴られたのだ」

「ラドクリフ公爵令嬢……です」

　涙が溢れそうになったマリアベルをエルベルトが抱き上げた。彼の上着を着せられ、両手の拘束をほどいてもらった。

「マリアベル嬢、時間がない。まずは神殿に戻って婚約式を終わらせよう」

　エルベルトはそう言い、マリアベルを抱いたまま馬車に乗り込んだ。小屋から神殿まではそれほど距離があるわけではなかった。

「マリアベル嬢、怖い思いをさせた後で申し訳ない。婚約式を確実に終わらせることが最優先だから」

「はい、わかっています」

「そのあとで、そなたを殴った者を呼び出して話すことにしよう」

　エルベルトはそう言い、マリアベルは頷いた。

　神殿に戻ってすぐにマリアベルの頬の治療を施す女性神官と、着替えやヘアメイクをする王宮侍女が手早く準備を整えていく。もう一度聖水を含んだタオルで全身を拭いてもらい、コルセットをつけなおした後でドレスを着せられた。髪の毛は予定していた髪型にするには時間がなく、まとめてもらうだけになった。それでもティアラとアクセサリーで華やかな装いになり、頬は少し腫れていたが傷は化粧でごまかせていた。

「頬はまた後で治療をいたしますわ。少し腫れていて唇が切れたのもあって、口が開きにくいと思いますが」

　女性神官がそう言い、マリアベルは頷くだけだった。

「ありがとうございます。この短い時間で治療までしていただけて感謝しております」

「さあ参りましょうか。クレイセア侯爵がお待ちですよ」

　マリアベルはドアの外で待っていた父親と一緒に神殿の本堂に向かう。

「マリアベルが無事で本当によかった」

「心配をかけてごめんなさい」

「マリアベル、おまえが思い描いていた結婚とは違うと思う。それでもマリアベルならきっと幸せになる道を見つけられると思っているから」

「ありがとうございます」

「婚約式、しっかりとやりなさい」

　父親の言葉を聞きながら、マリアベルはエルベルトの元へと導かれる。エルベルトの手を取り、マリアベルは祭壇の前へと進んだ。

　婚約式では正式なプロポーズの言葉をエルベルトが述べることから始まる。

「マリアベル・クレイセア侯爵令嬢、そなたの聡明なところ、落ち着いて物事を考える姿勢、そして何よりも誰にでも分け隔てなく接して優しさを持っているところ……そのすべてが私の心を動かし、誰よりも傍にいたいと思った。マリアベル、私と結婚していただきたく、お願い申し上げる」

　オペラのような文言でプロポーズの言葉を伝えられ、マリアベルは感動していた。

「わたくしでできることであれば、尽力いたします。至らぬ点も多いかと思いますが、エルベルト王太子殿下と添い遂げたいと望んでおります」

　マリアベルが答えると、参列者から割れんばかりの拍手が送られた。そして宣誓書の読み上げがあり、マリアベルはエルベルトと誓いのキスを交わした。

「本日よりマリアベル・クレイセア侯爵令嬢は、エルベルト王太子の婚約者として認められた」

　国王陛下がそう言い、王妃殿下からマリアベルに婚約の証として王家に伝わるブローチを賜った。

　最後に大神官が祝詞を唱えて婚約式は無事に終わった。

　参列者がすべて帰った後で、エルベルトは騎士団長のドゥルーク小侯爵に声を掛けた。

「騎士団長、今から始めようか」

「はっ、手筈は整っております。ここに連れてくればよいでしょうか」

「ああ、頼む」

　エルベルトはそう言い、マリアベルの手を掴むと椅子に座らせた。

「疲れているだろう。座って見ているだけでいい」

「何が始まるのですか？」

「見ていればわかるから」

　エルベルトにそう言われ、マリアベルは緊張していた。

　騎士団が連れてきたのは、ラドクリフ公爵夫妻とバレンシアだった。そしてドゥルーク小侯爵とカルージャ小侯爵、バラモント侯爵と小侯爵が揃っていた。マリアベルの両親とダイアンもその場に残ったのを見てからエルベルトはゆっくりと口を開いた。

「さてラドクリフ公爵、そなたはおそらく知らなかったのだと思うが……」

　エルベルトがそう切り出し、ラドクリフ公爵が驚いているのを確認していた。

「そちらのご令嬢が、私の婚約者を拉致、監禁し、その上どこで雇ってきたかわからぬならず者に暴行させようとしていたのだ」

「そ、それはいったいいつの話でしょうか？」

　ラドクリフ公爵が蒼褪め、エルベルトは難しい顔をして答えた。

「本日、婚約式直前のことだ」

「なんということを……王族に手を出すなんて」

　ラドクリフ公爵がそう言い、バレンシアが反論した。

「王太子殿下に申しあげます。わたくしがクレイセア令嬢を拉致、監禁したと？　そんな事実はありませんわ」

　バレンシアの言葉を聞き、最初に口を開いたのはダイアンだった。

「魔法無効化のお香を購入したリストがこちらにあります。この魔道具は一般的に流通している物ではなく、理由なく購入することはできません。そのため、購入にはその人のサインと使用目的を記入しなければならない。また購入者の身分を提示する必要があります。ここにラドクリフ公爵令嬢のサインと使用目的が記入されております。こちらによりますと、ラドクリフ公爵令嬢は剣術の稽古で、魔法無効化のお香を使うと書かれております」

「次に、捕らえたならず者から依頼主と依頼料について、すでに言質をとっております。また小屋付近でラドクリフ公爵令嬢を見た人と、囚われたクレイセア侯爵令嬢からの証言も得られるでしょう」

　騎士団長としてドゥルーク小侯爵が言葉にした。

「さてラドクリフ公爵、そなたには決断していただかねばなりません。そちらの夫人と女性が共謀し、私の大切な人を貶めようとしたのは明白。そちらのお二人との関係を教えていただけませんか」

　エルベルトの言葉にラドクリフ公爵は目を大きく開いた後で、ぎゅっとその目を閉じた。そして、低い声で言葉にした。

「この二人はラドクリフ家とは無縁のもの。たった今、縁を切ったところです。王太子殿下にはお手数を掛けますが、離縁書の手続きを早急に頼みたい」

「わかった。それではその二人は爵位を持たない平民の女性ということでよいな。まず、そちらの娘、そなたは王族に対する暴行事件の首謀者として、裁判にかける。そしてそちらの女性、そなたは娘を巧みに使い、共謀した罪で裁判にかける」

　エルベルトはそう言葉にした。

「どういうことですの？　お母様……わたくしはお母様の言う通りにしただけなのに」

「バカな娘。わたくしは一切、彼女とは関係ありませんわ。共謀だなんて言いがかりも……」

　そこまで伝えたラドクリフ公爵夫人だったが、カルージャ小侯爵が一枚の手紙を見せた。

「そちらのお嬢様が婚約するはずの相手とやりとりをした手紙です。手紙には娘と婚約するという理由で王国に来て、会っていただきたい人がいると。きっとその娘のことを気に入るだろうと書かれていました。その娘は赤い髪をしていて、とても気立てのいい侯爵令嬢だと……彼女を手に入れるための手筈が事細かに書かれているようです」

「これでも共謀していないと？」

　エルベルトの言葉にラドクリフ公爵夫人はその場に膝をついた。

「わたくしは……王族に手を掛けた覚えはありませんわ。だって婚約式の前ですもの」

　バレンシアはぎろりと全員をにらみつけた。

「カルージャ小侯爵、王国法に基づいて説明してやってくれ」

　エルベルトの言葉にカルージャ小侯爵は頷いた。

「かしこまりました。王国法では王族の婚約者は、婚約式の日から王族の一員として認められ、その権限を持つことができる。つまり、本日起きた監禁事件は、婚約式の前後問わず王族に対して行われたということになります。ラドクリフ公爵はこのことに気づいていましたね」

　カルージャ小侯爵の言葉にラドクリフ公爵は頷いた。

「そなたたちの言い訳は裁判で聞こう。ドゥルーク騎士団長、二人を捕らえよ」

　抵抗する気力もないのか、バレンシアとラドクリフ公爵夫人はおとなしく捕らわれた。

「王太子殿下、次期王太子妃殿下に謝意を示します。わたくしにできることは何でもさせていただきます故……」

「ラドクリフ公爵、そなたの功績はわが国でも必要な力となっている。そなたには妻と娘を切り離させ、申し訳なく思っている。だが、マリアベル嬢を危険な目に遭わせ、妃教育の間もバレンシア嬢が引き起こした数々の事件、マリアベル嬢に対する嫌がらせなどを考えると目を瞑るのは無理な話。二人には重い処罰が下るであろう。そなたには今後もこの国の発展のために尽力してもらいたい。クレイセア家には十分な慰謝料の支払いを命じる」

「その程度のことで済むのでしたら、言い値を申しつけくださいませ。本来なら爵位剥奪、一族郎党処刑でもおかしくない罪でございます」

　ラドクリフ公爵がそう言い、エルベルトは頷いただけだった。

（まさかこんな大きな事件になるとは思わなかったわ。ラドクリフ公爵令嬢が犯したことは許せないけれど）

　マリアベルは少しだけ良心が痛んだ。だが、非情な決断を下すエルベルトのことを考えると、言葉にはできなかった。

「マリアベル嬢、そなたの元に女性神官が一人、通ってくださるそうだ。しっかりと頬の治療に励むように」

「ありがとうございます、エルベルト様」

「今日はこの後、宴会がある。着替えておいで」

「はい」

　マリアベルは頷き、先にその場を立つことにした。




　マリアベルとマリアベルの母親が付き添って神殿を出て行った後で、エルベルトは椅子に座った。

「最悪な婚約式になってしまった」

　エルベルトがそう言い、誰もが押し黙っている中でカルージャ小侯爵が言葉にした。

「ここで危険因子を排除できたのだからいいと思いますが……これが結婚式だったら、大変な騒ぎでラドクリフ公爵を守ることもできなくなります」

「確かにそうだったな」

「それよりもどうやってマリアベルを助け出したのか、お聞かせ願えませんか」

　クレイセア侯爵が疑問を投げかけ、エルベルトは頷いた。

「実はかなり前からバレンシア嬢の行動に疑問があり、監視をつけていたのだ」

「かなり前、と申されますが、いつ頃からですか？」

　ラドクリフ公爵の質問にエルベルトは頷いた。

「王太子妃候補を外した直後だ。もちろん公爵が彼女に対して謹慎処分を言い渡したのは知っていたが、報復に出るのではないだろうかと思っていた。誰に対して報復するか、わからなかったため、彼女自身を監視させた」

「その監視のおかげで、マリアベルは無事だったということでしょうか」

　クレイセア侯爵の言葉にエルベルトは頷いた。

「順を追って説明させてもらおう。自室で謹慎しているはずのバレンシア嬢だったが、彼女は公爵が外出中に出掛けることもあった。手引きは母親だ。そしてその母親はいろいろなところで暗躍していたのだ。バレンシア嬢は神殿にいる侍女二人に会おうと試みたが、それはかなわなかった。まずは二人に報復を考えたのだろう。失敗に終わった彼女は母親に相談したに違いない」

「つまり妻は……いえ、元妻はその娘と一緒に何をしようとしていたのでしょうか」

　ラドクリフ公爵は戸惑っていたようだ。

「王太子妃の座を意地でも手に入れようとしていたのだろうな。バレンシア嬢は母親の計画通りに緻密な動きで、今回の拉致監禁事件を成功させようとしていた。まさか魔法無効化のお香を手に入れるとは思っていなかったが……その少し前に卒業試験の結果を見た時に、疑問を抱いたのだ」

「卒業試験ですか？」

　ラドクリフ公爵が尋ね、エルベルトは頷いた。

「妃教育中の成績を反映させたはずの卒業試験だった。バレンシア嬢は卒業できるほどの成績ではなかったはずなのに。妃教育期間中、彼女の成績はマイナスでしかなかった。それにほかの令嬢たちは、自由時間に自分たちの卒業試験の勉強をしていた。その間、バレンシア嬢は侍女二人を痛めつけるのに必死だったことを考えると」

「卒業試験に受かる実力は持っていないと言うのですか？」

　ラドクリフ公爵の肩はがっくりと落とされた。

「ああ、騎士学校に不正があった。もっとも不正を強要したのは母親で、金を積んだらしい。もちろんバレンシア嬢の婚約者も母親が選んだのであろう。彼もまた金を積まれていたようだ。ギャンブルで借金を抱えていたことまでは調べがついている」

「なんということだ。私は何も知らずに……すべてを任せていたから」

　ラドクリフ公爵の言葉にエルベルトは頷いた。

「前妻の娘よりもバレンシア嬢を優位に立たせたかったのだろうな。そしてあの二人はこの婚約式を狙った。私とダイアンはマリアベル嬢がいなくなってすぐに監視役から伝令を貰った。バレンシア嬢がローブを纏って町はずれの小屋に入ったと」

「そこで私たちはすぐに駆け付け、バレンシア嬢が出ていくのを待っていたのです。その間に精鋭騎士を数名用意し、バレンシア嬢が出て行って彼女が馬車に乗り込んだ後に、小屋に入った」

　ダイアンが言葉を続け、その場にいた人たちは深い息を吐いた。

「国王陛下はこのことを知っていらっしゃるのですね？」

　ラドクリフ公爵が力なく言葉にした。

「もちろん、報告は済ませている。そのため婚約式が予定通りの時間には行われないことを告げた。この件に関しては、私に一任すると言ってくださったので、公爵にはこれ以上の罪はないと進言する」

「ご配慮いただきありがとうございます」

　ラドクリフ公爵は跪き、エルベルトに忠誠を誓った。

　その日の夜は婚約式後の宴会だった。マリアベルと一緒に挨拶に回ったエルベルトだが、心から喜べるような席ではなかった。おそらくマリアベルも同じ気持ちなのだろう。後味の悪さが残っていた。




　婚約式が終わってから一週間が経った。マリアベルは両親と一緒に王宮に呼ばれた。

　謁見室には国王陛下と王妃殿下、そしてエルベルトが揃っていた。

「忙しいところ、呼び立ててすまない」

　国王陛下の言葉はそう始まった。

「婚約式が無事に終わり、こちらは祝いの品だ。まずはこれを渡したいと思って」

　その言葉にマリアベルは両親とともにお礼を述べるだけだ。

「それから結婚式の予定を立てようと思う。王国では婚約式から一年以内に結婚式を挙げるのが通例だが、いつがいいのか希望はあるのか、エルベルトと話し合っているのか気になって焦ってしまってね、思わず呼び立ててしまったのだ」

　国王陛下の言葉にマリアベルはエルベルトを見つめた。

「私としては今すぐにでも結婚したいと思うのですが、今から準備しても最短で半年後だと思っています」

　エルベルトがそう答え、マリアベルは頷くだけだった。

「そうですわね。ドレスやアクセサリーはもちろん、招待状を考えたら早くても半年後……それなら季節的にも過ごしやすく、大きな行事もない半年後がいいのでは？」

　王妃殿下の言葉を受け、マリアベルは両親を見つめた。

「私たちは社交シーズンが終わったのもあり、領地へ戻るつもりです。こちらにはマリアベルと息子を置いていきましょう」

　クレイセア侯爵はそう答え、マリアベルはエルベルトと一緒に結婚式の準備を始めることになった。

「結婚式については二人に任せようと思う。それから、例の……裁判の件だ。エルベルト、そなたから話しなさい」

　国王陛下からそう言われ、エルベルトは頷いた。

「昨日、ラドクリフ公爵には通達を入れました。バレンシアとその母親の裁判は来週から行われます。マリアベル嬢、私と一緒に出廷していただきたい」

「かしこまりました」

　マリアベルは頷くしかなかった。

「結婚式の招待客はこちらでリストアップをしておくわ。それ以外に招待したい方がいたら教えていただけるかしら？　それからドレスやアクセサリーも王宮で決めましょう。ご両親が領地にいる間、王宮で過ごしてくれていいのだけど」

　王妃殿下が重くなった空気を変えるように、言葉を紡いだ。

「さすがにそれは世間の目が黙っていないでしょう。二日に一度は王宮に行くようにさせますので、ご容赦ください」

　クレイセア侯爵が恭しくそう言い、王妃殿下は渋々頷いた。

　その日の謁見後、マリアベルはエルベルトと彼の執務室で会っていた。

「あわただしい日程になってしまって申し訳ない。マリアベル嬢、頬の痛みはなくなったか？」

「ええ、痛みはなく、腫れも引きました。神官様のおかげですわ、エルベルト様」

「そうか。よかった。痛い思いをさせてしまって申し訳ない」

「あの時は、痛みよりも恐怖の方が強くて」

「本当にすまない」

「エルベルト様が悪いのではありません。わたくしが油断していたのが悪いのです」

「さて、マリアベル嬢、招待したい人はいるか？」

「リストに入っていない方ですと、ユアンナ様とシェリル様ですわ」

「その二人にはこちらから招待状を送る。ほかには？」

「コーネリア様もキャスティーヌ様も招待客リストに入っていますし、魔法学校の人たちも何人かいらっしゃるようなので、特にはおりません」

「パレードはどうする？」

「やらないわけにはいかないのでは？」

「では特注の馬車を用意しよう」

「あの、エルベルト様」

「ん？」

「慣例に従った式で構いませんわ。わたくしは……その、エルベルト様と添い遂げる誓いができればそれでいいのです」

「そうか。でもドレスもアクセサリーも決められたものだ。何か一つでもマリアベル嬢がやりたいことを取り入れようと思っているのだが」

「結婚式の財源は国民の税です。慣例に従った結婚式でも十分、贅沢ですから。もし予算的に余るのであれば、国民のために何か別のことに使ったほうがいいと思ったのです」

「マリアベル嬢らしいね。ほかの令嬢なら予算が少ないと言い出すと思うけど」

　エルベルトはそう言いながら、マリアベルの髪の毛を指ですくった。そのまま髪の毛にキスをされ、マリアベルはドキッとした。

「キスをしてもいいか？」

　エルベルトに改めて聞かれると、頬が熱くなる。マリアベルは小さく頷き、二人の唇が重なった。何度も重ね、ただ重ねているだけなのにマリアベルの鼓動は速くなった。

「早く結婚式にならないかと、私も気が焦っている」

「どうしてですか？」

「そなたと一緒に朝を迎えたい、そう思うからだ」

　その言葉にマリアベルは息をのんだ。

「結婚式の準備をしながら、マリアベル嬢はその覚悟も決めて」

「はい……心構えをしておきます」

　マリアベルの言葉にエルベルトは柔らかい笑みを見せてくれた。

（こんな表情、見たことがなかったわ。まだまだ知らない表情があるのね）

　マリアベルはドキドキしながら、エルベルトの笑みを見ていた。




　両親が領地に戻り、マリアベルはダイアンと王都に残った。約束通り、二日に一度は王宮に出向き、王妃殿下と結婚式の準備を進める。

「あらあら、マリアベル、もっと好きに決めていいのよ」

「それが難しいのです、王妃殿下」

「そうね。その気持ちもわかるわ。一つずつ決めていきましょう」

　王妃殿下は優しくマリアベルに接してくれていた。マリアベルはそれに甘えるように結婚式の準備を進めていた。

　そしてバレンシアとその母親の裁判が始まった。

　二人は尋問には一つも答えなかったが、証拠はそろっているうえに証人もたくさんいた。逃れられない罪の多さに、傍聴席からはヤジが飛ぶ始末だった。

　マリアベルは二人の命を奪うような判決はやめてほしいと切願した。

　二人の判決は三日後に下された。異例の速さで裁判が終わり、王国中の人が驚いた。

「二人に判決を下す。貴族の権限はすべて剥奪し、王国外追放。二度と王国に入国できない。ラドクリフ公爵から温情で二人に生活費として寄付をすると」

　判決を聞いたマリアベルはホッとした。

　ラドクリフ公爵は二人に節約すれば一ヶ月分ほどの生活ができる金を渡した。そして二人はそのまま馬車に乗せられて、国境まで連れていかれる。彼女たちが向かったのはカーディナル帝国で、そこで平民として生活することを強いられるのだろう。

（それでも処刑されるよりは絶対に良かったと思う。二人で力を合わせて生活していってほしい）

　マリアベルはそう願った。

　半年の間、マリアベルは王宮に通って結婚式の準備をした。王宮に行く日はエルベルトと食事をすることが増え、その回数が増えるとキスをする回数も増えた。

「マリアベル嬢、口を少し開けて」

　その日はいつもと違った。唇だけを重ねるキスではなく、お互いの舌を絡めるキスになった。

「もっと舌を出して」

　エルベルトの要求にどうにか応えようとマリアベルは必死だった。

「んっ、エルベルト様、息が苦しくて」

「鼻で呼吸して」

「でも、あのっ……うまく息が吸えないです」

　マリアベルはそう言い、エルベルトは頷いた。

「これも課題だね。一緒に練習しよう」

　エルベルトの言葉にマリアベルは耳が熱くなりながら、頷いた。




　半年はあっという間だった。結婚式当日、マリアベルは早朝から準備のために神殿に向かった。身を清めると、マッサージが待っていて身体に香油を塗り込まれる。そのあとは苦痛ともいえるコルセットだ。いつも以上に締めつけられ、マリアベルは苦しかった。

　真っ白なドレスはデコルテ部分がレースで覆われ、ボリュームのあるスカートに長いヴェール。たくさんの宝石がついたティアラと、ダイヤのネックレス。アクセサリーだけでもかなりの重量があったが、何よりもプレッシャーが大きい。

　準備が整ったマリアベルを父親が迎えに来て、結婚式が始まった。

　神殿で行われる結婚式には多くの貴族が参列し、その中にはシェリルとユアンナの姿もあった。マリアベルは緊張しすぎて、誰の顔も見られずにいた。

　エルベルトと一緒に誓いの儀を終わらせ、誓いのキスをする。

　その後で、国王陛下から祝いの言葉を頂いた。

「本日、めでたく結婚式が迎えられた。マリアベル王太子妃、今後もエルベルト王太子を頼む。二人でこの国を発展させ、そして今以上に平和な時代を続けてほしい」

　そして二人はパレードに出て、国民からの祝福を受ける。そのあとは王宮でのパーティだ。

　マリアベルはドレスを着替え、エルベルトも着替えた。二人で挨拶をしながら、パーティではダンスを二曲、一緒に踊った。

「エルベルト様、わたくしは先に失礼しますわ」

　パーティの終盤、マリアベルはその宴を抜けることになっている。結婚初夜を迎えるための準備があるからだ。マリアベルが会場を抜けると、招待客が少しずつ帰っていく。

　エルベルトが見送ってくれることになっていた。

　王宮からマリアベルは新居となる王太子宮に案内された。王太子宮に入るのははじめてで、結婚してから入るものだと教わっていた。

「本日からよろしくお願いします」

　玄関ホールに並んだ従業員たちに挨拶をし、マリアベルは初夜の準備に入る。念入りに風呂に入り、バラのオイルで香りをつけてもらう。しっかりと身体を温め、そしてマッサージで柔らかい肌にしてもらっていると気持ちの良さに眠気が襲ってきた。

（ここで寝るわけにはいかないわ）

　マリアベルは気合で目を覚ましながら、髪の毛を乾かしてもらって新しいネグリジェを身につける。ガウンを羽織って、夫婦の寝室へと案内された。

「お飲み物をどうぞ」

「ありがとう」

　温かい茶を飲んで、マリアベルは息を吐いた。

「ではこちらでお待ちください」

　エルベルトが来るのを待つだけだった。




　エルベルトはパーティが終わった後、一時間ほど時間をつぶす必要があった。

（女性の準備は長くかかるっていうし）

　仕方なく王宮の執務室で仕事をしようとしていたところに、カルージャ小侯爵とバラモント小侯爵がやってきた。

「ダイアンは一緒じゃないのか？」

「ああ、婚約者と一緒に帰っていきましたよ」

　カルージャ小侯爵がそう言い、エルベルトは頷いた。

「半年ぶりに会ったのだから、積もる話もあるのだろう」

「婚約ができただけ、羨ましいですけどね」

　カルージャ小侯爵はいじけたように言い、エルベルトは頷いた。

「オラル令嬢とはうまくいっていないのか」

「求婚書を送ったが、返事が来なくて」

「何か嫌がることでもしたのか」

　バラモント小侯爵がそう言い、カルージャ小侯爵は首を横に振った。

「コーネリア嬢の問題ではなく、伯爵の問題らしい。子離れしたくないってことみたいで」

「それは大変だな。バラモント小侯爵は？」

「私はまだ求婚書を送っていませんから」

「その理由は？」

　エルベルトが尋ねると、バラモント小侯爵は静かに答えた。

「モルトー令嬢が神殿でもう少し学びたいと言うので、その気持ちに応えているだけです」

「そうか」

　エルベルトがそう言うと、カルージャ小侯爵がエルベルトのグラスを取り上げた。

「もう飲まない方がいいですよ。さすがに初夜が酒の勢いというわけにはいかないでしょう」

「ああ、そうだな。とめてくれてありがとう。でも落ち着かなくて」

　二人と長い時間、話してしまったようだ。

　エルベルトが二人と別れ、バスルームに入って汗を流した。すぐに王太子宮の寝室に行くとマリアベルが泣きそうな顔をしてベッドに腰を下ろしていた。

「遅くなってすまない、マリアベル……」

「来てくださらないのかと思いました」

　エルベルトの言葉を遮り、マリアベルがそう言いながら立ち上がった。

「そんなことあるわけがない」

　エルベルトはマリアベルを抱き寄せると、そのまま唇を奪った。

「私がこの日をどれだけ心待ちにしていたのか、今からしっかりと教えてあげるよ」

　エルベルトは唇を少し離してそう言った。




　刻々と過ぎていく時間がとても長く感じたマリアベルだった。神経が研ぎ澄まされているのか、普段は気にならない廊下の足音が聞こえてくる。

（エルベルト様かしら？）

　そう期待するたびに、部屋の前を通り過ぎていく足音にがっくりと肩を落とす。それを何回も繰り返し、マリアベルの準備ができてから一時間近く経ってようやくエルベルトが部屋に入ってきた。

　遅くなってすまないと言われたマリアベルは、不安を口にした。

　重なった唇に安心しながら、舌が絡められるとマリアベルは息が上がった。

「んっ……」

　マリアベルの吐息が漏れ、エルベルトの唇が離れた。そっと抱き上げられ、ベッドへと連れていかれた。ベッドに横にされると、エルベルトがマリアベルの額に唇を落とした。

　大きな手がぎこちなくマリアベルの頬を撫で、そして唇が重なった。ガウンの紐を解かれ、マリアベルの身体に力が入った。

「私がどんなに触れたいと思っていたか、わかる？」

「え？」

「マリアベルのすべてを知りたい。誰にも見せたことのない顔を見たい」

　エルベルトがマリアベルに対して敬称をつけずに呼んだ。そのことに少し驚きつつもマリアベルは心地の良い彼の声に乗せられた自分の名がいつもよりも素敵な響きをしていると思った。

「わ、わたくしもですわ」

　マリアベルはそう答えたが、エルベルトの言っている言葉の意味とは違うような気がした。ネグリジェの上から胸のふくらみに触れられ、マリアベルはびくっと身体が震えた。

　さわさわと胸をまさぐられ、そして優しく揉まれると腰がもぞりと動く。ネグリジェの上から頂を探られ、かりかりと爪で引っかかれるとマリアベルは吐息を漏らした。

「んぁっ……はっ……」

「少しずつ尖ってきたよ。マリアベル、キスをしてもいい？」

「は、はいっ」

　唇が重なり、舌を絡める。エルベルトの舌を探り、それに集中していると彼の指が胸の頂を指で摘まんできゅっきゅっと扱き始めた。

「あっ、あんっ……」

「痛い？」

「いえ、あっ……ビリビリ、します」

　ネグリジェの胸元にあるリボンをほどかれ、マリアベルの肌が露わになった。

「すごくきれいだ」

　マリアベルの白い肌に濃いピンク色の頂が鎮座し、大きく膨れ上がっている。エルベルトがその頂を口に含んだ。

「あっ……」

　ビクンと腰が跳ね、マリアベルはその何とも言えない快感に恍惚とした。ちゅぱちゅぱと音を立てて舌で舐められ、吸われるとマリアベルは腰が震えて止まらなくなった。もう片方の頂を指で扱かれ、下腹部がじんじんと熱くなっていく。

「こっちばかりじゃだめだね。今度はこっちだ」

　反対側の頂を今度は舌で嬲られ、今まで舌で愛撫されていた頂は指で扱かれる。

「ああっ、あんっ……ひゃんっ」

　マリアベルは首を振って今まで感じたことのない感覚に翻弄されていた。大きく柔らかい胸を手で揉みながら、エルベルトはキスをせがんだ。

　キスをしながら胸から手を放し、マリアベルの細い腰をなぞりながらドロワーズを脱がす。太ももを押し広げて、彼女の大切なところに指をあてた。

　ぐちゅっと蜜音が響き、マリアベルは驚いた。

（あ、恥ずかし……い……のに）

　エルベルトの指が円を描くように蜜口と上部の蕾を撫で始める。蕾に指をあてながら、ゆっくりと蜜口の中に指が浅く入った。

「あっ……」

「痛い？　狭いから、もっと柔らかくするよ」

　エルベルトは両手を使って、花芯を弄りながら蜜口へと指を差し入れた。ゆっくりと浅いところを擦り、花芯を強く擦り上げていく。

「やっ、はっ……だ、ダメです、ヘン……ヘンになるっ」

「うん、受け入れていいよ」

　その言葉の意味が分からず、エルベルトの指が少し奥に入って何度も擦られると、花芯が熱くなっていった。マリアベルは大きくブルブルっと腰を震わせ、蜜をどっと溢れさせた。

　それでもエルベルトの指は止まらない。びくびく震える隘路の中で彼の指は艶めかしく動いていた。一本だった指は二本に増やされ、マリアベルはまたすぐにびくびくと震え始めた。

「私が……限界だ」

　エルベルトはそう言い、マリアベルをぎゅっと抱きしめた。

「辛かったら、肩を噛んで」

「そ、そんなことできません」

「いいから……噛んでもいいし、爪を立ててしがみついてくれてもいい」

　エルベルトはそう言った。

「私にはそなたの辛さや痛みがわからないから。痛みをわけて」

　マリアベルはエルベルトが入ってくると、その痛みと大きさに彼の腕に爪を立ててしがみついた。

「ああっ……んんっ」

「息を吐いて、そう……あと、少し……」

　エルベルトもきつそうな顔をしていた。少しずつ奥へと入ってくるエルベルト自身によってぷつっと何かが裂けた。

　グイっと奥まで入ってきたときにはマリアベルの息が止まりそうだった。

「全部、入ったよ」

　マリアベルはエルベルトの形を感じていた。だが、痛みがまだ強く声にならない。

「ゆっくり動くけど、大丈夫？」

「わ、わかりません」

「うん、少しずつ慣れるらしいから」

　エルベルトはゆっくりと動いてくれて、その動きが少しずつスムーズになっていく。何度か抽挿を繰り返していたが、エルベルトの限界は近かったようだ。

「ごめん、マリアベル……きついかもしれないけど」

　そう言った後で、少しずつ腰の動きを速くしていった。マリアベルは引っかかるような痛みが抜けていき、彼の動きに合わせて声が漏れた。

「あっ、あんっ……ああっ……」

　グイっと膝の裏を抱えられ、腰が当たる音が響く。そしてエルベルトはあっという間に果てた。

　が、すぐに元気を取り戻したようだ。マリアベルの中で小さくなっていったあと、そのままエルベルトは息を整えるようにして、マリアベルを抱きしめていた。

　マリアベルの息が整う頃には彼自身がまた鎌首を持ち上げ、そのままマリアベルはもう一度腰を揺らされた。

　マリアベルはエルベルト自身が隘路を擦り、彼の指が花芯を擦り上げるようになるとこらえ切れずに大きく腰を震わせた。今までとは違う大きな快感を引き寄せると、その直後にエルベルトも達したようだった。

「無理をさせてごめん、マリアベル」

　彼はそう言ってくれたが、マリアベルは返事をする気力もなく目を閉じた。

　翌朝、マリアベルは目覚めて驚いた。エルベルトのキスに気づいたが、目を開けられなかった。そのうちに彼は胸を愛撫し始めたのだ。

「朝、ですよ……」

「朝だからダメという決まりはないはずだが？」

「そんな……でも、執務が」

「今日くらい休んでも問題はないはずだ」

　マリアベルが目覚める前から、エルベルトが胸を弄っていたようだ。頂を舌で嬲られ、マリアベルは快感が走った。

「んっ、あっ……」

　寝起きで鼻にかかった甘い声が漏れ、そんなマリアベルの胸を愛撫しながら彼の手は下腹部へと向かった。花芯をぐりぐりと指で擦られると、蜜が少しずつ溢れてくる。マリアベルの腰が焦れてふるふると震え始め、エルベルトの指は愛蜜で濡れていく。花芯を弄られながら、胸の頂を甘く噛まれた。背中が弓なりに反り、声を押し殺して甘くなった吐息を漏らす。隘路に指が入り、ゆっくりと擦られるとマリアベルはついに声をあげた。

「ああっ……あんっ」

　その声を聞いたエルベルトが艶っぽい声で、耳元で囁いた。

「入っていいか……？」

　マリアベルが頷き、エルベルト自身が奥深くに入ったその時だった。

「おはようございます！」

　ドアの向こうから元気な声が響き、彼は天を仰いで大きな息を吐いた。

「クソっ！　萎えた」

　エルベルトは慌ててベッドを下りて身支度を整えたが、マリアベルは布団を頭からかぶって恥ずかしさで顔を出せる状態ではなかった。

「こんな朝早くから、何の用だ？」

　ドアを開けてすぐに彼は怒鳴った。

「す、すみません。朝食はどうしましょうか？」

　執事の声が響いてきて、マリアベルはなおさら恥ずかしくなった。エルベルトよりも年は下だが、仕事の早さと先を読んで作業する頭の良さを買って執事に任命したと聞いていたが、今は彼の仕事熱心な態度が恨めしかった。

「隣の部屋に用意しておいてくれ」

　エルベルトがそう言い、執事がいなくなってからマリアベルがかぶっている布団をはいだ。

「続きは今夜にしよう。マリアベル、着替えられる？」

「はい、準備します」

　マリアベルはそう言い、エルベルトがガウンを取ってくれた。

「私も風呂に行ってくる」

　二人は別々に風呂に入り、身支度を整えた。そして一緒に朝食を摂り、昼間は別々に過ごすことになった。エルベルトは急ぎの執務を終わらせ、マリアベルは王太子宮を案内されながら従業員たちを紹介してもらった。

　そしてその日の夜は少し早い時間に夕食を一緒にとった。早めに夕食を終わらせると、二人はそれぞれ湯浴みを済ませて、寝室に入った。すぐにベッドに誘われたマリアベルは、彼のキスに酔いしれた。エルベルトがマリアベルの胸に顔をうずめた。

「約束だから、いい？」

「や、約束って……」

　マリアベルはそう言ったが、結局エルベルトのキスに負けてしまった。エルベルトの体力はすごくて、その日は明け方まで離してもらえなかった。

「マリアベル、朝の日課で体を動かしてくるから、ゆっくり休んでいて」

「もう少し眠ります」

　マリアベルはそう言い、目を閉じていた。

　そして一時間ほどして目を覚ますと、マリアベルは自責の念にかられた。

（同じ時間に起きて、エルベルト様を見送らなければいけないのに）

　その日からマリアベルがすべき執務を渡されるようになった。

「少しずつ覚えてくれていいから。しばらくは私の執務室で一緒に仕事をしようか」

「よろしいのですか？」

「ああ、そのほうがお互いに仕事がはかどると思うから」

　そう言ってくれたことに安心し、マリアベルはその言葉に甘えていた。だが、エルベルトの一日はとてもめまぐるしく忙しそうだった。

「マリアベル、これから会議に出てくる。その間にこの書類を確認しておいて。それが終わったら、先に昼食を摂っていて」

「エルベルト様のお食事はどうされるのです？」

「会議が終わったら、軽く食事をするつもりだ」

　そう言ったエルベルトだったが、会議は難航したのかそれともいつも通りなのかわからないが、戻ってきたのは夕方だった。

「少し庭園を散策しようか。それから夕食にしよう」

　エルベルトが提案し、マリアベルは頷いた。

「一日中座って仕事をしているのはつらくなかったか？」

「覚えることが多くて大変ですが、つらいと言うほどではありません」

　マリアベルが答えるとエルベルトは笑った。

「エルベルト様こそ、大変ではありませんか？」

「夜、マリアベルにたっぷり癒してもらうから」

「え？　たっぷり……？」

　その言葉通り、エルベルトはマリアベルを焦らした。キスをせがめば頬や首筋に落とすだけで、肝心の唇には触れてくれない。胸のふくらみをさわさわと優しく揉むばかりで、頂には触れてくれなかった。

「あ、エルベルト様……触って」

「執務の時、マリアベルは私のことを忘れていただろう？」

「そ、そんなことはありません」

「何度もキスをしたかったのに、そなたは私のことを見ることも忘れていた」

「そんなこと……」

　ないと言いたかったのに、そういう時に限ってエルベルトはキスで唇を塞いでしまうのだ。胸の中央にキスの痕を残され、太ももの内側にも舌を這わせるのに蜜を溢れさせる蜜所には指も触れてくれない。焦らされすぎてマリアベルの腰が揺れてしまう。

「すごく溢れている。まだ弄ってもいないのに」

「やっ……見ないで」

「脈を打つようにどくどくと溢れさせて……マリアベルも私のことが欲しかった？」

　その言葉にマリアベルは小さく頷いた。

「可愛い……そなたは私をこんなにも惑わせる」

　彼の指がようやく隘路に入り、蜜を掻きだすたびにぐちゅぐちゅと音を立てる。胸の頂を舌で嬲り、彼の指が二本隘路を行き来しはじめた。びくびくと震えるマリアベルが快感を引き寄せようとした瞬間、指はぴたりと止まった。唇を啄むような優しいキスに変わって、マリアベルはもどかしくなった。

　エルベルトがゆっくりと横になり、マリアベルを自分の上に乗せた。

「そう、そのままゆっくりと腰を落として」

「あっ、はぁっ……」

　マリアベルは自分の体重で彼自身を飲みこんでいく。ゆっくりと腰を動かしながら腰を沈めていると、ぐいっとエルベルトが腰を突き上げて奥へと入った。

「焦らしすぎだ、マリアベル」

「そ、そんな、エルベルト様の方がひどいですわ」

　下から突き上げてくるエルベルトにマリアベルは腰の動きを合わせた。腰を密着させ、マリアベルが先に達するとエルベルトもすぐに脈を打った。どくどくと熱い彼の精が流れ、マリアベルはそっと腰を浮かそうとした。そのままエルベルトに押し倒されると、何度か小さくなった彼自身を中で擦り上げる。

「やっ、あっ……あんっ」

「まだ、足りないだろう？　ほら……すぐに」

　エルベルト自身はすぐに大きく硬くなり、マリアベルの中で蠢く。そして約束通り明け方まで二人は抱き合った。

　甘い夜は終わらない。日の出の時間が恨めしくなるほどに……。








エピローグ









　結婚して一年が経っても、エルベルトは毎朝マリアベルの寝顔を見て幸せに満ちていた。

「さて、今日は会議があるから……マリアベル、先に起きるよ」

「あ、ごめんなさい」

「いや、昨夜も遅くまで……すまなかった」

　エルベルトは毎晩のようにマリアベルを抱いていた。

「わたくしももう起きますわ」

　マリアベルが起きてこようとすると、エルベルトは彼女を抱きしめてキスをした。

「今日は特に急ぎの執務もない。マリアベルは少しゆっくり眠って。昼食は一緒に摂ろう。そのあとは町に出ようか」

　エルベルトの提案にマリアベルは笑顔を見せてくれた。

（マリアベルの笑顔が見られるだけで幸せだ）




　エルベルトは会議に出席した。すべての議題に対し、何らかの結論が出た後で伯爵の一人が深刻な顔をして発言した。

「陛下、王太子殿下の件で考えていただきたい大きな問題がございます」

「王太子に対する問題だと？」

　伯爵は鼻息を荒くして続けた。

「陛下に申しあげます、後継者問題です。この一年、王太子妃のめでたい話は一度も出てきておりません。一年も待ちました。そろそろ後継者を」

「心配には及ばない。それなりに励んでいる」

　エルベルトがそう答えると、伯爵は首を横に振った。

「それなりに励んでいて、一年経ってもご懐妊されないのは妃殿下の身体に問題があるのではないでしょうか。後継者だけでも作っておくべきです。王太子殿下には側室を娶ることを提案させていただきます」

　張り切って言葉にするのは、自身に年頃の娘がいるからだろう。その娘を送り込むつもりなのは明白だが、エルベルトは息を吐いた。

「それは無理な話だ」

　エルベルトの言葉に誰もが驚いた。

「ほかの女性を見ても反応するわけではない。マリアベルだからこそ、励めるのだ。彼女が魔法使いの血筋なのはわかっているだろう。魔法使いの血筋は子宝に恵まれるまで時間がかかる。それに彼女に子ができぬのなら、王女殿下の子供を養子に迎えることも考えているから、後継者問題は心配しなくていい」

「そういうわけにはいきません」

　引き下がらない伯爵にエルベルトは辟易した。

（誰に対してでも欲情すると思われたら困る。この会議の内容はどうせ王太子宮でも噂になる。下手なことは言いたくない）

　もともとエルベルトは結婚に対して興味もなく、結婚相手は誰でもいいと考えていた。そのことを知っている側近たちにしてみれば、誰かを側室にするのは簡単だと思っているのかもしれない。

　だが、エルベルトはマリアベルと出会って変わった。彼女が好きなオペラのように、たった一人を生涯愛しぬく人生を選んだ。

（マリアベル以外、どうでもいいなんて言えないし……ああ、もう、マリアベルのことを考えたら、今すぐに彼女に会いたくなるのに）

　ただ会うだけでは済まされない。キスをして、あの白い肌に口づけをしながら大きな胸に顔をうずめたい。いや、狭くて温かいあの中に自分自身を沈めて彼女を乱したくなるのだ。

　愛に溺れた男、そんな題材でオペラにしてほしいほどだとエルベルトは考えていた。

「殿下、王太子殿下、聞いていますか？」

「ああ、聞いている。だが、もうしばらく様子を見て待っていてほしい」

　エルベルトはのらりくらりと後継者問題をやり過ごしていた。

　会議を終わらせると、マリアベルを迎えに行った。

「おかえりなさいませ、エルベルト様」

「ただいま、マリアベル」

　キスをして額をくっつけるだけで、こんなにも幸せだと感じるのに。

「着替えてくるから少し待っていて」

「はい」

　マリアベルは外出の準備が終わっているようだった。エルベルトもすぐに着替えを済ませ、二人は町へと出てきた。

「エルベルト様」

「ん？」

「カフェに行きましょうか」

「ああ、そうだな。新しくできたカフェがあると聞いたが」

「ええ、こちらですよ」

　マリアベルと一緒に新しくできたカフェに行き、二人はスイーツとお茶を楽しむはずだった。

「エルベルト様、ご迷惑をおかけしていると伺っていますわ」

「どういう意味？」

「わたくしがその……子を成せない身体だと、言われているようですね」

「……マリアベルが悪いわけではない。私がもっと二人きりで過ごしたいと願っているせいではないか？」

「ですが、その……王太子宮に側室候補者リストが届けられましたわ」

　その言葉に驚いたエルベルトは、その場で憤慨しそうになった。怒りを押しとどめ、マリアベルとお茶をする気にもならずに王太子宮に帰ってきた。

　マリアベルを連れて寝室に入れると、彼女を強く抱きしめる。

「マリアベル」

「はい」

「私が抱きしめたいのはそなただけだ」

「はい」

　マリアベルが小さく頷き、そしてエルベルトは自分の下腹部に彼女の手を当てた。

「ここが言うことをきかないくらい欲するのはそなただけなのだ」

　マリアベルの耳が赤くなっているのを見つめ、エルベルトは彼女の耳を食んだ。そして舌で彼女の耳を愛撫すると、腕の中のマリアベルが快感に震えているのに気づいた。

「そなたのドレスを脱がしたいが……」

　その日のドレスは背中にリボンがついており、エルベルトはリボンをほどいた。

「エルベルト様、まだ……明るいのに」

「皆から子作りに励めと言われたのだ。気にしなくていいのでは？」

　エルベルトはそう言いながらマリアベルの両手を壁につかせ、背中のリボンをほどいた後でコルセットの紐を緩めた。背後から彼女の胸に手を当て、頂をまさぐりながらスカートを捲った。

「あっ……んっ……」

　頂を捏ねながら、エルベルトは背中にキスをする。そしてドロワーズを引き下げると花芯を指で弄った。

「溢れているよ、マリアベル」

「あっ、あんっ……焦らさないで」

「まだ中は硬そうだ。指でしっかりとほぐしてあげる」

　隘路の中に指を入れ、マリアベルの秘玉を探り出す。最近ではエルベルトがマリアベルの悦いところを執拗に攻めるようになっていた。

「マリアベル、お尻を突き出してきてどうした？」

「ああっ……おねがい、もうエルベルト様が欲しいのっ」

　哀願されると弱くてすぐに、エルベルトは自身を取り出した。シュッシュッと自分の手で少し扱いてから、マリアベルの中に入る。

　立ったまま二人は重なり合い、そしてマリアベルが達した直後にエルベルトも達した。

「マリアベル、そなただからこんなに欲しくなるってこと、ちゃんとわかってくれた？」

　エルベルトの言葉にマリアベルが力なく頷いていた。

　二人の蜜月はまだまだ続き、何度もお互いの愛を確かめながら過ごしていくのだろう。








オペラのような恋愛を所望しているのに、王太子妃候補に選ばれて困っています






発行　２０２４年７月18日

著者　あゆざき悠




イラスト　スズメ柴




表紙デザイン　吉田麻里以




発行所　株式会社パブリッシングリンク

　　　　〒１６０－００２２

　　　　東京都新宿区新宿１－36－２






※この作品の著作権は、著者に帰属しており、株式会社パブリッシングリンクが著者の許諾を得てお客様へ提供しているものです。

◎本電子書籍は、個人の閲覧の目的のためのみ、ファイルのダウンロードが許諾されています。複製・転送・譲渡は、禁止します。

© Haruka Ayuzaki 2024






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		目次



		プロローグ



		第一章　オペラのような恋愛



		第二章　王太子妃候補



		第三章　熾烈な戦い



		第四章　悪意と策略の中



		第五章　無意識の恋情



		第六章　婚約式までに



		第七章　愛があふれるまで



		エピローグ













Guide





		表紙



		目次



		表紙













item/image/cover.jpg
AT

i






item/image/logo.jpg
N O V E L S





item/image/titlepage.jpg





